
    
      　夢を見ているときに、自分が見ているそれが、夢なのだと認にん識しきできることがある。

　だからといって、べつに夢を自由にして、思い通りにできるというわけではない。

　夢の中の自分と、夢を見ていることを理解している自分は別人で。

　だから意識と身体は切きり離はなされ、決して思い通りに動いてはくれない。

　ただ、感覚はあった。だから、夢の中の自分がなにをしているのかもよくわかっていた。

　それが今の──結ゆう槻き未み祐ひろの状態だった。

　夢の中の未祐は眠ねむっていた。身体が動かないのは、だからだろうか。

　しかし、自分の意思では身体が動かせない状じよう況きように、未祐はもどかしさも不自由さも感じてはいなかった。ただ、あるのは後こう悔かいに似たあきらめ。

　理由は簡単だ。ここのところ毎晩のように、同じ夢を見ているのだから。

　エンドレスリピート。

　まるで悔くい改あらためよと言わんばかりに同じ状況、同じ展開が繰くり返かえされる。

「勘かん弁べんしてくれよ……」

　つぶやきは、しかし声にはならない。ただ、意識が言葉を認識する。

　夢は止まらず、醒さめることもない。きっと、まだまだ後悔が足りないのだ。

　さあ──今夜も悔い改めよう。懺ざん悔げの時間のはじまりだ。

　──そして、未祐はあきらめて夢の展開に身を任せた。

　状況と環かん境きようが設定される。場所は草くさ薙なぎ学園、第二保健室。そして時刻は昼休み。

　まぶたを閉じていて、視界は闇やみに包まれながら、それでも未祐にはそこが第二保健室だとわかる。眼めではなく、脳で視みているような感覚とでもいうべきか。

　夢の中、未祐の身体は動かない。ベッドの上で横になっているからだ。

　無防備──それが、今の未祐をもっとも的確に表現する言葉だろう。

　ゴクリと喉のどが鳴った。あくまで意識の中でだ。このあとの展開に緊きん張ちようしているのが、自分でもわかる。何度も同じ夢を見ているのに、まるで慣れない。

「あ……」

　ふっと、唇くちびるが誰だれかの吐と息いきを感じた。とたんに敏びん感かんになる感覚。

　眼を閉じていてもなお、相手の顔がすぐ眼の前にあるのがわかる。感じる。

　そっと頬ほおを手のひらで触ふれられて、指先で優やさしく唇をなでられる。

　そして、少しずつこするように力を強められてゆく。

　焦じらされているのがわかる。切ない感覚が膨ふくれ上あがり、胸が苦しくなってゆく。

　そして不意打ち。

「────っ」

　唇に吐息より柔やわらかく、温かな感かん触しよくが触れた。

　──キスが始まる。

　一度目は、そっと重ねるだけですぐに離れる。

　しかし未祐は知っている。本番はこれからなのだと。

　そして二度目。再び重ねられれば、そこにはもう遠えん慮りよも躊ちゆ躇うちよもなくて。

　理性をなくした唇が、ただただ相手を求めてゆく。

　自分の唇は相手の唇の形に、相手の唇は自分の形に、重なりあってひとつになってゆく。

　ぷにぷにとした感触の唇が、段々と湿しめってむにむにとなり、ゆっくりと濡ぬれてゆく。

　ちゅぷ──といやらしく音がなった。

　唇がそんな音を出せるのかというほど、潤うるおいを感じさせる水音。

　そしてもう止まらない。

「は……んむ、ちゅっ……くちゅ」

　声は出ないままなのに、効果音は出るのか。なんだそりゃ、と未祐は身体が熱くなってゆくのを感じながらツッこむ。そんな意識を無視して、身体が勝手に感覚を高めてゆく。

　そして唇に新たな感触が触れた。それは唇よりもねっとりと、熱く濡れたもの。

　未祐は今──舌で唇を舐なめられている。





　相手の舌は、未祐の唇をなぞるように触れてゆく。

　しかし、決して口の中へは入ってこようとしなかった。

　焦らしている──というわけではなかった。恥はずかしがっているわけでも。

　相手の舌は、未祐の口が迎むかえてくれるのを待っているかのようだった。

　扉とびらの外から叫さけぶように、呼びかけるように、未祐の唇に触れ続ける。

　──切ないほどに悲しいキス。

　だが、未祐は応こたえられない。体が動かないからだ。だからただ──ひたすらに待つ。

　今夜も相手が、あきらめてくれるまで。あきらめてしまうまで。

「────」

　──やがて、相手の舌がゆっくりと離れた。

　悲しそうに、寂さびしそうに、名残なごり惜おしそうにしながら。

　それでも、最後に少しだけ拗すねたように、唇でこちらの唇を甘がみしてくる。

　そして唇が離れてゆく。相手の顔と温ぬくもりが消えてゆく。

　今度こそは──未祐は必死になってもがくように、意識をふりしぼる。

　眼を開けろ。相手を見るのだ。

「────っ」

　そして精神が肉体を凌りよ駕うがした。

　身体が動く。まぶたが開く。世界が光に包まれる。

「待て──」

　ベッドから跳はね起おきて、相手の姿を確かく認にんしようとする。

　悲しいキスのその相手を──

　だが、相手はどこにもいない。なぜならば、そこは第二保健室ではなく、自宅の自分の部屋だから。

　眼を覚ませば夢は消え去り、あとに残るのはただ現実だけ──

　カチカチと時計の秒針が時を刻んでいる。時刻は午前三時半。

「またかよ……」

　勘弁してくれ、これでもう三日目だぞ、と未祐は頭をガリガリとかいた。

　そして唇を押おさえる。

　触れた指先が少しだけ濡れたような気がした。

　自分の鼓こ動どうの音がうるさくて、このままでは眠ることはできない。

　──そしてこの心臓のドキドキは、今日も夜明けまで続くのだ。





　ぬけるような青空がある。

　柔らかな光を地上にふり注ぐのは、雲を吹ふき飛とばしたかのような快晴に浮うかぶ太陽だ。

　だが夏とはちがい、春の空気はどこか優しく、そして軽い。希望に満ちた季節。はじまりの時季。心ここ弾ろはずむシーズン。草薙学園へとつづく道もまた、まぶしいくらいに明るく照らされている。しかし──そんな通学路を、未祐は幽ゆう鬼きのように歩いていた。

　寝ね不ぶ足そくは人をアンデッド属性に変える。今の未祐には、春の優しい陽ひ射ざしですらまぶしすぎて、心と身体が溶とけてしまいそうだった。

「ううぅ……」

　首を肩かたの位置まで落としたジャミラ状態のまま、酔よっ払ぱらいのように右へ左へフラフラ蛇だ行こう。視線は下を向いている。

　──この数日、未祐はロクに寝ねていない。否いな、寝れていなかった。

　全すべては、第二保健室で誰かにキスをされたあの日から。昼休みに仮か眠みんしていたところを、何者かにファーストキスを奪うばわれたのが原因だった。おかげで毎晩、誰かにキスされる夢を見てしまい、その度に眼が覚めて、そしてそのくり返し。

　そんな終わりの見えない状況に、未祐は頭を悩なやませていた。

「なんか、気のせいか段々はげしくなってきてる気がするんだよな……」

　キスが。最初は唇を重ねるだけだったのに、昨晩はとうとうベロちゅーもどきまで。

　このままでは、そのもどきすら取れてしまうのも時間の問題だ。

　そうなる前に、なんとかしなければいけないと未祐は思う。

　どうすれば良いのかは──わからないのだが。

「はあ……」

　未祐はため息をひとつこぼすと、足を止めて顔を上げた。

　学校に着いたわけではない。ここはまだ未祐の家の近所。草薙学園の校舎は、ここから歩いてまだしばらくかかる場所にある。今、未祐の眼の前にあるのは、閑かん静せいな住宅街に建てられたモダンなたたずまいの一いつ軒けん家やだ。レンガ造りの塀へいには、その家に住む者の名字がしたためられている。久く瀬ぜ──と。

　未祐は、塀にそなえつけられたインターホンを押し、しかし相手が出るのを待たずに敷しき地ちの中へと歩みを進めた。そして玄げん関かんの前に立って待てば、ほどなくしてガチャリと扉が開かれる。現われたのは、しかし愁しゆ一ういちではなく綺き麗れいな年上の女性。

「よお未祐。おはようさん」

　彼かの女じよは男言葉で、愛あい嬌きようのある笑えみをニッと浮かべる。

「おはよう──涼りよ子うこ姉ちゃん」

　対する未祐は、ペコリと頭を下げた。

　そして彼女を──愁一の姉である久瀬涼子を見る。今日の涼子は、彼女の豪ごう快かいな性格を象しよう徴ちようするかのような、赤のホルターネックのトップスに、黒のデニムというラフな服装。だが、ターコイズをあしらった巨きよ大だいなバックルのベルトをアクセントにすることで、艶あでやかなカジュアルコーデとしてまとめていた。衣服は、単純なもの同士を組み合わせる方が難しいもの。おそらく涼子は、何気なくこの組み合わせを選んだにちがいない。なのにこの調和。自分を知り、着るべきものを着る。確信にも似た自信をもって。

「やっぱり、本職のモデルはちがうなぁ……」

「あたりまえだろ。こちとら、センスの世界で身体張ってるんだ」

　涼子は、ふっと鼻を鳴らしてニヒルに笑うと、背後をふり返り、

「おい愁一、未祐が来てんぞー」

『──あいよ、今行く』

　玄関の奥おく、階段の上から愁一の声が返ってくる。

「だとさ。どうする、中に入って待ってるか？」

　涼子の提案に、未祐は「ううん」と首をふった。

「ここでいいよ。どうせすぐに下りてくるだろうし」

「そうか。美う味まい豆が手に入ったから、淹いれてやろうと思ったんだがな」

　また今度にするかとつぶやき、涼子は改めて未祐をまじまじと見る。

「──しっかし、いつ見ても可愛かわいい顔してんなーお前」

「ほっといてよ……」

　女顔。それは思春期を迎えた未祐にとって、目下最優先事じ項こうのひとつとして挙がっている未解決課題である。あげく、線の細い身体や低い身長なども併さっているため、ここまでくると根本的な問題は顔だけではなく身体や雰ふん囲い気き全体におよんでおり、現在は抜ばつ本ぽん的てきな改革を絶賛お求め中だったりする。なんせ、いまだに学校や駅などのトイレに入ると、ギョッとされることも少なくない。男モノの制服を着てるというのに──

　今でも、その手のリアクションを取られると何気にヘコむ。

「だいたい、涼子姉ちゃんが格好良すぎるんだよ……」

　はっきりいって、未祐は涼子以上に格好良い女性には、生まれてこの方お目にかかったことがない。幼いころから、彼女は「可愛い」のではなく「美人」だった。

　そしてこの性格だ。小さいころ、未祐と愁一にとって、もっとも身近な年上で強い存在の彼女は、ほとんどヒーロー同然であり、今でも全くといって良いほど頭が上がらない。

　愁一以上に人を惹ひきつける力がある彼女は、今では多くのファッション雑誌で、十代や二十代の女性の支持をもっとも集めるカリスマモデル「ＲＹＯＫＯ」として活かつ躍やくしている。

　これほどの美人で、しかも幼おさ馴なな染じみの姉。普ふ通つうに考えれば、初はつ恋こいの相手の筆頭候補なのだが、しかし未祐にとって涼子はそういう対象にはならなかった。ひとりっ子の未祐にとっては、彼女は実の姉同然……もとい頼たよれる兄のような存在で。

　今までそういう風に彼女を見たことは一度もなかった──今日までは。

　未祐の視線が、涼子の一点に集中する。薄うすく引かれたリップが、きれいな形の唇を際きわ立だたせていた。彼女を「女性」と主張するように。それを、はっきりと意識する。

「…………………………」

「こーら」

　すると涼子は見み透すかしたように未祐の肩に手を回し、

「朝っぱらから、人の唇をそんなに物もの欲ほしそうに見るヤツがあるか」

「いやっ、ちがっ……オレそんなつもりは全然」

　未祐は、あわててブンブンと手を振ふり否定。



    

  
    
      　しかし、涼子はそのまま未祐の表情を通して、心の底までのぞきこむように見つめて、

「ふむ。物欲しそうというよりは、意識してるって感じだな……。なんだ未祐、ファーストキスでも奪われたか？」

「────っ」

　思わずカッと真っ赤になった未祐を見て、涼子は「正直だな」と楽しそうに笑う。

「おめでとさん。未祐が男の階段を上がってくれて、姉ちゃんはうれしいよ」

「……涼子姉ちゃん、頼たのむから愁には言わないでよ」

　と、懇こん願がんするように未祐。

　下手に誤ご魔ま化かしたところで、涼子には通じない。

　だったらむしろ、正直に話した上で協力を申し入れたほうがマシというものだ。

「それは構わないけどな……だったら悟さとられないように注意しろよ」

　涼子は、未祐の肩にまわしていた腕うでを解ほどいて肩をすくめる。

「あれでアイツは、私よりも鋭するどいところがあるからな」

「…………わかってる」

　だから厄やつ介かいなのだ、あの親友は。頼りになりすぎるというのも考えものである。

「──よっす、お待たせ」

　そうこうしていると、愁一が階段の上から姿を現した。

　ゆっくりと玄関へ下りて靴くつを履はいている間に、未祐は心臓の鼓動を整える。

　──キスをされたあの日から、もう何度愁一に相談しようと思ったかわからない。

　だが、未祐はそれをしなかった。相手がああいう形でキスをしたということは、自分のことを知られたくないということ。そう考えると、自分が楽になりたくて愁一に相談するという選せん択たく肢しは、どうしてもはばかられた。

　靴くつ紐ひもを結んで腰こしを上げた愁一は、背中で扉を開けている涼子の前を通りすぎようとして、

「姉貴、そこ曲がってる」

「ん？　どこだ？」

「ほらここ、動かないで」

　と、彼女のずれた首紐を直してあげる。まるで切り取られた絵画のような、美男美女。おそろしいほど絵になる二人。未祐は思わず息を呑のんだ。

　前々から知っていたが、こうして見ると改めて思う。この二人はやはり、姉きよ弟うだいなのだと。

「──ほんじゃ、行ってこい」

　涼子に見送られ、未祐と愁一は学校へ向かう。

　行きすがら、未祐はちらりと隣となりを歩く愁一を見た。

「なんだ……どうかしたか？」

　すぐに愁一が気づいてこちらを見てくる。未祐はその横顔を見ながら、

「いや……格好良いなと思ってさ」

「は………？」

　ポカンとなって見下ろしてくる愁一に構わず、未祐は前を向いて一歩先を行く。

　まったく──と未祐は心の中で嘆たん息そくした。こんなに格好良いヤツが傍そばにいるというのに。

　一体全体、どんな物好きが自分などにキスをしたのだろう。





　予よ鈴れい前の生徒玄関の喧けん騒そうを抜ぬけて、未祐は一年十組の教室へと入る。自分の机の脇わきにカバンを掛かけると、机の上に腕を重ねて枕まくらにし、突つっ伏ぷすようにおでこを置いた。

　セルフ腕うで枕まくら。私はとても眠いです、と誰に見られてもわかるような素そ振ぶり。

　そう、フリだ。いや、眠いのは事実なのだが、とてもじゃないが寝てはいられない。

　未祐はわずかに顔を上げると、油断なく周囲を、それも女子の様子をうかがった。

　自分の席で本を読む者、窓まど際ぎわで音楽を聴きく者、友だちと会話する者、連れ立ってトイレに行く者。朝の過ごし方は十人十色、実にさまざま。

　──しかし、この中に犯人がいる可能性が高い。そう、キスの犯人が。

　なんせ、自分はまだ入学したばかり。女子との交流など、クラスのメンバー以外にはないに等しい。だとしたら、可能性が一番高いのはやはり同じクラスの女子のはず。

「…………………………」

　うーむ、と未祐は周囲に眼を配りながら眉まゆ根ねを寄せる。

　……まるでわからない。自分がクラスに入っても、動どう揺ようした様子を見せた女子はいなかった。もしこの中に犯人がいるとしたら、その人物はかなりの役者である。キスをされてしまってから、自分はまるで普通ではいられないというのに。今朝など、幼いころから兄と慕したってきた女性を意識してしまうほどだったというのに。犯人はすでに、今まで通りの当たり前の日常に戻もどっているとでもいうのだろうか。

「不公平すぎる……」

　つぶやいた未祐は、自然と視界の端はしにいた女子に眼をやった。

　──笑え顔がおのまぶしい少女だった。その朗ほがらかさは、身体からマイナスイオンを噴ふん出しゆつしていると言われれば、思わず信じてしまいそうになるほどで。見ているだけで、アンデッド状態の未祐をあっという間に浄じよ化うかしてくれる。

　六りく堂どう螢ほたる──未祐が中学時代から、密ひそかに想おもいを寄せている少女。

　トレードマークのカチューシャから流れた横よこ髪がみを、親指と人差し指でつまんで遊ぶようにしていた螢は、こちらの視線に気づくと、微びし笑ようと共に未祐にだけわかるように小さく手を振った。

　ぱぱらぱー。未祐の心の中で歓かん喜きのラッパが鳴なり響ひびく。思わず頬が緩ゆるんでしまう。

　へら、と笑いながらこちらも小さく手を振った。

　彼女は眼を細めてそれを受け取ると、再びクラスの女子との談だん笑しように戻る。

　ああ、と未祐は螢の笑顔の余よ韻いんにひたりながら思う。今日も可愛くてなによりだ。

　思わず希望的観測に逃とう避ひしたくなる。自分にキスをした犯人は、螢であればいいのにと。

「はああぁぁ～」

　しかし、思わず出る溜ため息いき。世の中、そんなに都合が良いわけがない。自分の女顔ひとつロクになんとかできていないのだ。思い通りにはいかない、それが人生というものだ。

　未祐は再び頭を低くしてステルスモードへ移行。他の女子の観察へと戻った。

　すると、今度は別の女子が眼に入る。

　未祐の右後方にある自分の席に、彼女は悠ゆう然ぜんと脚あしを組んで座すわっていた。

「────」

　不覚にも。未祐は思わず、その姿に見とれてしまう。惹かれるように見てしまうのは、自分だけではないようだった。それほど、彼女の存在感は教室内において圧あつ倒とう的てきだった。

　その容よう貌ぼうを表す形容詞は「美しい」の一語につきる。

　愁うれいを帯びた瞳ひとみは、透すき通とおるようなアプリコットブラウン。瞳と同色の腰まである長い髪を、後ろに流したものを左右ひと房ふさずつ編み、大きなリボンでまとめた特とく徴ちようのあるポニーテール。高く整った鼻筋に、瑞みず々みずしく濡れた唇がのぞく。

　そして思わず眼を引くのは、大きな胸とくびれたウエストだ。そして、色っぽい曲線を描えがいたヒップが織りなす抜ばつ群ぐんのスタイル。クラスの中で彼女だけが輝かがやいているように見えてしまうほど、日本人離ばなれした容貌だった。

　ひざ上のスカートからすらりと伸のびた脚あしには、ニーソックスとガーターベルト。脚を組めば、魅み惑わくの絶対領域がイヤでも視線を集めてしまう。しかし、彼女を見ている男子の多くが、チラチラとしか彼女の美しさを盗ぬすみ見ることしかできない。彼女は──斗と神がみ璃り亞あは、このクラスで、この学校で、唯ゆい一いつ無む二にの特別な存在なのだ。

　そんな彼女を、人は『荒あらくれナイチンゲール』と呼ぶ。

　草薙学園第二保健室の主──保健部の長、それが彼女の肩かた書がきだった。

　学校が管理運営をする第一保健室と保健局では不可能な、メンタルケアを目的として設立されたのが第二保健室であり保健部だ。

　基本的に放課後限定で開かれるその保健室には、毎日多くの生徒が訪おとずれている。

　人を想い、人を癒いやすことを理念にした保健部を設立した彼女は、まさに白衣の天使。

　草薙学園のナイチンゲールといえた。

　──だが、彼女のふたつ名は、聖人君子や慈じ愛あいに満ちた女め神がみにつくようなものではない。

　荒くれと呼ばれるには、相応の理由がある。未祐は誰だれよりも、そのワケを知っている。

　見た目に騙だまされてはいけない。痛い目どころか、死ぬ目を見る。

　性格凶きよ暴うぼう、根こんじ性よう凶きよ悪うあく、唯ゆい我が独どく尊そん、傍ぼう若じや無くぶ人じん、縦じゆ横うお無うむ尽じん、傲ごう岸がん不ふ遜そん、毒どく舌ぜつ烈れつ火か。

　それが彼女の本ほん性しようなのだ。

　もちろん、それだけが彼女の全てというわけでもない。ただの人格破は綻たん者のところへ、あんなにもたくさんの人がやって来るわけがない。彼女が人を想い、人を癒すことを第一に考えていることに偽いつわりはないのだ。

　だが、人はどうしても見えやすい部分だけを見て、対象の人間性を判断してしまうもの。

　そのため、このクラスをはじめ一年生の間では、本当の璃亞についてはまだほとんど理解されていない。まだ出会って一ヶ月足らず、単純に彼女の人となりを知らないのだ。

　だからこそ、璃亞に対してはまだどこか遠慮した空気がある。彼女が留年してしまっていることが、問題のある人物像にさらなる拍はく車しやをかけているのだろう。

「ふむ……」

　未祐はぼんやりと璃亞を眺ながめる。

　黙だまっていれば、いつまでも見ていたいと思えるほど綺麗なのだ。

「───」

　すると、璃亞がこちらに気付いてスッと視線を移してくる。眼めと眼が合った。

「……………………」

　冷たい視線はデフォルト仕様。あれで別に不ふ機き嫌げんというわけではないのだ。

　しかし、彼女は他になんのリアクションも示さない。ただ黙ってこちらを見てくるだけ。

　なんだか気まずい雰囲気だなと未祐は思い、ちょっと頬ほおが引きつらせながら愛あい想そ笑わらいを浮かべて手を振ってみた。先ほどは、これで螢と無言のコミュニケーションが取れたのだ。

　すると璃亞の表情に変化が生まれた。微笑と共に可愛らしく手を振る──などということはせず。むしろその逆。眉根を寄せて、汚お物ぶつを見るかのような眼で、これでもかというほどイヤそうな顔をすると、「はぁ～」と大きく首を振った。

　──どうして、手ぇ振ったくらいでそんな顔すんだよ！　思いっきり首振りやがって、いったいオレのなにを否定したんだ！

　などと、思わず叫びそうになるのを未祐は必死にこらえた。

　璃亞から命令されているのだ。

『教室ではあまりなれなれしく話しかけてくるな』と。

　覚えてろよ、と口くち惜おしそうに未祐がしていると、ふと視界を遮さえぎるものがあった。

　眼の前にひとりの男子生徒が立ったのだ。見かけない顔。他のクラスの生徒だろうか。

「えっと……」

　自分に用があるのは間ま違ちがいない。未祐は思わず身を起こした。

「おはよう、結槻」

　すると、眼の前の彼かれが笑顔で挨あい拶さつをしてくる。

「ああ……おはよ」

　未祐はぼんやりとした挨拶を返しつつ、脳ミソをフル回転。

　どうやら、向こうはこちらを知っているようだ。はて、どこかで会っただろうか。

「ようやく昨日、無事に退院することができたんだ。お前には大変世話になった、感謝してるぞ」

　そう言って、目の前の彼は未祐の手を取って握にぎってくる。

「はあ、どうも……」

　しかし、未祐はまだピンと来ない。自分は彼からなにか感謝されるようなことをしたらしいのだが、いかんせん、どうにも要領をえなかった。すると、自分の席に荷物を置いた愁一がやって来て、目の前の男子を見て「おっ」と気づいたように声をかける。

「久しぶりだな、もういいのか？」

「おう、すっかり元気になったぞ。もうバッチリだ」

　男子生徒が「むん」とポーズを取る。

　元気になった──それは言いい換かえれば、元気がなかったということで。

「あ──」

　そして未祐もようやく思い出す。やっとでつながるリフレイン。

「弘ひろ川かわァ？」

　未祐の素すっ頓とん狂きような声に、呼ばれた男子生徒──弘川は嬉うれしそうに、

「おう。弘川大だい地ち、めでたくここに復活だ」

　そう言って笑った。

「入学式の日は、本当に世話になった。腹痛と吐はき気けで死にそうになっていたオラを、結槻──お前が助けてくれたんだ」

「…………うん」

　今、弘川の一いち人にん称しように引ひっ掛かるものを感じたが。気のせいだろうと未祐は判断する。

「オラ、この恩は忘れない。受けた恩は、オラ絶対返すからな」

「……………………うん」

　気のせいで済ますのはどうやらムリだった。

　再び手を握ってくる弘川に、未祐は微びみ妙ような表情を返す。

　──入学式の日の朝に、生なま牡が蠣きを二十個も喰くらい、教室でゲロを噴ふん射しや。それだけでも充じゆう分ぶんに濃こすぎるキャラなのだが、さらに入院中に免めんえ疫きり力よく低下による合がつ併ぺい症しようを引き起こして、入院期間を三倍に延長した強者だというのに。

　あげくに一人称が「オラ」ときた。キャラクターが脂あぶらっこいにもほどがある。

「にしても……」

　と未祐は思わず、弘川をマジマジと見る。

　血色の良い顔色に爽さわやかな笑み。前に会ったときとはまるで別人だった。

　入学式の日。教室で気分が悪そうにしている弘川に気づき、未祐は彼に声をかけた。

　──未祐は、常人にはない特とく殊しゆな感覚を持っている。それは、限界状態の人が発する不安や不快といった負の波動を、鈴すずの音のような耳鳴りとして感じられるというもの。

　あいにく、弘川のときは間に合わず、彼ははげしく嘔おう吐としてしまったが。それでも辛つらい状じよう況きようにあった自分に気付いてくれたことに、弘川は感謝してもしきれないように、

「あの時から、オラと結槻は永遠の友情で結ばれたんだ」

　告げて、未祐の手を持ったまま腰を落として、片ヒザを床ゆかにつく。まるで騎士ナイトであるかのように。う、濃ゆいなあ──未祐がどうしたものかと困っていると、

「こらー、そこ。不純同性交友ですかー。朝からなにをしとるのかね？」

　そこへ助け船が入った。とたとたとこちらへ向かってやって来たのは、なんと螢だ。

　未祐は慌あわてて弘川の手をふり払はらい、

「そ、そんなわけないだろ。ただ、お礼を言われてただけだよ」

「その通りだぞ、失敬な」

　と、弘川もうなずく。

「まったく、ちょっと触ふれたくらいですぐに騒さわいで。最近の女子はＢＬに走りすぎだ」

「いや、あたしはあんまりそういうのは好きじゃないんだけども……」

　どこかずれた弘川の言葉に、螢は困ったように頬をかきつつ、

「あ、でもウチの学年で一番人気なのは、久瀬×結槻のカップリングらしいよ」

「待ってくれ……いつの間にオレは、そんなうれしくない名めい誉よを拝したんだ？」

　思わず呆ぼう然ぜんとなる未祐のとなりで、しかし愁一はどこか余よ裕ゆうの表情。

「あらら、まいったねそりゃ。ってことは──」

　と何気なく周囲に視線を向けてから、やおら未祐の後ろから腕を回して、未祐の頭に顎あごを載のせる。すると一部のクラスの女子から「うおおっ」とどよめきが。

「へ──？」

　未祐は突とつ然ぜんどうしたのだろうと、周囲の視線を不思議に思う。未祐にとって、愁一の取った行動は別段珍めずらしいものではない。子供のころからのつきあいだ。高校に入ってからも、何度か教室でこんな風にじゃれ合っていた。

「ダメだよー、久瀬くん。そんな女子の妄もう想そうを煽あおるようなことしちゃ」

　めっ、と螢は注意する。

「あの手の娘こたちにしてみれば、想像の余地を残しておいてもらうのが、一番おいしいんだからね」

　螢の言っている意味はよくわからなかったが、とりあえず何気にクラスの腐女子率は高いようだ。その事実を目まの当あたりにして未祐は嘆息する。

　ふと視線を感じてチラと璃亞を見てみると、彼女は自分の席で本を読んでいた。

　見られていた気がするのは気のせいか。未祐は璃亞が食いついていなくてホッと胸を撫なで下おろす。どうやら璃亞にはＢＬ属性はないらしい──というか、あっても困る。

　荒くれナイチンゲールがこれ以上カオスなキャラになっては、もう手がつけられない。



    

  
    
      



　草薙学園の第二保健室が、満を持して開放される時間帯がある。

　クラブ活動がもっとも盛んになり、まだ生徒が自由にすごせる放課後だ。

　璃亞が保健部の部室として作り上げた第二保健室は、草薙学園でもっとも心地ここち良よい空間だと未祐は思う。窓から差しこむ陽ひ差ざしは、まるで木こ漏もれ日び。温かくて柔やわらかな、穏おだやかな空気が部屋中に満ちていた。病院のような薬品くささは微み塵じんもなく、代わりにあるのはほのかに甘あまいハチミツのような香かおりだ。温度と湿しつ度どのバランスは絶ぜつ妙みよう。照明は、光量にまで気を配られた抜群の調光具合。それらすべてが一体となって、訪れた者を包つつんで癒す。

　そして最後の一ピースが、斗神璃亞なのである。

「──馬ば鹿かじゃないの？」

　そんな璃亞が、一刀両断するのを未祐は聞いた。相手は手当てをしてもらいにきていた、二年生の女子剣けん道どう部ぶ員いんだ。璃亞は一年留年している。だから、相手は元同級生。

　そこに遠えん慮りよは微塵もない。しかし、剣道部員の彼かの女じよは不満げに唇くちびるをとがらせる。

「大だい丈じよ夫うぶだってば～、いいから湿しつ布ぷと包帯巻いてよ」

　袴はかま姿すがたの彼女は、右手を璃亞につきだした。患かん部ぶは手首だ。

「大会が近いの。有望な新人も入ったし、今年こそウチの部は全国を狙ねらえるの。こんな大事な時期に、団体戦のメンバーがちょっとのケガで部活を休んでいたら、部全体の士気にかかわるんだってば」

「こないだも無む茶ちやはしないっていうから、私は応急処置として手当てをしたのよ？」

　璃亞は嘆息。湿布と包帯を巻いてから、手首のテーピングをはじめる。

「アンタ、病院行ってないでしょ。言ったはずよね、一度きちんと診みてもらいなさいって。手首の痛みは慢まん性せい化かしやすいの。下手に放っておいたら、そのうち竹刀しないも握れなくなるかもしれないんだから」

「あたしはそんな根こん性じようなしじゃない」

　ふん、と顔を背そむける元同級生に、

「知ってるわ。だからムリして欲ほしくないのよ」

「ムリなんてしてないよ。こんなときに、部に迷めい惑わくはかけたくないだけ」

「……迷惑はかけたくない、ね」

　あのね、と璃亞は口調をきつくする。

「アンタが根性燃やして頑がん張ばるのは大いに結構だけど、それでその大切な大会を棒にふったりでもしたらどうするのよ。アンタは剣道部の大事な戦力でしょうが。今年は全国を狙えるんでしょうが。大切な先せん輩ぱいと、可愛かわいい後こう輩はいと全国に行けるかもしれないんでしょうが。たとえケガをしても、アンタはムリを押おしてでも試合にでるつもりでしょ。ケガを隠かくして頑張れば、それで試合に負けてもアンタは満足かもしれないけどね。そんなアンタの自己満足につき合わされたら、周りのみんなはいい迷惑よ」

「………………っ」

　璃亞のキツイ言葉に、女子生徒は泣きそうな表情で、しかしなにも言えない。

　すると璃亞は、最後に彼女の手首に負担を軽減するサポータを通して。

　微笑ほほえんだ。

「ちょっとくらい練習を休んだって、アンタが誰よりも責任感があって頑張ってることは、剣道部の仲間は知っているから。これまでに、アンタはその姿を見せられているわ。心配しなくても、ちゃんと伝わっているから……」

「…………そ…うかなぁ」

　震ふるえる声で、小さく俯うつむいた彼女を、璃亞はそっと抱だき寄よせて。

「そうよ。だから今日はもう練習には参加せずに、病院に行きなさい。大だい丈じよ夫うぶ、試合にはきっと間に合うから。アンタは、きっと大丈夫だから──」

　肩かたをポンポンと叩たたく。

　──きっと、これなんだろうな、とふたりのやりとりを見ていた未祐は思う。

　普ふ段だんはあんなにも傍若無人な璃亞を、こんなにも多くの人が頼たよりにするのは。

　慕うのは。

　璃亞が、こんなにも璃亞が、誰かを癒してあげられるのは。

　きっと彼女が誰よりも、誰かを大切に想える人だからなのだろうと。





　手当てを終えた剣道部の女子は、赤い目をこすって第二保健室を出て行った。

　璃亞と彼女の会話の余韻が、静かな沈ちん黙もくを部屋に落とす。

　未祐はぼんやりと、彼女を見送った璃亞の横顔を見つめた。

「──なによ」

　それに気づいた璃亞が視線をこちらに向けてくる。

　未祐は「いや」とつぶやいて、

「ケガを隠してテニスの試合を続けようとした、どこかの誰かさんにも聞かせてやりたいと思ってさ」

「迷惑なヤツがいたものね」

「お前のことだよっ」

　思わずツッこむ未祐に、璃亞は冷たい視線を向ける。

　完全な上から目線。

「ちょっと。いつから人をお前呼ばわりできるようになったのかしら、この下げ僕ぼく犬けんは」

「生あい憎にくだったな、そんなヤツはもうどこにもいないよ」

　すると璃亞は遠い目をして、

「死んだのね……」

「生きとるわ！　眼の前の現実を直視しろっ」

「まったく、ビーチクバーサクうるさいわね」

「なんだその、おっぱい狂きよう戦士化しそうな魔ま法ほうっ!?」

　ＦＦの開発スタッフに訴うつたえられるぞ？

「──っていうか。なんでアンタ、ここにいるのよ？」

　そう言って、璃亞は未祐から視線を外した。

「それは……」

　未祐は思わず言いよどむ。

　今はもう、未祐が第二保健室にいる必要はとくになかった。保健委員会の予算編成が終しゆう了りようしたからだ。それまでのあいだ、未祐は璃亞からの脅きよ迫うはくという名の要よう請せいで、保健部員のフリをしていたが、先日無事にお役御ご免めんとなっている。

　璃亞はやれやれと溜息をついて、

「どうせ袴はかまの上をはだけて、胴どう打ちで痛めたわき腹に包帯を巻くのを期待していたんでしょ。まったく、剣けん道どうに対する侮ぶじ辱よくもいいとこだわ」

「お前こそ、剣道を陵りよう辱じよくしてるのもいいとこだよ！」

「おおかた、女子剣道部員はみんなサラシを巻いているとでも思っていたのね。あれを引っ張ってのお代官様ごっこで得られる興奮ときたら、帯なんかの比ではないもの」

「待てっ、人聞きの悪い誤解を解く前に、やったことあんのかそんな遊び？」

「人が来ないときの暇ひまつぶしに、ひと通りの包帯プレイは試ためしたわ」

「おひとり様でっ!?」

　ご無体すぎる。

「なんなら結槻の首に巻いてあげるわよ」

「いらん。絞しめる気マンマンだろ、それ」

「まさか。いくら私でも、おふざけ半分でサラシ首なんかできないわ」

「上う手まくないっ。そしてお前は人の首に、真ま面じ目めになにをしようとしてるんだ！」

　興奮して荒い吐と息いきの未祐に、璃亞は嘆たん息そく。

「で、本当になにしに来たのよ？」

　と訊たずねる。

「いや、実は……」

　またも未祐は言葉をにごす。言えない。説明できない。ここに、犯行現場の第二保健室に来れば、キスの犯人の手がかりがなにかつかめるかもしれないと思ったなんて……。

　だが、璃亞はこの第二保健室の主だ。彼女なら、犯人に心当たりがあるかもしれない。

　しかし、

「──そうそう、ようやく弘川くんが退院したろ」

　未祐はとっさに話題を変えた。これは非常にデリケートな問題だ。

　たとえ相談するにしても、もう少し落ち着いた空気でしたい。

「保健部をやってる斗神なんかは、やっぱりクラスのメンバーが元気になると、うれしさもひとしおだったりするわけ？」

「弘川……ああ、今朝あんたらと騒いでいたアイツのこと。どうかしらね、あいにく私は彼が倒たおれた現場にいなかったし」

「あ、そうだっけ……」

　そういえば、と未祐は思い出す。弘川が倒れて運ばれたのは、入学式の前。

　そして、自分が璃亞と出会ったのは入学式を終えたあとだ。

　ふたりの間に接点はない。顔を見たのも今日が初めてだったのだろう。

「まあ、ほとんど初登校と変わりないわりに、自然とクラスにとけこめてたんじゃない」

「それは、確かにそうかもな」

「ええ、斉さい藤とう譲じよ二うじだとは思えないくらいだったわ」

「勝手に弘川くんを別人にすんな。それを言うなら再登場時だ」

　誰だよ、斉藤譲二って。

　すると璃亞は思い出したかのように、

「ああでも、彼の一人称は許せないわね」

「まあ。確かにあれはオレも、如何いかがかとは思うが……」

「今どき一人称で『オラ』を使って良いのは、野の沢ざわ雅まさ子こと矢や島じま晶あき子こだけなのに──」

「悔くやしそうになにを言うかと思えば、あれは役の設定口調なだけで、別にあの二人の譲ゆずれないポリシーってわけじゃねえよ！」

　そして、カカロットとクレヨンしんちゃんの登録商標でもない！

　思わず叫さけんだ未祐は、すぐにいかんと首を振ふる。ダメだ。璃亞を相手に落ち着いた空気なんて、そうそう作れない。未祐は大きく嘆息すると、意を決してゆっくりと言葉を探す。

　なんと言うべきだろう。一体どう話したものか。

　キスをされたこと、現場が第二保健室であること、相手がわからないこと。

「あの、さ……」

　未祐は慎しん重ちように言葉を選んで。

「斗神ってさ……キスしたことある？」

　慎重どころか意い気く地じなし。えらい遠まわりなアプローチを試みる。

　すると璃亞は「はあ？」と、意味がわからんと言わんばかりに眉まゆ根ねを寄せた。

「なんでそんなことを訊きくわけ？　まったく意味がわからない。ええ、まったく意味がわからないわ。そんなことを私から聞き出して、一体どうするつもりなの？」

　冷静に、興味がなさそうに、しかしかなり苛いら立だたしげに璃亞は言い放つ。

「い、いや……えっと」

　──あれ、キレてる？　急に豹ひよ変うへんした荒くれナイチンゲールに、あわてふためく未祐。

　しかし璃亞は追つい撃げきの手を緩ゆるめない。

「よしんば、私がキスをしたことがあったとして、なんでそれをアンタに言わなけりゃいけないわけ？　アンタが自分の脳みそを桃もも色いろ活性化させたいのは自由だけど、それに私を巻き込むのはプライバシーの侵しん害がいを通りこして、もはや侵しん略りやくだわ。なに、アンタ私と戦争がしたいの？」

「いやっ、お前と争あらそうつもりはねえよ……」

　まだ死にたくないし。命が惜おしい。

　手を振る未祐に、しかし璃亞は停戦協定を結ぼうとしない。

「遠慮しないでいいわよ、ホラかかってきなさい。アンタのヘタレ攻ぜめがどこまで私に通用するか試してみるといいわ──言っておくけど、私はジェノサイド受けよ」

「なにその虐ぎやく殺さつ属性っ？」

　恐っ。後の先を取っての必殺カウンター。愚おろ地ち独どつ歩ぽの廻し受けを超ちよ越うえつしてる。

　瞳ひとみの奥おくに狂きよ気うきを滲にじませはじめた璃亞に、仕方なく未祐はことの顛てん末まつを説明する。

「実は、さ……このあいだ昼休みにここのベッドで寝ねてたら誰かにキスされてさ」

「…………………………」

　それを聞いた璃亞は、さすがに驚おどろいたのか押し黙る。

　未祐は恥はずかしそうに頬をポリポリとかいて、

「誰か、思いあたるヤツとかいないか？」

　すると、沈黙することしばし。

「アンタ……まさか昼休みに勝手にここで寝てるわけ？」

　ゆらり、と璃亞が赤いオーラをにじませながら訊いてくる。怒おこっているのか、顔が赤い。

　まさか、と未祐は首を振る。

「いや、あの日はたまたまだよ！」

　璃亞はいつも昼休み、ここで彼女を頼ってきている人の悩なやみ相談を受けている。

　それは相談をする者と受ける者、当人同士だけの秘密。完全な部外秘。もしそれを盗ぬすみ聞ぎきしてるようなヤツがいたとしたら、璃亞は絶対に許さないだろう。彼女にとって、この第二保健室は聖域なのだ。未祐は必死に弁解して、璃亞の誤解を解こうと努める。

「……本当でしょうね？」

　疑うたぐりの目で見てくる璃亞に、未祐は必死にコクコクとうなずく。すると璃亞は小さく嘆息して、第二保健室の利用者の傾けい向こうを教えてくれた。昼休みには基本的に第二保健室に人は来ないが、悩み相談に訪おとずれる者がいること。また入学したばかりの一年生が、誤ってやってくることがあること。とはいえ、これらはどちらもすでに未祐が知っている事実ではあったが。だが、改めてここの女王の璃亞からそう聞かされれば、確信をもって対象を絞しぼりこめる。顎に手を当てて考えこむ未祐に、

「──そもそも本当にキスされたわけ？」

　不意に璃亞が、根底を揺ゆるがすようなことを訊いてきた。

「だってアンタ、寝てたんでしょ？　深層心理の願望が投とう影えいされた、スケベな夢でも見たんじゃないの？」

「いやな深層心理だな、おい……」

　第二保健室で、誰とも分からない相手にファーストキスを奪うばわれたい──そんなトンデモＭ願望が自分の深層心理にあったとしたら、自己嫌けん悪おを通とおり越こして自己絶望したくなる。

「他にも可能性はいくらでもあるわよ。横になってたら、唇になにかの感かん触しよくがあっただけでしょ？　それだけでキスだと断定するのは尚しよ早うそうよ。眼をつぶって感覚が鋭えい敏びんになっていたから、過か敏びんに反応してるんじゃないの？　想像してごらんなさいよ」

「想像って……なにをだよ？」

　言われ、正直に眼を閉じる未祐。すると璃亞は未祐の耳に囁ささやくように、

「想像して。イメージを思おもい浮うかべるの。横になったアンタがうとうとしていると、唇になにかが触れてくる。唇を覆おおいつくすように、ねっとりと──」

　一息。

「──無数のゴキブリが」

「ぶっっっ!?」

　その光景が、鮮せん明めいに脳内で再生され未祐は悶もん絶ぜつ。

　とんだ精神攻こう撃げき。トラウマになりかねないレベルだ。

「ファーストキスはゴキブリの味──ふふん、アンタにお似合いね」

「この悪あく魔ま！　勝手に人の、一生の思い出を汚けがしてんじゃねえよ！」

「仕方ないでしょ。ゴキブリはゴミにたかるものだわ」

「な……くっ」

　挙げ句にゴミ扱あつかいされ、未祐は思わず絶句する。

　恐おそるべし、斗神璃亞のジェノサイド受け！　トドメまで完かん璧ぺき。プロの仕事だ。

「犯人捜さがし……手伝うわよ」

「どっから取り出した、そのゴキブリホイホイ！」

　未祐は瞳の端はしに涙なみだを浮かべながら叫んだ。

　立ち上がり流しへ向かうと、水道の蛇じや口ぐちをひねってコップに水を注いでうがいを始める。

　そして口の中にある、ザワザワとした気持ち悪さを吐き出した。





　苛立たしげにうがいを続ける未祐の背中を見ながら、璃亞は小さく嘆息した。

　──まさか、あのとき意識があったなんて。とんだ誤算。さすがに誰だれが犯人かまでは気づいていないようだが、なんとしても、誤ご魔ま化かし通さなくては。

　するとコップを流しに置いて、「なあ……」と未祐が振り返かえってくる。

「キスの相手、さ……六堂って可能性はないかな？」

「──ないわね」

　ほとんど食い気味。璃亞は即そつ刻こく否定する。

「いや、そんなはっきり否定しなくてもよ……」

　モジモジとしながら未祐。

「なんかさ……六堂の声を聞いたような気がするんだよ」

「はっ、また願望？　ずいぶんと都合の良い深層心理ね」

　璃亞は冷れい笑しようを浴びせかける。

「そ、そんなんじゃねえよ！」

　不ふ機き嫌げんそうに未祐は言って、そして再びうがいを始める。だから彼かれには聞こえない。

「そんなわけ……ないじゃない」

　璃亞が顔を赤くして、そして小さくつぶやいたことを。

　だって、とその先は心の中で。キスをしたのは、未祐と確かに唇を重ねたのは、他ほかならない自分なのだから。璃亞はそっと、自分の唇に触れてみた。

　まちがいないのだ。だって、まだ唇が憶おぼえてる。未祐の唇の感触と温ぬくもりを──

　証しよ拠うこだってある。素す直なおになれない心は、真実を隠そうと切なさでいっぱいなのに。

　それでもこうして未祐を前に、熱いくらいに鼓こ動どうを刻んでいて。

　どうしようもないくらい、正直な身体が熱を持つ。

「──どうした？」

　戻もどってきた未祐を、璃亞は恨うらめしげに見上げて、

「なんでもないわ。そろそろ出てって。他の人のジャマよ」

　ツンと告げる。

「いや、他に人なんて……」

「私が迷惑なの。いいから出てって」

「お、おい……」

　戸と惑まどう未祐の背中をグイグイ押して、なかば強ごう引いんに未祐を廊ろう下かへ追い出す。

　突つき飛とばし、勢いよく扉とびらを閉める。外の廊下で「痛ってぇ～」と呻うめく未祐の声。

　そしてしばらくして──足音が遠ざかってゆく。扉に背中を預けたままで、璃亞は思わず嘆息をついた。心の底から溢あふれ出でたのは、熱い吐息。



    

  
    
      「どうしよう……」

　自分でも顔が赤いのがよくわかる。ドキドキと胸の鼓動が止まらない。

　あれからずっと、未祐を意識せずにはいられない。どう接して良いのかわからない。

　──キス後こう遺いし症よう。

　湧わき上あがる想おもいをこらえるように、キュッと唇を噛かみながら想う。虚こ空くうを見上げる。

　このままではいけない。早くなんとかしなくては。身体だけじゃなく、心まで微び熱ねつを持ってしまう前に。今夜もまた、あんな夢を見るわけにはいかないのだ──





　しかしその日の晩、璃亞は自分の心と身体がいかに弱いかを思い知らされた。

　──斗神ってさ……キスしたことある？

　昼間。その問いかけを、よりによって未祐にされた。

　そのため否いや応おうなしに、璃亞の脳のう裏りにはあの日のできごとが蘇よみがえった。感覚と一いつ緒しよに。

　それが引き金となり、眠ねむりについた璃亞は自分の思考にとらわれてしまう。

　彼女は今、第二保健室のベッドで眠る未祐を見つめていた。

　夢の中で──あの日のキスが再現されようとしている。

「ああ……」

　切ないくらい、甘い吐息がもれてしまう。

　またこの夢なのね、と諦あきらめにも似た想いを璃亞は抱く。

　──あの日、未祐にキスをした日からずっと、璃亞は同じ夢を見つづけていた。

　まるで贖しよ罪くざいを求められているかのように。

　でも、無防備な未祐の寝ね顔がおが目の前にあって。

　今夜もまた、彼にキスができる──そう思ったらもう止まれなかった。

　……そして唇が触れる。

　唇を優やさしく重ねて、舌で甘く唇を舐なめて、いつものように璃亞はキスをする。

　眠っている未祐は応こたえない。黙だまってそれを受け入れている。

　そして。長い長いキスを終えて、璃亞はそっと唇を離はなした。

　夢の終わりが近づいている──そう思い、一いち抹まつのさびしさに胸が小さく痛んだ。

　だが。

「────えっ？」

　今夜の夢は、それで終わりはしなかった。

　未祐が眼めを覚まして──ゆっくりと体を起こしたのだ。

　璃亞は大きく眼を見開く。

「……驚いたな」

　ふっと笑いながら、未祐がこちらを見つめてくる。

「まさか、キスの相手が斗神だったなんて……」

「ち、ちがうの……これはっ」

　顔を赤くして、慌あわてて璃亞は眼をそらした。

　──気づかれた。未祐に気づかれてしまった。

　どうしよう。そんなつもりじゃなかった。そんなつもりじゃなかったのに──

　璃亞は未祐の視線に耐たえ切れないように、うつむき小さく言葉を搾しぼり出す。

「……ちがうの、今のキスはそんなんじゃ」

　つぶやき、しかしと思い直す。そうだ──そもそもこれは夢のはず。

　夢の中なら、どうなろうが構わない。たとえ夢の中の未祐にバレても、

「──問題はないって？」

「────っ？」

　思っていたことを言い当てられて、璃亞は思わず顔を上げた。

　そして気づく。未祐の目つきが、女子テニス部の親善試合のあの日、自分のすべてを見み透すかした、あの強引なものになっていることに。

「どうして……」

「どうして？　昼間、お前が言っていたじゃないか。深層心理の願望だって」

　こちらに伸のばしてくる未祐の手が、そっと璃亞の頬ほおに触れる。

「自分の気持ちをオレに気づかれたい──キスをしたのも自分なんだって。お前はオレに気づかれて、楽になりたかった……そうだろ？」

「ちがう……ちがうわ、私はそんな」

「そうやって自分の本心を否定できないようにしてほしくて、お前はオレを呼んだんだ」

　視線を逸そらした璃亞の顎あごを強引につかんで、未祐は笑い、

「──今、楽にしてやるよ」

　そう言って、強引に璃亞の唇を奪った。

「は……んむ、ちゅっ……くちゅ」

　なぜか抵てい抗こうすることはできなかった。どうしても逆らえない。

　璃亞はただ、強引な未祐を受け入れる。受け入れてしまう。

「んむぅっ？　……は、ちゅっ……はむ、んん～っ」

　強引に唇を割られ、未祐の舌がこちらの口こう腔こうへと滑すべりこんできた。

　──そんな、どうしよう。

　自分とはちがう舌の粘ねん膜まくの熱とザラつきに、自分の中に入られたことを意識する。

「っは……ちゅっ、んむ……んんっ」

　淫みだらな水音。口の中を、未祐の舌がいやらしく鳴らす。

　上うわ顎あごのザラザラも、舌裏のビラビラも、口の中のすべてを未祐の舌に搦からめとられる。

　口の中がどんどん侵しん食しよくされる。未祐に無理やり征せい服ふくされてゆく。

　それが恐こわいくらいの快感になってゆく。

「……っ……んんっ……んふぅ、っく」

　たとえるなら甘あまい電気。そんな快感が背筋を駆かけぬけ、思わず腰こしが浮きそうになる。

　そして、ついに未祐の舌が、おびえて奥へと引っこんでいたこちらの舌をとらえた。それはまるで、唇同士のキスと同じで。最初はわずかに触ふれる程度に、舌同士の先でキスをして。しかし徐じよ々じよに、互たがいの舌がからみあってゆく。

「ああっ、んっ、はああぁぁっ──んちゅっ」

　触れられたところから、気持ちよくなって溶とけてゆくみたいに、とろけそうな快感に目め眩まいがしてくる。まざり合って、ひとつになってゆく。

　されるがままになっていると、今度は強引に舌を吸われ、こちらの舌が向こうの中へと導かれる。未祐の口の中は、さらにとろけるように熱かった。

　未祐の熱で、舌の裏側が甘いヤケドのような快感に震える。

「やぁっ、んぅぅ、ちゅっ、や……はンっ」

　いけない、ここは未祐の口の中だ。

　感じている自分を知られたくなくて、璃亞は慌てて舌を引っ込めようとするが、

「は……んむ、ちゅっ……んちゅ、んっ……ちゅむ」

　できない。完全に未祐の舌に、こちらの舌が搦めとられている。

　だから必死になって相手の舌を吸った。ぴちゃぴちゃといやらしい音が立ってしまう。

　積極的になってるわけじゃない、これは逃にげる言いわけなのだと、そう言い聞かして。

　夢中になって吸い続ける。まるで快感を求めるように。

　激しく押しつけ合った唇が、いやらしい形にめくれ上がる。ねっとりと、互いの粘膜がこすれあう。吐息も、いやらしく絡み合った舌がこすれる音も、ひとつになる。

　呼吸を忘れるほどの長いキス。

　もう璃亞の肺に酸素は残っていない。切ない苦しさに、意識が溺おぼれそうになる。

　やがて──快楽のさざ波が、ゆらゆらと足あし下もとから昇のぼってきた。

　甘い快感が通った場所から、どんどん身体がとろんと柔らかくなってゆく。

　そして。爪つま先さきから頭まで、完全に璃亞がほぐれたのを確かく認にんしてから。

　未祐はゆっくりと、璃亞から唇を離した。

「……………………」

　とろけきった瞳で、璃亞は未祐を見つめる。

　全身が、火ほ照てるように熱かった。着ている服を脱ぬいでしまいたいくらいに。

　すると未祐はそれすらも見透かして告げる。命令するように。

「切ないのなら、脱いじまえよ」

「はい……」

　璃亞は、それが当たり前のように頷うなずいてしまう。

　自分はただ、眼の前の人の命令に従っていればいいと思ったから。

　だからもう──なにも考えられなかった。





　そして璃亞は眼を覚ました。彼かの女じよがいたのは、自分の部屋のベッドの中で。

　時刻は真夜中。当然、未祐の姿はそこにはない。やがて徐々に、意識がはっきりとしてくる。

「……ん…ふぅ……」

　璃亞はホッと胸を撫なで下おろした。だが、すぐに顔を赤くする。

　──自分はいったいなんて夢を。

　忘れるようにと頭を軽く振り、璃亞はゆっくりと身体を起こして、

「え──うそ、やだ……」

　自分が今、裸はだかなのに気づく。

　どうして、と慌てて捜さがせば、着ていたパジャマと下着は布ふ団とんの中で丸まっていた。

　寝る前には確かに着ていたものが、だ。

「私……自分で脱いだ、の？」

　そうつぶやいた途と端たん、

「────っ！」

　璃亞は自分の身を抱だいた。現実を理解したからだ。

　──今、楽にしてやるよ。

　遠くで未祐の声が聞こえた気がして、璃亞はピクンと身体を震ふるわせる。

　どうしよう。思い知らされる。こんなにも、自分にとって未祐が大きな存在になっていることを。そして自分の、決して誤魔化せない本心を。

「だとしたら、これ以上どうやって──」

　泣きそうな声で璃亞はつぶやいた。祈いのるように自分の心に問う。

　どうやって──私は心を偽いつわれば良いのですか、と。





　翌日の昼休み。未祐はひとり教室で、激しい自己嫌悪に陥おちいっていた。

　昨夜見た、夢の内容がその原因だ。見たのはここ最近、ずっと見ているキスの夢。しかし、内容はこれまでとは全くちがったものだった。

　──まさか、あんな夢を見るなんて。

　未祐は思わず頭を抱かかえて「ううう」と呻く。

　昨日の夜。夢の中で、初めてキスしていた相手の顔を見ることができた。

　璃亞だった。

　きっと、第二保健室での会話が印象に残っていたからだろう、と未祐は思う。

　彼女が夢に出てきた原因は、おそらくはそれが原因なのだろうと。

　だが、いくら夢とはいえ、あまりにも刺し激げきが強すぎた。

　なんと夢の中の未祐は、自分から璃亞にキスをしたり、服を脱ぐように迫せまっていたのだ。

　まるで別人のように。

「……………………」

　未祐はチラッと璃亞を盗ぬすみ見る。知り合いで、クラスメイトの女子と、夢の中とはいえあんなことをしたのだ。意識するなという方がムリだ。

　すると璃亞はいつものように、静かに席を立って教室を後にした。きっと、第二保健室へ向かうのだろう。また、誰かしらの悩み相談が入っているにちがいない。

　璃亞が廊下に消えたのを確認し、未祐は大きく溜ため息いきをついた。

　夢の内容を脳内から押おし出して、それからゆっくりと螢を見る。

　彼女は、教室の入口で女子たちと楽しそうに会話をしていた。

　自分が好きなのは螢なのに……そんな想いが湧き上がり、未祐はなんだか申し訳ない気持ちになる。だがすぐに、いやいや前向きに考えろ──とブンブン頭を振った。

　もし、あんな夢で相手が螢だったとしたら、今ごろ自分はまともに彼女を見られない。

　それは困る。夢の中と現実、どちらの螢を優先するかなんて考えるまでもない。

　未祐は改めて、クラスの女子たちと笑い合っている螢を見た。彼女の笑え顔がおを見ているだけで、自然と心が温かくなってくる。ドキドキする。やっぱり自分は彼女のことが──

「──六堂が好きなのか？」

「え──？」

　まるで見透かされたかのように告げられ、未祐はギョッとなって振り返る。

　すると背後に立っていたのは弘川。

　彼は未祐の後ろから、未祐と同じ方へと眼を向けている。

　その視線の先にいるのは、間ま違ちがいなく──六堂螢だった。

「ま、まさかっ、なにを言ってんだよ……っ」

　未祐は慌てて取りつくろう。

「別にオレは、ちょっと見ていただけで……」

「隠かくさなくてもいい。結槻は恩人だからな、昨日も今日もなにか恩返しができないかって何度もお前を見てたんだ。そんなとき、結槻はいつも六堂を見ていたぞ。今みたいな切ない眼をして……」

「────っ」

　一気に未祐の顔が赤くなる。

　いかん、否定しろと思うのに、しかしなにも言葉が出ない。

　だって、ここまで完全に気づかれていては、言いわけのしようがない。

　すると弘川は苦くし笑ようして、

「心配するな、別に誰にも言わないぞ。というか、応おう援えんしてえ。本当は気づかないフリしてようかと思ったけど、オラお前の役に立ちたいと思ってよ……ダメか？」

「いや……オレは」

　どうすればいいだろう。どう言ったものか。弘川の気持ちはありがたいが、本音を言えば気づかないフリをしていて欲ほしかった。とはいえ、バレていることに気づいていなかったというのも、それはそれでマズイ状じよう況きようだったわけで。

「でも、大変だな──」

　すると、混乱する未祐の思考がまとまる前に、弘川が静かな口調で言った。

　未祐は「え？」と弘川を見る。

　彼の視線は螢と、そしてもうひとりに注がれていた。

　そして、今度こそ未祐の思考を停止させる。

「──だって、久瀬も六堂のこと、好きなんだろ？」

「え────？」

　結槻未祐は。生まれて初めて、自分の意識が静止する瞬しゆ間んかんを感じた。

　それはまるで、時が止まったかのように、とても静かな感覚だった。

　ただ、自然と身体は動いていて。眼がふたりの姿を確認する。螢と──そして愁一を。

　そして弘川が言葉を続ける。その先を言う。

「親友同士で、同じ人を好きになるなんて、苦しいなお前たち……」

「─────────」

　すぐ目の前で弘川が告げたその言葉を、しかし未祐は聞いていなかった。

　未祐の意識は、すでに止まってしまっていたから。だから耳には入っていたけれど、頭の中にまでは届かなくて。ただ、自分の好きな女の子と、一番の親友の姿だけを。

　信じられないものでも見るかのように、ぼんやりと見つめていた。





　その日の放課後。未祐の姿は、駅前にある量りよ販うは店んてんホンキ・ドーテの中にあった。

　璃亞に命令されたお使いだ。頼たのまれたのはテーピング用のテープ。

　本来は、もう下げ僕ぼく犬でも仮保健部員でもない以上、未祐が手伝う理由はない。しかし璃亞からは、いまだに時折こうやってパシらされる。覗のぞきの時効は卒業までだから、と。

「────」

　未祐は売り場をブラブラと歩いていた。食料から雑貨、ファッション用品にいたるまで、ありとあらゆるジャンルの商品が、高々と積まれたディスプレイの隙すき間まを行く。



    

  
    
      『ホ、ホ、ホ、ホンキ～、ホンキ～、ド～テェ～』と、明るく無む邪じや気きなテーマソングが店内に響ひびいていた。

　──いつもなら。文句のひとつでも言って不満たらたら、渋しぶ々しぶ買い物に行くのだが、今回は黙ってそのまま引き受けた。理由はやはり昼休みの一件が原因だ。愁一が、螢のことを好き──そんな弘川の言葉が頭から離れず、今もこうしてぼんやりとしている。

　弘川の発言は、信しん憑ぴよ性うせいが高いとは言えない。だが、可能性はあると未祐は思う。

　少なくとも弘川は、未祐の気持ちに気づけたのだから。

　もしも彼が、そうした人の感情に敏さといのであれば、決してありえない話ではない。

　人が人を好きになることは、とても自然なこと。自分が螢を好きなように、別の人間が螢を好きになってもおかしくはない。そして、それは愁一も例外ではないのだ。

　そういえば──と未祐は思う。今まで、自分が螢のことを好きでいることにいっぱいいっぱいで、愁一が誰を好きかなんて、深く考えたことがなかった。自分たちは幼おさ馴なな染じみで、仲の良い親友で。それだけでよくて、充じゆ分うぶんで。でも、それは自分が愁一に甘えていただけなのだろうか。一方的に……。

　螢のことにしても、璃亞との仲直りにしても、いつも相談に乗ってもらってばかりで。

　考えてみれば、最近は愁一からなにか悩みを打ち明けられるようなことはなくなった気がする。子供のころは、もっと互いに色々と話していた気がするのに──

「………………」

　──もしも。愁一が、未祐の想いを知っていることで、自分の気持ちを押さえつけるようなことをしていたとしたら。そんな真ま似ねを、親友にさせていたとしたら。そんな気を遣つかうようなことはするな、と言いたい。オレたちは親友だろう、と。

　そう言いたいけれど……でも、もしも本当に愁一が螢のことを好きだとしたら。

　はっきりいって──同じ男として勝てる気がしない。普ふ段だんの愁一は、どこか未祐に合わせてくれているだけで、もしも愁一が本気になったら、自分など及およびもしないような気がして。改めて見せつけられてしまう気がする。愁一がどれだけすごいヤツなのかを。

　そうなったら、自分はもう諦めてしまうかもしれない。心の中だけでひっそりと想い続けることしか、できなくなってしまうような気がする。そして、そうなったとき、今までの自分たちとは違ちがう関係になってしまうのだろう。表面的には変わらなくても、変わっていないと装よそおっても。心までは誤魔化せないだろうから。

「────っ」

　それを思うと、どうしようもなく胸が苦しくなる。あるいは、愁一はもう今の自分のような想いを抱えているのだろうか。自分にはそれを伝えずに、たったひとりで……。

「はあ……」

　まいった、と未祐は頭をガリガリとかく。溜息が止まらない。誰かを好きになるということは、綺き麗れい事ごとだけじゃないのだと痛感する。

「──つーか、どこだよテープは」

　そもそも自分はテーピング用テープを買いに来たのに、商品がまったく見つからない。使い物にならない自分に、未祐はさらに溜息をひとつ。本当に、自分はいったいなにをやっているのだ。自分で探すのを諦めて、未祐は周囲をキョロキョロと見回し、近くにいた店員を呼ぼうとしたところで、

「──動くな。ゆっくりと手を上げろ」

　いきなり背後から、手で目め隠かくしをされた。

　ふわっと柑かん橘きつ系けいの香かおりに包まれる。

「へっ……え、えっ？」

　突とつ然ぜんのことに戸惑う未祐に、

「大人しくしていれば、危害は加えない。さあ、このワタシが誰だか言ってみろー」

「うわ……っ」

　未祐の身体が硬こう直ちよくした。声だけでわかる。当然だ。

　なんせ相手は、自分が好きな女の子なのだから。

　相手が螢だと気づき、思わず真っ赤になる未祐。

　そのまま固まってなにも言えずにいると、やがて相手は調子に乗って、

「ふふん、強ごう情じようなヤツめー。素直に答えないと──命がないぞ？」

「大人しくしてれば、危害は加えないんじゃなかったのかよっ」

　思わず、反射的に未祐はツッこんでいた。





　世界が等しく茜あか色ねいろに染まる時間帯がある。

　それは沈しずみゆく太陽が、西の空を燃やす夕暮れだ。

　伸び始めた影かげの長さが、夜の訪おとずれが近いことを報しらせている。

「先刻さつきはありがとな、本当に助かったよ……」

　草薙学園の生徒が多く利用することから「草薙ロード」と呼ばれている遊歩道を歩きながら、未祐は自分の隣となりを見る。すると彼女は「ううん」と首を振ふり、そして笑顔を返した。

　その表情は、夕ゆう陽ひを浴びて輝かがやいているように見える。

「ううん。こっちこそ、あのあと買い物に付き合ってもらったしさ」

　そう言って、六堂螢は手に持っていたエコバッグを掲かかげてみせた。

　中にはスーパーのタイムセールの戦果、特売品の食材たちがたっぷりと入っている。

「こっちこそありがと──重いでしょ？」

「いや、全然平気だよ」

　未祐は右手で持っていたエコバッグを持ち上げて見せた。それは螢が持っているのと同じものだ。それもそのはず、このエコバッグも螢の家のものだった。螢の買った量があまりにも多すぎて、見かねた未祐が運ぶのを手伝うと申し出たのだ。

　ホンキ・ドーテでたまたま遭そう遇ぐうした螢は、未祐がテーピング用テープの場所がわからなくてウロウロしていたことを知ると、すぐに売り場へと連れて行ってくれた。テニス部の螢は、ときどきホンキでテーピング用テープやサポーターを購こう入にゆうするらしい。彼かの女じよ曰いわく「ホンキの品ぞろえと品質は、意外とバカにできないんだよ～」とのこと。

　無事に会計を終えた未祐が「お礼になんか飲み物でも」と螢を誘さそおうとして、どう声をかけたものかと考えていたところ、逆に螢から「よかったら、付き合ってくれない？」と誘われた。そして螢に連れられて行った先が、二十四時間営業のスーパーだったのである。

　お目当ては、おひとり様限定一パックの、唐から揚あげ用若わか鶏どりモモ肉、五百グラム三百六十円。

　そして他にも、夕方のタイムセールの特売品を多数購入した。

「やー、買った買った。やっぱり、買い物のときに男手があるって助かるよー」

　──男手ぐらい、オレなんかでよかったらいつでも貸すぜ、なんて言えるわけもなく。

　嬉うれしそうに一歩先を行く螢のあとを、未祐は黙ってついてゆく。

　だが、それだけでも未祐にとっては大きな幸せだ。たとえ気の利きいたことが言えなくても。会話を盛り上げて、螢を笑わせてあげることができなくても。好きな女の子とこうやって、ふたり一緒に帰り道を歩いていられる──それが、どれほど有あり難がたいことか。

　スーパーで買い物していたときもそうだ。混雑しているフロアの中、未祐と螢は一緒になって売り場を歩いた。通路には大学生だろうか、買い物カゴを持って並んで歩く恋こい人びと同士が何組もいて。みんな手をつないだり、腕うでを絡めたりしながら、今夜の献こん立だてについて幸せそうに話しながら買い物をしていた。

　それをうらやましいと思って眺ながめながら、「あ、あれ買いたいかも」とか、「結槻くん、こっち」とか言われて、螢と並んで歩いたり、ゆっくりと後についていっていた自分は、正直かなり心ウキウキで。もしかしたら──そんな自分たちを他人が見れば、あるいは他のカップルと同じように、少しは恋人同士に見えたりするのだろうか、とか。そんな幸せを思うことができて、本当に至福の時をすごすことができた。

　そしてそれは、こうやって一緒に帰っている今も──

　柔やわらかな輝きを放ちながら、優しく陽が暮れてゆく。

「──本当に、家まで運んでもらっていいの？」

　ふと、こちらをふり返ってくる螢に、未祐は「ああ」とうなずいて、

「もちろん。言い出だしたのはオレだし。それに、困ったときはお互いさま、だろ」

　と告げた。

　すると螢は少し黙ってから、「むー」とどこか拗すねたように唇くちびるをとがらせる。

「……どうした？」

　思わず不安になって問いかける未祐に、

「困ったときはお互いさまって、それはそうなんだけどさ。なんだか結槻くんには、助けてもらってばかりな気がする……」

　いかんよねぇ、と螢はつぶやく。

　未祐は頬をポリポリとかいて、

「そうか？　そんなことはないだろ。買い物に付き合ったのだって、テーピングを探してくれたののお返しみたいなもんだし」

「でも、家まで運んでもらったら、またあたしの借りになっちゃうよー」

　と、螢。

「なんだか、結槻くんにどんどん借金している気分だよ、あたし。このままだと、首が回らなくなっちゃったりして」

「だったら、今度またなにかで返してくれればいいよ」

「身体の借りは、やっぱ身体で返すべきだよね」

「真ま面じ目めな顔でなに言ってんだっ。それ、頼むから教室では言わないでくれよ!?」

　せっかく『メ酢す豚ぶた発言』の誤解が解けたのに、もうクラスの女子に囲まれるのはこりごりだ。自分は断じて鬼き畜ちくキャラではない。未祐は「あのさ」とつぶやくように言って、

「そんなになんでも、貸し借りみたいに考えなくてもいいだろ。そういうのってさ、自分がなにかをしてあげたいときに、できることをすればいいんじゃないのかな」

「そっか……そうだよね」

　と螢はうんうんと頷いて、

「じゃあ、考えておくね……」

　そして誓ちかうように言う。

「──いつか結槻くんのために、あたしにできることを」





　駅前から歩くこと二十分。閑かん静せいな住宅街の一角に建てられている、螢の家へ到とう着ちやくした。

　クラスメイトだ。もちろん、螢の家の住所は知っていた。だが、あくまでそれは文字情報として。未祐が螢の家を実際に訪れるのは、これが初めてだった。

　好きな女の子の家。それを初めて目まの当あたりにし、未祐は思わず感動と感かん慨がいにひたる。

　大きな四角い窓がある、コバルトブルーの一いつ軒けん家や──それが螢の家だった。

　キィと音を鳴らして鉄製の門を開けて、ふたりは玄げん関かんへの階段を上る。

「……んしょ、お、あれ？」

　片手にエコバッグ、片手にカバンを持ちながら、なんとかポケットの中にあるはずのカギを捜そうとする螢に、未祐はうしろから声をかける。

「六堂、そっちの荷物も貸せよ」

「ありがとう──この借りは身体だね」

「頼むから、もっと良い方法を考えてくれ」

　嘆たん息そくしながら荷物を受け取る未祐に、螢は「あはは」と明るく笑って、そしてポケットからお目当てのカギを取り出す。ガチャリと音を立てて鍵かぎを開け、ドアを開ければ広がるのは玄関だ。未祐はその中まで荷物を運ぶ。

「ありがとー」

　玄関から家の中へ一歩上がった場所で、笑顔の螢が未祐を迎むかえた。

　ふと、甘い香りが未祐の鼻び腔こうをくすぐる。それはよく知っている、螢の匂においと同じだった。本当にここは彼女の家なのだと思い、未祐の喉のどがゴクリと鳴る。外から見えた一階の大きな窓は、おそらくリビング。ならば、螢の部屋はきっと二階だろう。玄関のすぐ先、螢の背後にある階段を未祐は見上げる。あの先に──螢の部屋があるのだ。

　すると、そんな未祐の思考を知ってか知らずか、螢は苦笑し、

「……ねぇ」

　吐と息いきのように、囁く。

「喉……渇かわいたよね、結槻くん。よかったらお茶淹いれるから、さ──」

　甘さを帯びた声で。

　言う。

「──上がっていかない？」

「え……？」

　思わず未祐は、反射的に螢を見ていた。一いつ瞬しゆん、彼女がなにを言ったのかわからなかったから。自分が今なにを言われたか。それを思い出して、反はん芻すうして、頭の中で理解して。

「────っ」

　あまりの衝しよ撃うげきに、未祐は腰が抜ぬけそうになった。

　突然ふって湧わいたチャンスに大喜び──どころか、あまりの幸運に未祐はパニック。

　だってそうだろう。まさか好きな女の子に、家の中へ入る許可をもらえるなんて。

　こんな事態は想定していなかった。ガッデム。心の準備ができていない。

　未祐は自身の動どう揺ようを知られないように、必死に冷静さを装って、

「で、でも、夕飯前で忙いそがしいときに迷めい惑わくじゃないのか……？」

　慎しん重ちように探さぐりを入れる。世の中には、社交辞令という言葉があるのだ。

　だって荷物を運んだくらいで、そんなあなた、お家の中に入れるなんて。

　運んじゃうよ？　世界中の男が荷物を運んじゃうよ？

　すると「平気だよ」と螢は笑う。

「今日は、誰だれもいないから……だから平気」

「え──」

　と思わず未祐は言葉をなくす。トクン、と自分の心臓の鼓こ動どうが高鳴るのを聞いた。

　それならば断る理由は──ない。ないけれど、反対にイコールそれはふたりきりなわけで……。意識する。どうしようもなくその状況を意識してしまう。

　──待て。落ち着いてよく考えろ。ここで下手に間違えると、再起不能になりかねん、と未祐は必死に頭をひねった。そうだ、螢にはあまり深い意図はないのだ。それに、なにも女の子の家でふたりきりになったからといって、必ず間違いを起こさなくてはならないわけでもないだろう。いきなり、そこまで攻せめる必要はないはずだ。

　この意い気く地じなし、草食男子──などという言葉が脳のう裏りをかすめるが、まさかまさか、オレは紳しん士しなだけですよ、と未祐は必死に自分に言いわけ。

　──だが、男子たるもの、攻めるべきときは攻めねばなるまい。

　恋れん愛あいは風林火山だ。有名な偉い人じんが言っていた。青学手て塚づかたるんどる、と。

　テンパる思考をふり切って、未祐は震える声で、

「じゃあ、ちょっとだけ……」

　勇気を出して中へ入ろうとしたときだった。

『──でも、大変だな』

　脳裏に声が響いたのは。

「────」

「……結槻くん？」

　固まった未祐を不ふ審しんに思ったのか、螢が呼びかけてくる。

　そんな彼女を見て、はっきりと思い出す。

『親友同士で、同じ人を好きになるなんて、苦しいなお前たち……』

　──だって。

『久瀬も六堂のこと、好きなんだろ……？』

「～～～～～っ」

　ちがう……まだそうだと決まったわけじゃないだろう。しかし、未祐はたった一歩が踏ふみ出せない。声が出ない。だって──そうじゃないと決まったわけでもないから。

　なのに、自分だけこうやって、抜け駆がけみたいに──

　裏切り──そんな単語が脳裏をよぎり、未祐は唇を噛かんだ。

　いいや。そんなはずはない。そんなつもりはない。他の誰でもない。子供のころからの親友なのだ。アイツに対してだけは──自分はそんなマネは絶対にしない。

　自分はただ──螢が好きなだけだ。その気持ちが、裏切りになんてなってたまるか。

「どうしたの……？」

　と、未祐の考えがまとまる前に螢が歩み寄ってくる。

「─────っ」

　対する未祐は、反射的に一歩引いてしまった。それは不自然に、二人の間に距きよ離りを生む。

　あとはできることといえば、ただ必死に取とり繕つくろうだけ。

「あ……悪い、オレ今日、晩飯当番なんだった」

　視線を逸そらして未祐は言った。

「え──」

　言われた螢は一いつし瞬ゆん驚おどろいたように眼を丸くして、しかしすぐに気を取り直したように、

「あ……そうなんだ。じゃあ、早く帰らなくちゃ、だよね」

　そう言って笑う。

　しかし未祐は、その笑顔を見られなかった。

「本当に……ゴメン」

　俯うつむいて、つぶやくように謝あやまる。

「ううん、いいんだよ。こっちこそ、引き留めちゃってゴメンね」

　今日はありがとね、と言う螢に、「いや」と未祐は短く言って、

「それじゃあ──また明日、学校で」

　そう告げて、螢に背中を向けて歩き出す。

　玄関のドアが閉まる瞬間にバイバイと、螢がそう言ったのがかすかに聞こえた。





　帰ってゆく未祐を笑顔で見送ったあと、螢は家の中へ。

　台所へ食材の入ったエコバッグを運んでテーブルの上に置き、そして同時に大きく溜息。

「結槻くんてば、お茶くらい飲んでいけよー……」

　思わずそうつぶやいていた。まったく。ふたりきりぐらいで腰が退ひけるなんて、アイツは意気地なしぞうだ。別にそんな、深い意味はなかったのに……。

　まあ、実のところ自分も胸がドキドキしてて、ちょっとホッとしてるところもあるから。

「意気地なしは……お互たがいさまかも」

　あはは、と苦笑がもれてしまう。

　──もしも、本当に未祐が家に上がっていったとしたら。

　お茶を飲んで、会話をして、それから。

「どうなっていたのかな……？」

　もしかしたら夕飯まで一いつ緒しよに食べてたかもしれない。

　ひょっとしたら、このあいだのお礼にお風ふ呂ろとか貸しちゃってたかも──

　想像が果てしなく広がりそうになり、慌あわてて螢は首をふる。

　いやいや、そんな。はしたなし。さすがに、そこまではないと思うけど。

「──っていうか、そもそもご飯当番でしたかー、無念」

　つぶやく螢は無念侍ざむらい。でもやはり、意識してしまうのは止められない。

　彼かれが病院に来てくれた、あの日、あの時からずっと。未祐のことが気にかかる。気づけば眼で追っている。だから、やっぱり残念だと螢は思う。

　少なくとも。未祐と一緒に食べる夕飯は、おそらくひとりで食べるよりもきっと。

　ずっとずっと、美お味いしかったと思うのだ。





　賑にぎやかな空気が、街の雰ふん囲い気きをネオン色へと変えてゆく。

　昼間とはまるで異なる空間に変えているのは、夜の街独特の喧けん騒そうだ。

　螢と別れたあと、いったん駅前へと戻もどった未祐は、流されるように人波の中にあった。

　歩くスピードは周囲よりも遅おそく、誰もが未祐を追おい越こしてゆく。

「どうしようかな……」

　ぼんやりとつぶやいた言葉は、周囲の雑ざつ踏とうにかき消された。

　──晩飯当番だなんて、口からでまかせだった。父親とふたり暮らしのため、たしかに夕食は未祐が作る。だが、それはなにも今日に限った話ではない。基本的に平日の食事は、自分で作るのが結槻家のルール。たまにチャーハンやカレーを多めに作っておくこともあるが、あくまでそれはイレギュラーだ。さらに、父親にいたっては一昨日から出張に行っているため、うるさいことを言われる心配もない。だから、別に早く帰る必要もないのだ。

　──せっかく六堂の家に上がれるチャンスだったのに。

　あれからまだ三十分もたっていない。だが、未祐はもう後こう悔かいしはじめていた。

　今からでも戻って「やっぱりお茶飲ませてくれない？」とか、言ったら螢は驚おどろくだろうか。驚くというか、呆あつ気けにとられて激しくなにかが終しゆう了りようしそうだ。

「…………腹へったな」

　このまま家に帰ろうか。たしか冷蔵庫の中にはなにかしら食材があった気がする。だが未祐は、どうにも自じ炊すいする気にはなれずにいた。面めん倒どうくさい。カップラーメンやレトルトカレーの備び蓄ちくもあるが、そういう気分でもない。なんだかひとりで夕飯を食べる気になれないのだ。とはいえ、ここで愁一を誘うという選せん択たく肢しもありえない。今、愁一と会ってもなにを話して良いのかわからない。他にも友だちはいるが──それもちがう気がする。

　──ひとりにしないで、放っておいてもらいたい。我ながら勝手なことを考えていると思いながら、しかし誰にもそういう日はあると未祐は開き直って、

「…………ここでいっか」

　そして、ふと眼めに留まったボスバーガーの自動扉をくぐった。

「いらっしゃいませー」

　店員の女の子が明るい笑顔で迎えてくれる。こんなウジウジとしたオレでも歓かん迎げいしてくれるのか、と未祐はふらふらと吸い寄せられるようにカウンターへ。店内で食べてゆくことを告げ、メニューを決める。ひと通りレジを打ち終えた店員が、注文を繰くり返かえす。

「ボスチーズバーガーのＷで、ポテトＬセット、ドリンクがコーラ、あと単品でテリヤキバーガーのＷと、こだわりサラダ、ボスチキンひとつで──お会計千八百円です」

　ハンバーガーショップとはいえ、さすが高級志向のボスバーガー。結構な値段になってしまった。まあ、出張に出ている父親からは、なにかあったときのために多めに生活費を渡わたされている。少しくらい、豪ごう華かな食事を食べても問題はないだろう。

　会計を終えると、番号札を渡された。ボスバーガーは注文を受けてから調理を始める。

　未祐は札を持って二階席へと上がった。時刻は夕方のご飯時だ。席はほとんどが埋うまっている状態だった。未祐は空いている席を探そうと歩き始め、

　リィィィィィィィィィン

「────っ？」

　とつぜん鳴なり響いた限界を知らせる鈴すずの音に、未祐はバッと背後を振り返った。

　眼の前の席にいたふたり連れの女性──そのひとりの身体がぐらりと揺ゆらいだ。

「え……ユーコ？」

　突然のことに、驚き焦あせって伸のばした連れの女性の手は、しかし届かず宙をつかむのみ。

　そのまま床ゆかに倒たおれ──激げき突とつ、その寸前でとっさに未祐が女性の身体を受け止めた。

「っ──大だい丈じよ夫うぶですか？　しっかりしてください」

　未祐の呼びかけに、しかし女性は反応しない。

「やだ……ちょっとユーコ、どうしたの、ねえっ!?」

　混乱する連れの女性はほとんど悲鳴のようで。

　事態に気づいたフロア中が、なにごとかとざわめき出す。

「お客様、大丈夫ですか？」

　心配そうに、階下から店員も姿を現した。

　だが、倒れた女性は未祐の腕の中でぐったりとしたまま、なんの反応も示さない。

「──救急車を呼びましょうか？」

　誰かがそう言ったのを聞いて、店員は慌てて携けい帯たい電話を取り出そうとする。

　未祐はその判断が正しいかどうかわからなかった。お客様の中にお医者様はいらっしゃいませんか──そんな質問が行われるのは、救急車を呼べない上空の飛行機の中でだけ。

　だから正しいかどうかわからない。だが、早計と判断して手て遅おくれになるよりかは、早めに手を打っておいた方がいいのかもしれない。

「それじゃ、救急車を呼びますね……」

　店員がこちらに確かく認にんを求めてきた──そのときだった。

「──いや、その必要はない」

　そう言って、誰かが未祐の隣に腰こしを落としてきた。

　見覚えのあるその顔に、未祐は思わず眼をしばたかせる。

「失礼──」

　そう短く言って、彼──鳥とり海うみ潤じゆ一んいちはそっと女性の腕を取った。





　倒れた女性は貧血だった。人が倒れた──その現場を目の当たりにし、誰もが正常な思考を失う中、鳥海の判断は冷静だった。鳥海は、壁かべ側がわのソファー席へ女性を寝ねかせると、頭に血が巡めぐりやすいように脚あしを立てひざにさせた。そして呼吸がしやすいように、連れの女性にシャツの襟えり元もとのボタンを外させ、上着を掛かけてもらう。さらに、女性の右手が赤くなっているのを見て、自分の鞄かばんから救急セットを取り出すと、湿しつ布ぷと包帯で手当てをすませた。その手て際ぎわの良さ、一いつ切さいの無む駄だのない流れるような手つきに、未祐はただただ驚くばかりで。鳥海の真しん剣けんな表情を、横から見ているだけだった。

　ほどなくして、女性は意識を取り戻した。まだ気分が悪いようなら、タクシーで病院へ行くことを鳥海は勧すすめたが、女性はもう大丈夫だからと言って、鳥海に礼を述べて帰っていった。連れの女性から「あなたも、ありがとね」と言われ、「よかったですね」と未祐も軽く笑えみを返して。そして今──再び店内は平へい穏おんなざわめきに包まれている。

「…………………………」

「…………………………」

　ただ一ヵ所をのぞいて。

　未祐は今、鳥海と隣となり合あわせの席に座すわっていた。

　他に空いている席がなかったからだ。

　──まいったな。

　未祐はどうしたものかと頭をひねる。友だちというほど仲が良いわけではないけれど、話もしたくないほど嫌きらいな相手というわけでもなく。見事なまでに距離感が微びみ妙よう。そのためイマイチ場の空気が読めなくて、どこか気まずいような気持ちになってしまう。

　同じ学校に通う者同士、廊ろう下かや食堂などで顔を合わせる機会はこれまでにも何度かあったが、しかしそのときは互いに友人を伴ともなっており、積極的に会話をするようなシチュエーションではなかった。いや、今も別に積極的に会話を試みる必要はないのだろうが。

　未祐はちらりと鳥海の方を見た。

　鳥海潤一──草薙学園保健局のトップ。

　未祐は一度、璃亞に付き合わされて、彼のいる第一保健室へ行ったことがある。

　彼の所属している保健局、その前身は保健委員会だ。

　しかし、璃亞が保健部を設立したことで、その名を保健局へと変えた。今では学校主動が保健局、そして生徒主動が保健部として、それぞれ活動・運営が行われている。

　今回、鳥海が誰かの処置をしているところを初めて見た。璃亞とはタイプこそちがえど、その肩かた書がきに恥はじることのない、堂々とした対応だったと未祐は思う。

「──番号札８番のお客様、お待たせしましたー」

　と、そこへ店員が未祐のメニューを持ってやってきた。

「ボスチーズバーガーのＷ、テリヤキバーガーのＷ、こだわりサラダ、ボスチキンひとつ、ポテトＬ、コーラ──以上でご注文よろしかったでしょうか？」

「あ、はい……ども」

　店員が未祐の前にメニューを並べてゆく。

　──しかし、ここでひとつ問題が起きた。頼んだ数が多かったのか、未祐が座っているふたり用のテーブルに、メニューをすべて置くことができないのだ。

　店員がなんとかしようと、バスケットの向きを縦にしたり横にしたりと苦戦している。

　別に未祐は悪くはないのだが、なんだか申し訳ない気持ちになってくる。すると、

「──こちらのテーブルを使ってもらってかまわないが？」

　不意に、横から助け船が入った。鳥海だ。

「えっと、いいんですか……？」

　店員よりも先に未祐が訊たずねた。すると鳥海はぶっきらぼうに、「ああ」と短くうなずく。

　同じ制服だ。店員も知り合いなのだと気づいたのか、「失礼します」と言って鳥海の座るテーブルに残りのメニューを置くと、ひと言残して去ってゆく。ごゆっくりどうぞ──と。

「…………………………」

「…………食べないのか？」

「いえっ、食います」

　いただきますと小さく言って、未祐はハンバーガーにかぶりついた。

　とたんに肉汁と、トマトベースのオリジナルソースが口いっぱいに広がり、鼻へ抜けてゆく。ふんわりとしたバンズが香こうばしい。さすがボスバーガー、高いだけのことはある。

　そのまま食事を続けながら、未祐はチラリと鳥海の様子をうかがった。

　彼はすでに食事を終えているのか、それとも最初から頼まなかったのか。コーヒーを飲みながら、カバーがかかっている文庫を読んでいた。

「…………………………」

　会話をする空気ではないようだと判断し、未祐は黙もく々もくとハンバーガーを平らげてゆく。

　賑やかな店内で、そこだけ空気が静かだった。

　空腹だったこともあり、未祐の食事はあっという間。なんせ久しぶりのボスバーガーだ。冷めてはもったいないと思い、ハンバーガーやポテトといったものから一気に食べたため、最後にサラダをパクつきながら、コーラで喉を潤うるおすことになる。ハンバーガーとの組み合わせは最高だが、サラダとコーラだとなんだかイマイチな感じが否いなめなかった。今度からハンバーガーを食べるときは注意しよう、と未祐は心の中でぼんやりと思う。

「……驚いたな」

「え……？」

　隣からの声に顔を上げれば、鳥海が文庫本を閉じてこちらを見ていた。

「そんな小さい身体なのに、あれだけの量をものの十分で完食とは」

「……いや、本当はまだ食い足りないんですがね」

　暗にチビだと言われ、未祐は少しムッとなりながら言葉を返す。

「──ああ、すまない。そういう意味で言ったわけではないんだ」

　と言って、鳥海はいったん言葉を切った。

　それが話を切り出す予備動作に感じられて、未祐は思わずフォークを置いた。

　なんだろう──そうして未祐が話を聞く態勢を整えたのを見て、

「結局、キミは保健部員ではなかったんだな……」

　ゆっくりと鳥海は口を開いた。

　そういえば──その辺の話を鳥海とはまだしていなかったことを未祐は思い出す。

「えっと、なんていうか、すみません……」

　気まずそうに頭を下げる未祐に、

「いや、かまわない。どうせ、斗神が強ごう引いんにことを進めたのだろう」

　と、あっさりと鳥海が言う。

　──さすが、わかっているなぁ。

　そういえば、元は保健部と保健局はひとつの組織だ。ということは、かつてあの璃亞の面倒を、鳥海が見ていたこともあったのだろう。そう考えると、そこはかとなくシンパシーが湧いてくる。なんなら『荒あらくれナイチンゲール被ひ害がい者しやの会』とか一緒に作れそうだ。

「今日は斗神は？」

「え？　ああ、今日も保健部です」

　未祐は壁の時計に眼をやって、

「この時間なら、まだ残って頑がん張ばっているんじゃないですかね」

「そうか……」

　そう言って、鳥海は黙だまりこんだ。

　対する未祐はどうしたのだろう、と不思議に思う。自分はもう保健部員ではない。否いな、そもそも保健部員ではなかったので、前ほど関かかわりがないと言うべきか。そんな自分に、なぜ璃亞のことを訊ねるのか。というか、璃亞がどんな活動をしているのかなど、付き合いの長い鳥海の方が知っているだろうに。保健委員会では、顔を合わせているのだろうし。

　──沈ちん黙もくすることしばし。鳥海は「いいかね」と前置きをして言った。

「…………キミは、斗神璃亞をどう思う？」

「は──？」

　問いの意味を測りかねて、未祐は思わず聞き返す。

　毒どく舌ぜつがウリの荒くれナイチンゲールですが、なにか？　よかったら、負の四文字熟語でも羅ら列れつしますけれども──などと軽口をたたこうと思えばたたけたが。

　しかし、未祐はそうはしなかった。どうやら、鳥海が求めているのはそういう類たぐいのものでは──グチを言い合いたいわけではないようだったから。

　だから未祐は待つ。鳥海は、未祐に質問の答えを求めているのではなく。自らが、璃亞についてなにかを語ろうとしている。そして、

「──かつて、彼かの女じよは私と同じ保健委員のメンバーだった」

　鳥海は、ゆっくりと語り始めた。





「入学してすぐ──保健委員として選出された者たちによる顔合わせの日に、私は斗神と初めて出で逢あった。当時から、彼女の行動や発言は過激でね、幾いく度どとなく衝しよ突うとつしたよ」

「………………」

　未祐は黙りながら、そうだろうなと思う。真面目だが、それが強すぎるため、少し融ゆう通ずうが利かない堅かた物ぶつ──というのが、鳥海に対する未祐の印象だ。

　反対に枠わくにとらわれず、奔ほん放ぽうに、ひたすら自らの正義に従い突つき進すすむのが璃亞だ。自分が璃亞と言い合いになるのは、あくまで彼女の毒舌に対して。だが、正反対ともいうべき璃亞と鳥海は、おそらく根本的な部分でぶつかる。そして、恐おそらく互いに譲ゆずることはない。

「──だが、それでも彼女の保健委員としての力はずば抜けていた」

　過去を思い出すように、鳥海はゆっくりと語ってゆく。

　保健委員とはいっても、その役割はそれほど大したものではなかった。クラスに体調不良の者が出れば、保健室へ連れて行くくらいで。年度頭に実じつ施しされる身体測定の手伝いさえすれば、あとは基本的にすることはない。放課後に養護教きよ諭うゆの手伝いをすることも仕事に含ふくまれたが、生徒はクラブ活動を優先するし、学校もそれを奨しよ励うれいした。

「しかし、私たちの学年には、本当に人のために役に立ちたいと思う者が何人かいてね。私や──そして斗神もそうだった。そういった者たちで、放課後に保健室に集まっては、養護教諭の先生を手伝うかたわら、さまざまな対応を学んでいった」

　頭痛、腹痛、嘔おう吐とといった内科的諸症しよう状じようへの対応から。ねんざ、打ち身、打だ撲ぼく、すり傷、突き指ゆびといった外げ科か的てき諸症状の手当てまで。あらゆるケースの対処を習得していった。

「やがて、いつしか養護教諭の不在時には保健委員のみでの対応も可能になったころ、私たちは保健委員の権限をもっと増やしてもらえるように、学校側や生徒会へ提案することを考え始めた……」

　そこで鳥海は眼を伏ふせる。

「──しかし、当時の上級生や一部の同級生からは猛もう反はん対たいされた。当然だ、彼らは自身が所属しているクラブ活動や、あるいは自分たちの自由な時間を奪うばわれると思ったのだろう。だから、私たちはいったん引き下がり、時を待つことにしたんだ」

　三年生は受験があるので、そもそも委員会には顔を出すことはほとんどない。幽ゆう霊れい部員のようなものだ。反対していたのは主に、二年生の先せん輩ぱいたち。だから、二年になりさえすれば、自分たちの考える保健委員の運営が可能になると、そう考えた。

「誰もがそれを信じていた。私たちは、みんな同じ気持ちだったはずだ……」

　なのに。

「しかし、斗神はちがった。彼女は夏休みが終おわったあと、勝手にひとりで保健部を立ち上げたんだ……」

　私たちの誰にも、なにも言わないままね、と鳥海はつぶやいた。

「委員会の部活化については、もちろん知っていた。だが、それには最低三名以上の部員が必要のはず。だから、彼女がどういう方法を使ったのか、当時の私たちにはわからなかった。あとで養護教諭の敦あつ田た先生から聞いた話では、彼女は保健部の設立意義とその有用性についての資料とデータを用意して、学園の理事を相手にプレゼンを行ったらしい。『自分に投資してくれ』と」

　そして、斗神璃亞はただの自信家ではない。彼女の本当にすごいところは、自分がいかに優ゆう秀しゆうかを知っているということだった。その大だい胆たんな行動力は、そのまま説得力へとつながり、そして保健部は設立され、異例の部員ひとりという体制で活動をはじめた。

「当然、私たちは彼女に詰つめ寄よった。どうしてなにも相談してくれなかったのか、と。だが、彼女は悪びれることもなく言ってのけた。保健部は、入学する前からの自分の夢だったんだとね。それでも、私たちは諦あきらめ切れずに彼女に問いかけた。その夢を一緒に見ることはできないのかと──」

「…………………………」

　未祐は無言。答えなど聞くまでもない。今、こうして袂たもとを分かっていることがすべてを証明している。未祐には、璃亞がなんと答えたのか大方の予想がついていた。そして、

「彼女は言った──『これは私の夢だ』と。『あなたたちは自分の夢を諦めずに、追いかけ、かなえるべきだ』と」

　鳥海の言葉を聞いて、未祐はやはりと思う。

　斗神璃亞は、自分の信念にしか従わない。それは絶対遵じゆ守んしゆの正義のようなもので。

　何なん人ぴとたりとも足を踏み入いれることのできない、聖域なのだ。

「そして、彼女は保健部をはじめた。活動内容については、説明するまでもないだろう」

「ええ……」

　頷うなずきを返した未祐に、そこで鳥海は表情を苦くする。

「彼女は今、相手に深入りしすぎている。昼休みの悩なやみ相談にしてもそうだ。相手の苦しみを理解しているつもりになってあれこれと──あそこまで私情をはさんでは、もはやあれは干かん渉しようといっていい」

　過干渉だよ、と鳥海。そして言う。

「そうやってあまりにも相手に踏みこみすぎた結果が──彼女を留年させたんだ」

「……………………」

　鳥海の口から飛び出だした留年という単語に、未祐はしばし沈黙。

　しかし、意を決して問いかける。

「──斗神は、どうして留年を？」

　決して触ふれることのなかった、斗神璃亞の秘密を訊きく。

　璃亞は未祐に知られることは嫌いやがるだろう。前に、第一保健室を訪おとずれた際に、彼女は留年した事実を鳥海に指し摘てきされ、表情を曇くもらせている。だが、未祐は知りたいと思うし、知っておくべきだと思う。璃亞はクラスメイトで、そして友人だ。彼女が今も苦しんでいることについて知っておけば、なにかあったときに対処できるかもしれない。無神経に彼女を傷つけたり、必要以上に気を遣つかって嫌な想おもいをさせることもなくなる。

「当事者はもうほとんどいないが、その気になって調べればすぐにわかることだ。私が隠かくす必要もないが──だが、軽々しく不用意なことは言えない。あの事件には、被害者もいたからね……」

「…………被害者？」

　オウム返しに問う未祐に、鳥海は「ああ」と短く言って。

「斗神が関わったある生徒の悩みに、彼女は思い入れしすぎて深入りした。その結果、彼女は無期限の停学処分となり、そしてウチの学校からはサッカー部が消滅することになったんだ……」

「……………………」

　鳥海の婉えん曲きよくな言い回しに、未祐は事情の複雑さを想う。彼が口にした言葉は、聞いただけでは何気ないようでいて、しかし重たいものがある。『無期限の停学処分』『サッカー部の消滅』『被害者がいる』、そして『当事者はもうほとんどいない』。

「────」

　深く考えれば、ぽっかりと大きな闇やみが口を開けているかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　それほど璃亞の留年には、暗く重い事情があるということだ。

「ありがとうございます……充じゆ分うぶんです」

　鳥海は馬ば鹿かではない。彼も言葉を選んで話していた。だとしたら、知るべきラインはここまで。これ以上は訊くべきではない。無神経に足を踏み入れるべきではない。

「彼女も、あの一件で深く傷ついた。そして痛感したはずなんだ。深入りすることが必ずしも相手のためになるわけではないと。相手のためになっていると、相手の苦しみを理解してあげられると──そう思うのは欺ぎ瞞まんで、そして自己満足でしかないと」

　と、鳥海。

「彼女は距離感を見誤っている。それは、苦しんでいる人と相対するとき、もっとも大切なものだ」

　そう言われ、未祐は思わずスッと眼を細めた。

　声が硬かたくなる。

「斗神が、あなたの言う『距離感』を考えていない──と？」

「そうは言っていない。ただ、彼女はそれを大切に想うあまり、近ければ近いほど良いと思いこんでしまっている。それはそう錯覚しやすいものだが、必ずしもそういうものでもないんだよ……」

　と、鳥海。

「彼女は今ひとりだ。だから、自分の視野が狭せばまっていることに気づいていないだろう。そしてもし判断を誤ったとしても、それを教えられる人もいない。私は斗神に何度も保健局へ戻ってくるように言ったんだ。もう一度、ひとつの保健委員になって、共に頑張ろうと──だが彼女はキミも知ってのとおり、頑かたくななまでに強ごう情じようでね。私たちの言うことなど聞こうともしない」

　だから、とそこで鳥海は言った。ここまでは壮そう大だいな前置き。そして本題を口にする。

「だから結槻くん、みんなにとっての最善のために──」

　告げる。

「──斗神に保健局へ戻るよう、キミから説得してもらいたいんだ」





　水をうったように静まり返った沈黙がある。

　時計の秒針が時を刻むこと以外を許さぬそれは、真夜中が生んだ沈黙だ。

　帰宅してからずっと、未祐はベッドでぼんやりと考え続けていた。

　どうしても思い出してしまうのは、ボスバーガーでの鳥海とのやり取りである。

　色々な話をしたことで、さまざまな話が聞けたことで、そして倒れた女性を手当てした手際を見たことで、未祐の鳥海に対するイメージはかなり変わっていた。

「～～～～～～」

　寝ね返がえりを打って、未祐は天てん井じようを見上げる。考えることがたくさんあって、頭の中がこんがらがって、脳がこむら返りを起こしそうだ。こうなってくると、こんなことになったのは、なにもかもあのキスが原因なような気がしてくる。

　そもそも。いったい誰が、どんな気持ちであんなことをしたのだろうか。眠ねむっている相手にキスをしたのだ。恐らくは、自分に好意をもってくれている人なのだと思うのだが。

　相手の気持ちを考えてみる。好きだという感情を想像する。

　そうすると──自然と心の中に思おもい浮うかぶのは、螢に対する温かな想いだ。自分の螢に対する想いははっきりとしていて、それは確かに恋こいだと思う。

　幸せな感情。でも、単純にそれに浮かれるわけにはいかない。愁一の件があるからだ。

　──もし、本当に愁一が自分と同じように、螢のことを好きだとしたら。どうすれば良いのだろう。まちがいなく気き兼がねはしてしまう。そして、きっと普ふ通つうではいられなくなる。

　では、他の人が螢のことを好きだとしたら、それを知ったとしたらどうだろう。

　たとえば弘川や、それこそ鳥海が螢のことを好きだったとして、それを知ったとしたら。

「……つーか、付き合ってもいないのに、なんで付き合って悪いとか思ってんだ、オレ」

　アホか、と未祐は嘆息。そして思考の切きり替かえを図る。

　そもそもが、恋れん愛あいでは相手の気持ちが大切なのだ。そう、大切なのは螢の気持ちである。

「いや、待てよ……」

　一番肝かん心じんなことがある──そもそも、螢は誰が好きなのだろう？

　あの明るい性格と可愛かわいらしい容よう貌ぼうだ。中学のころからかなり人気はあったが、告白されてもいつも断っていたみたいで。いったいどういうヤツがタイプなのだろうか。

「今度……訊きいてみようかな」

　どういう話の流れで訊いて良いのかわからないが、これはかなり大切なことだ。

　自分で言うのも切ないが、背が低くて女顔が好みという可能性はかなり低い気がする。

　とはいえ、螢の好きなタイプに近づくように心がけることはできる。

　きっとその気持ちや努力というものは、何気に大切な気がするのだ。

「そういえば……」

　好きと言えば、気づいたことがある。

　今までは、全くそんなことはないと思っていたのだが。

　自分は弘川ほど鋭するどくはないけれど──おそらく鳥海は、璃亞に好意を抱いだいている。そんな気がする。店で会話していたとき、言葉の端はし々ばしに、璃亞に想いを寄せていることを感じさせるものがあった。対立することもあるけれど、それは相手を想っているからこそ。

　別々の道を選んでも、誰よりも璃亞のことを認めているのは、他ほかならぬ鳥海なのだろう。

　しかし、一方の璃亞の気持ちはといえば──

「……見当もつかないっての」

　璃亞が誰を好きなのかなんて、予想どころか想像もできない。

　でも、誰かを好きになってもあの強情な性格が邪じや魔まをして、きっとそう簡単に素す直なおにはなれないだろう。で、限界まで我が慢まんして、想いを抱かかえきれなくなって……。そして心の歯止めが壊こわれたら、その反動はさぞ凄すさまじいものだろう。ただ、璃亞は最後まで素直になれないだろうから、頑なな璃亞を強引にねじ伏せられるようなヤツでないと無理な気がする。

　とはいえ、女王気質かたぎの璃亞が、そんなヤツに惚ほれるとも思えない。

　磁石と同じだ。Ｓ極同士が反発するように、ドＳ同士も反発するもの。あの璃亞を、それこそメチャクチャにしてしまえるようなヤツがいたとしたら、話は別だが。

「ま、あいつは誰の手にも負えないから、斗神璃亞なんだしな」

　ふ、と未祐は苦くし笑ようする。なぜだかおかしくなってきて、未祐は軽くひと笑いしてから、

「斗神が保健局へ戻るように、か……」

　鳥海の言葉を思い出し、そっと声に出してつぶやいた。

　璃亞は深入りしすぎている──鳥海にそう言われれば、たしかにそういうところがあるのかもしれないと未祐は思う。なぜなら鳥海は、未祐の知らない斗神璃亞を知っているのだから。自分は璃亞のやり方やスタイルは尊敬しているし、賛同もしている。だが、正しいかどうかはわからない。璃亞が距きよ離りを見誤っていると鳥海が言うならば、彼の視点からはそのように映っているということだ。そして、それが間ま違ちがっていると断定することはできない。人の考えや物の見方は、視点を変えれば百八十度変わることもある。

　しかし──だからこそ。

「みんなにとっての最善のために、か……」

　未祐は長く大きな溜ため息いきを漏もらし、

「──ってか、オレは結局、なにを考えればいいんだ？」

　情けない声でつぶやいた。そしてまた、思考の迷めい宮きゆうへとはまってゆく。

　悩む未祐を置き去りにして、どんどん夜はふけてゆく。





「三十八度八分……こりゃ今日は学校はムリだな」

　体温計を見ながら、愁一はそう言って肩かたをすくめた。

　言われた未祐はベッドで横になりながら、

「さっきクスリを飲んだし、ひと眠りすれば具合はよくなるよ……」

　熱ではっきりとしない頭で、ぼんやりと言って嘆たん息そくする。

　──昨夜、結局あれこれと考えているうちに夜が明けてしまった。仕方ないので、そのまま学校へ行こうと着き替がえようとして、しかしうまく起き上がることができず。カゼでも引いたかと思ったとたんに、一気に身体が頭痛、寒気、だるさ、関節痛といった諸症状を自覚した。それからかろうじてズリズリ床を這はって、残っていた最後の一回分のカゼ薬を呑のんだのが三十分前。ベッドへ戻ろうとして、途とち中ゆうで挫ざ折せつし床に転がっていたところを、迎えにきた愁一に発見されたのが五分前だ。

　愁一は冷えピタを片手に、

「よし、ちょっとこっち向け」

「いいよ、それくらい自分で──冷てっ」

　おでこに冷感。手で触れれば、湿布の表面のようなサラサラとした感かん触しよくがあった。

　冷えピタ装着完かん了りよう。

　愁一は「残り、ここに置いておくぞ」と言って、ベッドの宮台に箱ごと置く。

　宮台には、未祐がなるべく寝たままですむように、ポカリスエットや着き替がえのＴシャツなど、愁一がひと通り用意をしてくれていた。

「おじさんは出張だっけか。タイミングが悪いな。戻りは週末だっけ？」

「……うんにゃ、週明け」

「保険証はあるんだろ？　とりあえず、今日のところはいったん様子を見て、明日になっても熱が下がらないようなら病院だな」

　言って愁一は携帯で時間を確認。

「──さて、そろそろ俺は学校に行くけど、ひとりで大だい丈じよ夫うぶか？」

「ああ……助かったよ、サンキュ」

　未祐は布ふ団とんの中でもぞもぞと動いて、一番楽な体勢をとる。

　愁一は「おとなしくしてろよ」と笑いながら言って、

「良い子にしていたら、学校で六堂や斗神さんに、お見み舞まいに来てもらえないか頼たのんでやるからな」

「待てっ──そんな必要はないからな！」

　未祐は慌あわてて手をふった。螢に来られても、璃亞に来られても、どちらも熱が上がってしまう。正反対の原因で、ではあるが。

　まあ、螢にカゼをうつしては悪いし、璃亞に来られては心臓に悪い。

　──それになによりも。未祐は真剣な表情で愁一を見る。問いかける。

「お前は……それでいいのかよ？」

　昨日の夜──結局どれだけ考えても、答えが出ることはなかった。

　──もしも、愁一が螢のことを好きだとしたら。そのとき自分は、どうすればいいのかなんて──そんなのは、最後までわからずじまいだった。だから今は、その一歩前で未祐は立ち止まっている。まだ自分は、愁一の気持ちを訊いていない。彼の気持ちを確かめていない。すべては、それを訊かなくては始まらないというのに。自分は恐こわいのだ、と未祐は思う。もし、愁一が螢を好きだったとしたら。そして、未祐の気持ちを知って、自分の気持ちを押おし殺ころしているのだとしたら。そのときは本当に、自分は、どうしていいのかわからなくなる。愁一だけじゃない、螢とも、どうやって接していいのかわからなくなってしまうにちがいない。それが、恐かった。そんなことになるくらいなら、いっそもう聞かないでも良いのではないかと思ってしまうくらいに。

　それでも同時に、確信にも似た予感がある。

　──きっといつか、訊いてしまうんだろうな。

　螢への想いと、愁一への想い、そのどちらかが溢あふれてどうしようもなくなる日が来る。

　それは、そう遠い未来じゃないだろう。だって自分はこれからずっと、苦しいままの日々が続くのだから。きっと我慢できなくなってしまう日が来る──我ながら、後ろ向きで情けない限りではあるが。だから今は、お前はそれで良いのかと、訊くだけで精せい一いつ杯ぱい。

「ふむ……」

　問われた愁一はしばし考えこむように、

「それはつまり『六堂や斗神に見舞いを任せていいのか？　それでお前は寂さびしくないのか？　本当はオレ──誰よりもお前に看病してもらいたいのに』というＢＬ的な……」

「全然ちがうわっ！」

　まるで伝わっていない。肝心なことはなにも言っていないのだ。当然といえば当然なのだが。しかしこの前、涼子に愁一は鋭いから気をつけろと言われ、妙みように自分も納なつ得とくしていたのだが、いささか買いかぶりすぎていたのかもしれない、と未祐は嘆息。

　愁一は笑いながら「じゃあ行ってくる」と部屋を出て行った。

　未祐の部屋の引き戸が閉まり──そして部屋が静かになる。自然と溜息がもれた。

　未祐はやれやれと瞳ひとみを閉じる。すると高熱時特有の、まぶたのウラの熱さを感じ、未祐はギュッときつく眼をつぶった。それから再び瞳を開けば、ぼんやりとした視界の中、天井がグルグルと回っているように見える。

　軽い脱だつす水いし症よう状じようだろう。熱で汗あせをかいたのかもしれない。未祐は愁一が置いていったポカリスエットに口をつけ、喉のどを潤した。冷たい感触が、喉から食道を通って胃へと下りてゆくのがわかる。すると思わず背筋が寒くなり、未祐はふとんを被かぶりなおした。

　寝よう。これ以上考えたら、また熱が上がってしまう。それにたとえ今、なにを考えたとしても。どうせこんな高熱の頭では、ロクに考えなどまとまりはしないのだ。





　一時間目と二時間目の間の休み時間。授業から解放された喜びで賑にぎやかな喧騒に包まれた一年十組の教室では、主が不在のため空いたままの未祐の席の周りに、彼かれを想って集まる者たちがいる。愁一と、そして螢のふたりだ。

「──というわけで、未祐は今日は休みってわけ」

　未祐がどうして学校を休んだのか、その理由を愁一は説明した。聞いた螢は心配そうに、

「昨日は元気そうにしてたのに……」

　そう言ってからハッとして、

「もしかして、昨日買い物につき合ってもらって、家まで荷物を運んでもらったのがいけなかったのかな。ひょっとして、体調の悪い結槻くんにムリさせちゃったのかも……？」

「いや、それは関係ないだろ。考えすぎだって……」

　愁一は苦笑して、

「っていうか六堂、未祐と買い物なんか行ったのか？」



    

  
    
      「え……ああ、うん。ちょっとだけですが、ハイ」

　螢は少し照れくさそうに言う。

「スーパーで食材買うのに付き合ってもらいました……」

「──で、六堂の家まで運ぶの手伝ったの、アイツ？」

「まあ、ズーズーしいとは思ったんだけどね。イヤ、あたしは大丈夫だって言ったんだけど、それでも『いいから』なんて言ってくれた、せっかくの結槻くんの厚こう意いをムダにもできず……」

　面めん目ぼくないと、もごもごと口ごもる螢に、愁一は笑う。

「いや、別に六堂が気に病やむ必要はないよ。アイツが勝手に手伝うって言ったんだし」

　というか、むしろ断られなくてよかった。きっと未祐は、なけなしの勇気で言ったはずだから。まあ純情すぎる未祐には、ちょっぴり刺し激げきが強すぎたのかもしれないが。

「ひょっとして未祐のヤツ、そのまま六堂の家にお邪魔とかした？」

「ううん、荷物を運んでくれただけ。昨日は夕飯の当番だからって」

「ふうん……」

　そこで帰るかね。父親が出張で留守なのだ。当番もなにもあったものじゃないだろうに。

　逃にげたな、アイツ──愁一は心の中でやれやれと嘆息。

　──だが、これで大体の事情は飲みこめた。おそらくは、テンパって逃げたものの、家に帰ってから後悔し、ひと晩中悶もん々もんと考えこんでしまったのだろう。知ち恵え熱ねつというわけでもないだろうが、ここのところ妙に寝ね不ぶ足そく気味のようだったし、身体にたまっていた疲ひ労ろうが一気に表面化したというところか。

　しかし、と愁一は苦笑する。未祐は隠し通とおせているつもりのようだからなにも言わないが、本当に自分がなにも気づいていないとでも思っているのだろうか。学校でも、外でも、あからさまに女の子を意識して。さらには、あんなに唇くちびるばかりをガン見しておいて。

　それこそ、キスをしましたと言わんばかりに──

　ガン見の対象がひとりではないことから、どうやら相手は未祐自身もわかっていないらしい。おそらく、学校内のどこかで寝ていたところを、誰だれかに唇を奪われてしまったといったところだろう。しかもファーストキスだったはず──なんともご愁しゆう傷しようさまなことだ。

「──久瀬くん？」

「ああ……悪い悪い」

　名前を呼ばれ、愁一は螢を見た。

　そして思い至る。そうだ──未祐に敗者復活のチャンスをやるんだった。

　未祐はイヤがっていたようだが、頼んでみる価値はある。

「なあ六堂──よかったらさ、アイツの見舞いとか行ってくれないかな？」

「え……？」

　いきなりといえばいきなりな提案に、キョトンとした螢に、

「いや、実は未祐ン家ち、今日は親おや御ごさんが留守なんだよ。結構熱が高めだったし、念のため様子を見ておいたほうが良いと思うしさ」

「そりゃ……あたしは構わないけれど……うん、いいけど」

　でも、と螢。

「久瀬くんは？　幼おさ馴なな染じみで一番のお友達でしょ。行かないの？」

「いや～、行きたいのはヤマヤマなんだけどさ……」

　愁一はどこか残念そうに。しかし、さわやかに笑って告げる。

「生あい憎にくと、実は俺おれ──今日は晩飯の当番なんだ」

「──それなら、オラが一いつ緒しよに行くぞ」

　不意に、横から声が割って入った。愁一も螢もふり向く前にわかる。弘川だ。

「結槻のヤツ、体調崩くずしたのか。ちょうどいい恩返しのチャンスだ。今度はオラが結槻を助ける番だな」

「そっか……」

　すると、螢は口元に握にぎった手を当てて、

「なにかをしてあげたいときに、してあげられることを……そっか、そうだよね」

　小さくなにごとかをつぶやく。

　おお、六堂が行く気になってきた、と愁一は内心してやったり。

　あとは申し訳ないが、弘川の厚意はまた今度にしてもらわなくては。

「──弘川、ちょっとちょっと」

「ん～、なんだ？」

　教室の隅すみへ手招きすると、弘川はホイホイとついてきた。そこで愁一は小声で説明。

「未祐のことを思うなら、見舞いはまたの機会にしてくれるか。野や郎ろうがカゼを引いたんだ、やっぱ一番の薬は女の子の見舞いだろ」

「む……それは確かにそうかもな」

「な？　お前が未祐に恩義を感じているなら、悪いが今回は引いてくれ。俺らはさ、アイツが元気になってから、きちんと迎むかえてやればいいんだよ」

　愁一は苦笑しながら片目をつぶる。

「頼むよ……」

「…………………………」

　しばし黙りこんだ弘川は、やがて、

「わかった……そこまで言うならまた今度にする」

　了りよ解うかいの頷きを返した。

「サンキュ、悪いな」

　ポンと肩を叩たたいた愁一を、しかし弘川はジッと見つめる。真しん剣けんな表情で。

「久瀬は良いヤツだな……」

　でも、

「お前は……それでいいのか？」

「……なにが？」

　キョトンとする愁一に、「いいや」と弘川は短く言って自分の席へと戻もどっていった。

　一体なにが言いたかったのだろう……愁一は頬ほおをポリポリとかく。

　──まあいいか、と思考を切り替えて愁一は歩き出した。向かう先は自分の席に戻った螢のところでもなく、愁一自身の席でもなく。教室中央の一番後ろ。そこは、クラスのすべてを見み渡わたせる席。女王の玉座。荒くれナイチンゲール、斗神璃亞が鎮ちん座ざする席だ。

　傍かたわらに立った愁一に気づき、璃亞は不ふ遜そんな視線で見上げてくる。

「……なにか用かしら？」

「ああ、ちょっと──今日、未祐が学校休んでるだろ。実はアイツ、どうやらカゼ引いちゃったみたいなんだよね」

　事情を説明する愁一に、璃亞はまるで興味がなさそうに、

「──それで？」

「うん、よかったら見舞いに行ってやってくれないかな？」

「私が？　どうして？」

「だって斗神さん、保健部の部長だろ？　看病とか上う手まそうだし」

　と、愁一。

「それに、苦しんでいる人を助けてあげるのが、保健部の理念なんだろ。だったら、未祐のことも助けてもらえるんじゃないかと思ってさ」

「生憎だけど、昼休みも放課後も手て一いつ杯ぱいなの。悪いわね」

　にべもなく断る璃亞。

　対する愁一は肩をすくめ、

「そっか……それじゃあしょうがないな」

　しかし、ふと思い出したかのように、

「──そうそう、ここのところ未祐のヤツ、ずっと睡すい眠みん不足だったみたいなんだよね」

「────」

　愁一の言葉に、璃亞の身体が小さくピクンと動いた。

　しかし、愁一はそれには気づかないように、

「なにか、悩みがあるみたいなんだけどさー。俺には相談してくれないんだ。斗神さんはなにか知らない？」

「…………知るわけないでしょ」

「だよね。知るわけないよね」

　不ふ機き嫌げんそうにつぶやいた璃亞に、ごもっともと頷きを返す。

「でも、いったいなにがあったんだろうね？」

「…………………………」

「夜も眠れなくなるくらいだ、相当な悩みなんだと思うんだよ」

「…………………………」

「カゼを引いたのも、きっと睡眠不足が祟たたったんだろうなぁ……かわいそうに」

「…………………………」

「──おっと、斗神さんにはまったく関係ない話だよね。悪かったね、いきなりお見舞いに行ってくれなんて言っちゃってさ。たしかに図ずう々ずうしいお願いだった、もう全然忘れてくれていいから。だって、斗神さんが悪いわけでもなんでもないんだし」

　ね、と言って愁一は璃亞の席を離はなれた。

「…………………………」

　背後の璃亞は、ずっと沈黙したままで。五分五分だな、と愁一は想う。

　なんとなくカマをかけてみたが、さすが璃亞だ。ガードが固い。

　……まあ、それでも種はまいた。もしも自分の推測が正しければ、なにかしら動きはあるだろう。別に、無む闇やみやたらと未祐の心を引っかき回すようなつもりは毛頭ないが。

　──好きって気持ちは、あんまり我慢すると壊れちゃうからね。

　気持ちも──そして心も。

　だから、そんなことにならないようにしてあげないと、と愁一は静かに思う。



　──かつて味わった、あの狂くるおしいまでの負の感情は。

　今でも自分を、苦しめているのだから──





　昼休みになり、璃亞はいつものように教室を出た。向かう先は第二保健室だ。

　まずは昼食を食べながら資料整理をして。そのあとは今日もまた、悩み相談の依い頼らいが入っている。その準備もしておかなければならない。

「──斗神さんっ」

　階段の踊おどり場ばで呼び止められ、璃亞は背後──階段の上を振ふり返かえった。

　声をかけてきたのは螢だ。階段を早足で下りながらこちらへ駆かけ寄ってくる。

「…………なにか用？」

　そっけなく言う璃亞に、まるで気にした様子もなく螢は笑えみを浮かべて、

「あのね……今日、結槻くんが学校を休んでるじゃない？」

　螢の口調はくだけたもの。これは、テニスの交流試合のあと、璃亞と螢が話し合って決めたことだ。璃亞が一年留年していること。それだけでなく、かつて璃亞と螢が同じテニススクールの先せん輩ぱい後こう輩はいだったこともあり、螢は璃亞に対して気を遣ったり、気兼ねしてしまったりしていた。

　対する璃亞もまた、どこか螢を変に意識してしまい、よそよそしくなってしまっていた。

　それを解消しようと、ふたりは話し合い、そして決めたのだ。

　互たがいにクラスメイトとして、対等に付き合っていこうと。

「──それでね、今日の放課後に結槻くんのお見舞いに行こうと思うんだけど、よかったら斗神さんも一緒にどうかなと思って」

「ただのカゼでしょ、そこまで大げさに考える必要はないんじゃない？」

「……でも。あたしは結槻くんには、いろいろと迷めい惑わくをかけたり、お世話になったりしてるから。だから、こういうお返しできる機会に、心の借金を返済したいの」

「ふうん……」

　興味がなさそうにつぶやきながら、璃亞は心の中でなるほどと納得。

　──螢が入院したとき。病院でのふたりのやりとりは聞いていた。そこで未祐が螢が抱えていた苦しみを晴らしてあげたこと。交流試合のあとに彼女がテニス部へ復帰してからも、何気なく気き遣づかっていたことは璃亞も知っている。

　未祐が螢を見ているように、璃亞もまた──未祐のことを見ていたのだから。

　璃亞はそんな想いを打ち消すように首を振って、

「悪いけど、私は結槻に借金はないから。むしろ大きな貸しがあるくらいよ」

「でも、裸はだかならあたしも見られたよ？」

　けろりとした声で螢。そういえば──未祐の家でシャワーを借りたときの停電のゴタゴタでは、螢も自分と同じ被ひ害がい者しやだったことを璃亞は思い出す。

「そうだったわね……あのときのあなたは、私を止める側だったから忘れてたわ」

「いや、あたしもそうとう恥ずかしかったんだけど。斗神さんがすごい剣けん幕まくだったから、怒おこる隙すき間まがなかったというか……」

　螢は少し顔を赤くしながら「えへへ」と頬をかく。

「ねえ……一緒に行こう？　斗神さんも、交流試合のときに結槻くんに助けてもらったじゃない。結槻くん弱っているし、恩返しするなら今がチャンスだよ」

「あいにくだけど私には、他にもいろいろと結槻に貸しがあるのよ……」

　璃亞は心の中でひとつひとつ思い浮かべてゆく。

　入学式の日には着替えを覗のぞかれて、あげく指までしゃぶることになってしまい。

　雨の日には、夜の公園で透すけた下着を見られた。

　そして、未祐の家でシャワーを借りれば全ぜん裸ら披ひ露ろう。

　交流試合で足を怪け我がすれば、強ごう引いんに太ふと股ももをまさぐられ、最後は自分でスカートまでたくし上げさせられた。

　病院からの帰り道では、恩返しに背中におっぱいをむにゅっとしてあげたし──

　恩返しはもう充分だろう。むしろ、おつりを請せい求きゆうしたいくらいだ。

「……それに、今日も保健部で、どうしても手が離せないの。悪いけれど、見舞いにはひとりで行ってくれる？」

　──なによりも、と璃亞は小さく胸を痛める。眼めの前で、未祐と螢が一緒にいるところを目まの当あたりにしたら。自分はきっと……どうすれば良いのか、わからなくなってしまうにちがいない。未祐にキスをしてしまったあの日から、自分はまだどこか、ふたりとどう接していいのかわからないでいるのだから。

「────ん、わかった」

　仕方ないね、と言って螢は引き下がった。

　そして言う。

「結槻くんの家には、あたしひとりで行くね」

「え──…？」

　驚おどろいたように問い返す璃亞に、しかし螢は気づかずに、

「やっぱりカゼといったら、桃もも缶かんかな。プリン、アイスにヨーグルトも良いかも……」

　まるで遠足を待ちわびる小学生のように、螢はウキウキとしている。

「──あ、お見舞いのときに気をつけたほうが良いことってあったりするのかな？」

　螢がそう言っているのはわかったが、しかし璃亞の頭には内容が入ってこない。

　だから意味がわからない。璃亞は曖あい昧まいな答えを返しながら、ひとつのことを考えていた。

　ふたりが一緒にいるのを見るのは辛つらいから、行かないことにしたのに。

　未祐と螢がふたりきりになると聞いた途と端たん、こんなにも胸が苦しいなんて。

　──だとしたら、自分はいったいどうすれば良かったのだろう。





　カゼ薬がきいて眠っていた未祐が、喉の渇かわきで眼を覚ましたのは、すでに陽ひが傾かたむいた夕方のことだった。

　ぼんやりとした意識のまま起きようとして、しかしあまりの身体のだるさと重さに、

「…………ああ、カゼ引いてたんだっけ」

　今の自分の状態を認にん識しきする。

　溜息をつきながら、ベッドの宮台に置かれたペットボトルを見て、中身が空になっていることを確かく認にんし、思わず未祐はうんざり顔。いつの間に全部飲みきってしまったのだろう。

　台所まで取りに行くのが億おつ劫くうで、再びベッドに横になるが、

「────ふう」

　しかし、身体のだるさよりも喉の渇きが勝った。仕方なく、未祐はだるい身体を引きずって台所へ向かう。開けた冷蔵庫の中には、喉を潤うるおせるような飲料水はなにも入っていなかった。あるのはポン酢ず、ゴマだれ、和風ドレッシング、そばつゆ。

「……………………」

　そばつゆなら、薄うすめればなんとかイケるか……ムリだな。

　やはり水道水が一番だと判断し、未祐は流しにあったコップを、軽く水洗いしようとしたところで、チャイムが鳴った。

　来訪者だ。応対と体調、どちらを優先すべきか、未祐はまだ熱のある頭で思考する。

　愁一ならば黙だまってそのまま入ってくる。ので、まずヤツの可能性はない。宅配便なら不在票を入れてくれるだろうし。勧かん誘ゆうなら、放っておけば諦めて帰ってくれるだろう。

　──居留守決定。未祐は再び鳴らされたチャイムを無視して、注そそいだ水を飲もうとコップに口をつける。しかし、ここで予想外の事態が起きた。玄げん関かんの扉とびらがガチャリと音を立てたのだ。未祐はギョッとなって身を硬くする。

　２ＤＫの未祐が暮らすアパートの間取りは、台所と玄関がつながっていた。見れば、ゆっくりと扉のノブが回転をはじめている。居留守は、来訪者にとっては立派な留守である。

　それなのに、家人に無断で入ってくるなんて。

　──まさか、泥どろ棒ぼう？　よりによって体調不良のこのときに？　未祐は全身を緊きん張ちようさせる。どうする。警察に電話か？　となると、ダイニングにある電話を使えば泥棒に感づかれる。下手をすれば鉢はち合あわせだ。ここは自分の部屋に戻って、携けい帯たいで通報すべきだろう。

　いや、まだ泥棒だと決まったわけでは──そこで未祐はハッと気づく。

　いけない。今の自分は丸まる腰ごしだ。熱にうかされた頭が、必死に未祐に武装を勧かん告こくする。

　未祐は慌てて周囲を見回し、理性が包丁はまずいだろうと告げたため、閉め忘れていた冷蔵庫を見ると、ハミ出していた長ネギとゴボウに眼が留まる。

　しなびた長ネギと、やせ細ったゴボウ。目くそ鼻くそだ。どちらがマシとかいうレベルでもない。だがしかし、他に選せん択たく肢しが思いつかない以上、未祐はその両方を手に取った。

　二刀流。これならちょっとは攻こう撃げき力りよくが上がるだろう。

　そう思って身構えたところで、

「──しまった、そばつゆの瓶びんの方が硬いかっ!?」

　リーチは短いが、あちらの方が間違いなく攻撃力は高い。なんたる迂う闊かつ。

　だが、ときすでに遅し。玄関の扉がゆっくりと開けられてゆく。外の光が入ってくる。

　未祐は仕方なく心を決めた。いいさ、今の自分にはそばつゆよりも、長ネギとゴボウの方がお似合いだ。これでやってやる。

「……おじゃましま～す」

　恐おそる恐る中へと入ってこようとした不ふ審しん者しやに、

「大人しくしるるぁぁ～～～～っ！」

　未祐は襲おそいかかった。熱と興奮のあまり、その声は意図せず若本口調。

「──えっ？　なになにっ!?　いにゃぁぁ～～～っ!!」

　突とつ然ぜんの襲しゆ撃うげきに虚きよをつかれ、思わず「いやー」を、「いにゃー」と叫さけぶ不審者。

　その無防備な頭に、未祐は会心の一いち撃げきを叩き込む！

　ぺちんっ

「………………え？」

　だがダメージを与あたえられない。やはりしなびているからだ。なんてことだと未祐は愕がく然ぜん。

「オレの……オレの長ネギが通じないっ」

　二本一束、九十六円では不足か。だがまだだ、まだ自分には一本六十八円のゴボウがある。こちらの方が、一本あたりの単価は高い。使い物にならない長ネギを投げ捨て、未祐はゴボウを両手持ち。これで攻撃力は二倍増し。かなりいけそうだ。

　ダメージこそ与えられなかったが、不意打ちで相手は怯ひるんでいるし。

「…………痛ったぁ～い、なにするの結槻くん～？」

「へ────あれ？」

　聞き覚えのある声に、未祐の意識が落ち着きを取とり戻した。そして見る。

　玄関に尻餅をついてへたり込んでいる不審者の頭には、トレードマークのカチューシャ。



　しかし身に着けているのは普段見る草薙学園の制服ではなく、あまりお目にかかれないレアな私服姿だった。

　襟元に小さなリボンがあしらわれ、フリルの袖を絞られた可愛らしいデザインの白のカットソー。そしてデニム生地のショートパンツに黒のニーソックスと、男心を巧みにくすぐる組み合わせ。

　買い物をしてきたのだろう、愛用のエコバックは落とさずに大事に抱えたままでいる。

　そんな六堂螢の姿を見て、事態を把は握あくし、いったい自分がなにをしたのか理解して。

「………………おおぅ」

　一気に未祐の血の気が引いた。





「もう……カゼ引いてるのに、ムチャしちゃダメだよ結槻くん」

「面めん目ぼく次し第だいもございません……」

　唇をとがらせて注意する螢に、未祐はベッドの上で深々と頭を下げた。

「まあ、勝手に入ろうとしたあたしも悪いけどね……」

「いや、六堂は悪くないよ」

　と未祐は慌てて首を振った。そう──悪いのは愁一だ。聞けば螢は、学校で愁一から未祐の見舞いへ行くように頼まれたらしい。そして、寝ねてるかもしれないけど、鍵かぎは開いてるから勝手に入っていいよ、とまで言っていたという。

　──まあ、ありがたい話ではあるけどさ。未祐は心の中で愁一に感謝する。

　カゼを引いて、女の子にお見舞いに来てもらえるなんて、生まれて初めての経験だ。

　しかも相手は螢。いいとこドリップの贅ぜい沢たく仕様だ。未祐はベッドの脇わきに視線を向けた。

　自宅の自室で、パジャマ姿の自分と私服の螢。買ってきたものを取り出だしている螢の横顔を眺ながめながら、現在おかれている状じよう況きように未祐は胸が少しドキドキしてゆくのを感じる。

　今までにないシチュエーションと距離感は、新しん鮮せんさよりも特別感を強く意識させた。

「──はい、結槻くんが好きなのわからなかったから、いろいろ買ってきたんだ。好きなの選んでね」

「あ、ああ……」

　未祐は顔を赤くしながら、螢から視線を外した。螢が買ってきたのは桃缶、プリン、アイス、ヨーグルト。さらにありがたいことに、ビタミンＣが豊富に入ったレモン味の飲料水もあった。未祐は布団の上に並べられた品々をひとつひとつ手に取ってゆく。

「えっとどれどれ、『フルーツ缶かんフレッしゅ☆ケツ桃もも』……『もっちんむっちんぷりんぷりんプリン』…………『アイス変態バニーバニラ５』………………『大腸ぐるぐるヨーグルト・ビフィズスたん２ｎｄ』」

　……なんだろうこの斬ざん新しんさ。そこはかとなく、なにかを試ためされているかのようなセレクトだ。未祐はゴクリと喉を鳴らす。というか、ビフィズスたん２ｎｄって……以前に、１ｓｔがあったのか。

「──それじゃあ、このプリンを」

　とりあえず、名前的に一番おとなしそうなものを選ぶ。

「はいはい、お待ちをー」

　すると螢はプリンのふたを開け、プラスチックのミニスプーンを取り出すと、

「はい、あ～ん」

　ひと口ぶんをすくって、手ずからプリンを食べさせようとしてくれる。

「え──いやいいよっ、自分で食べれるって！」

　これには思わず未祐は動どう揺ようした。なんだ？　どうしたのだ？　見舞いに来てくれただけでも奇き跡せきなのに、螢が眼の前で「はい、あ～ん」とか言ってる。スプーンの上のプリンも、ぷりんぷりん揺ゆれていた。なんなのだ、このフィーバーぶりは？　自分は知らぬ間に、ゲージを２～３本消費するような必ひつ殺さつ技わざのコマンドでも入力しただろうか。



    

  
    
      　──いや、それよりもなによりも。

「………………悪いよ」

　未祐は泣き笑いのような表情を浮かべ、短く告げた。それはうれしくて、うれしくて、それでも切ないときに人が浮かべる表情だ。螢がここに来てくれたのは、愁一の気遣いと螢の厚意によるもの。ふたりの親切。だからこそ、未祐は愁一の気持ちや、螢の迷惑を考えてしまう。これ以上は受け取れなくなる。

　うつむく未祐に、しかし螢は声を大にした。

「なに言ってんの、全然悪くないよ。良いから結槻くんは、今は自分のことだけ考えて。体調を崩したときくらい、もっと周囲に甘あまえなよ。あたしがしたいからやってるんだから、むしろ遠えん慮りよされた方が困るってば」

　というか。

「──さっきから、スプーンの上でプリンが予想外にぷりんぷりんしてて、今にも下に落っこちそうなのです。早くっ、早くあ～んして」

「あっ、ゴメン──」

　螢の腕うでがプルプルと震ふるえてるのを見て、未祐は慌てて口を開けた。

　するとプリンが載ったスプーンが差しこまれ、同時に口の中いっぱいに甘さが広がる。

　なめらかな感触が、舌の上で溶とけて消えてゆく。

　螢はホッと胸を撫なで下おろしたように、大きく溜息をついて、そして笑みを浮かべる。

「……おいしい？」

「ああ、うまいよ……」

　頷うなずく未祐に、螢は「素直でよろしい」と笑えみを深くして、再びプリンをすくった。

「結槻くん、この間言っていたよね──」

　と、穏おだやかな口調で螢。

「『自分がなにかをしてあげたいときに、できることをすればいい』って。あたしはね、結槻くんのお見舞いに来たかった。だから今できることをしているの」

　気にしないでいいんだよ、と笑う。

「──でも、自分がしたいことと、相手がされたいことは必ずしも同じじゃないから。だから、もし迷惑だったら言ってね……そのときは、大人しく退散するから」

「迷惑だなんて……」

　そんなことは微み塵じんも思ってない。

　むしろ、こっちが迷惑になってるんじゃないかと、考えていたくらいなのだから。

「はい、あ～ん」

　そして、再び螢がこちらにスプーンを向けた。対する未祐は──良いのだろうかと思う。

　せめて今だけは……愁一と螢、ふたりの厚意に甘えても。今日だけは許されるだろうか。

「────」

　思わず心が願ってしまった。そうであればいいのに、と。

　だから、未祐はおずおずと口を開ける。

　甘える。

　すると螢は嬉うれしそうに微笑ほほえんで、そっと未祐の口の中へスプーンを運んだ。

「……おいしい？」

　同じ質問を、もう一度螢がしてくる。先刻と同じトーンで、答えを確認するかのように。答えを確信するかのように。だから未祐も同じ答えを返した。

「ああ、うまいよ……」

　ふたりの確認が、確信へと変わるように。

　これまでの人生で一番おいしいと──そう心の中でつぶやきながら。





　螢が見舞いに来てくれた。せっかくの機会だ。本当なら、いろいろなことを喋しやべったりして、楽しい時間を過ごしたかった。そう思いはするものの、高熱の未祐の身体はひどく消しよう耗もうしていて。螢もそれがわかってか、未祐に安静にするようにと勧すすめた。

　だが、螢はすぐに帰ることはなく、ただ黙って傍そばにいてくれた。ベッドで横になっている未祐に、話しかけることなく。部屋に降りた沈ちん黙もくを苦にすることなく、ヒマを持て余すこともなく、そのままそこに居続けてくれた。それは本当にありがたい時間。体調不良は肉体だけではなく、心も不調にするもので。いつもの自分では信じられないほど気弱になったりしてしまう。自分が感じている辛つらさをひとりで抱かかえることに、ひどく孤こ独どくを感じてしまう。そうするとますます心が弱くなってしまって、どんどん身体も辛くなる。

　──だが、傍にいてくれる人がいるだけで、心の持ちようが全然ちがってくるのだ。

　ただそこに誰かがいてくれることの安心感。当たり前の幸せ。未祐はそれを痛感した。

「──じゃあ、あたしはそろそろ帰るね」

　よいしょと両りよ膝うひざに手を置いて螢が立ち上がる。

「あ……今日は本当にありがとうな、こんな時間まで」

　時刻は夜の七時半。螢は実に、二時間以上も未祐の傍に居てくれた。

　螢は「ううん」と首を振って、

「本当は、もうちょっと居てあげられたら良いんだけど。ゴメンね、これ以上遅おそくなると、ちょっと親が心配しちゃうし」

「いや、充じゆ分うぶんだよ……」

　未祐はもう一度「ありがとう」とつぶやいた。

　本音を言えば、もう少し一緒にいられたらという気持ちはあるが。

　だがもう夜だ。高校生になったとはいえ、娘むすめが遅く帰ることを喜ぶ親はいない。ましてや、部活で止やむなくというならばいざ知らず、クラスの男子の見み舞まいで相手の家に遅くまでいることを知ったら、親は気が気ではないだろう。

「もう、見送りなんていいのに……」

「こんなにしてもらったのに、横になったままバイバイとかないだろ」

　それに大分楽になったしさ、と未祐は玄関まで螢を見送りに。

　螢はローファーを履はき終えると、くるりと未祐を振り返る。

「さっき作ってあげたおかゆは、まだコンロの鍋なべに残ってるから。あとでお腹なかが空いたら食べてね。それから、ちゃんと暖かくして寝るんだよ？」

「ああ……わかってる」

　素す直なおにいうことを聞く未祐に、螢は満足そうに「よしよし」と頷いた。

「じゃあ、おやすみ結槻くん。また学校で。でも明日は金曜なんだし、辛かったらきちんと休まなきゃだめだよ？」

「ああ、わかった。それじゃあ、また学校で──」

　バイバイと手を振って螢は外へ。対する未祐も手を振ふり返し、別れを惜おしむかのようにゆっくりと扉を閉めてゆく。そして──カチャリと音を立てて完全に扉が閉まれば、とたんに家の中に冷たい静せい寂じやくが満ちた。未祐は暗い室内を振り返ると、台所のガスコンロ、おかゆの入った鍋をちらりと見ながら横を通り過ぎ、ゆっくりと自室へと戻ってゆく。

「────」

　螢がいなくなった自分の部屋は静かで、どこか薄うす暗ぐらい空間になっていた。これが本来のこの部屋の姿なのに、なんだか違い和わ感かんを覚えてしまう。ふと未祐はどこか肌はだ寒ざむさを感じた。

　また熱が上がってきたのかもしれない。まだ少し定まらない足元のまま未祐はベッドへ。そして頭から布ふ団とんをかぶる。すると、すぐに暖かさが未祐を包つつみこんでくれた。まるで螢がいてくれた時の残ざん滓しのように。心地ここち良よい感覚に、思わず呼吸が穏やかになる。

「早く治さないとな……」

　未祐は眼をつぶり、大きく深呼吸をする。少しでも身体が休まるように、体調が回復するように。だって螢と約束した。また学校で会おうと。見舞いに来てくれた彼かの女じよの厚意に応こたえるためにも、一刻も早くこのカゼを治さなくては。彼女の厚意を、自分は絶対にムダにはしない。きっと明日は学校に行くのだ──





　夢を見ることのない深い眠りがあるのと同じように、夢を見ることのない浅い眠りが存在する。睡眠と覚かく醒せいのはざまに意識を浮かべるそれは、心地ここちの良いまどろみだ。

「────」

　自分が、そうした浅い眠りについているという感覚が未祐の中にある。

　カゼで消耗した身体は、さらなる深い眠りを望み、未祐の意識を闇に誘さそおうとしていた。

　しかし未祐は、誰かが自分のことを呼んでいるのが聞こえた。

　だが──それは声ではない。

　リィィィィィィィィィン

　遠くで鈴すずが鳴っている。こんなにもつらくて苦しいのだと、誰かが自分に訴うつたえている。

　そんな気がして──未祐はゆっくりと眼を覚ました。

「…………ん」

　暗く静かな室内が、まだ朝が遠いことを知らせてくる。

　──だが、ふいに柔やわらかな風が頬をなでたのを未祐は感じた。そして部屋の中、暗いのは自分が寝ている壁かべ際ぎわに置かれたベッドの辺りだけなことに気づく。

　部屋の中が美しい蒼あお色いろに包まれていた。それは満月の夜でも、特に空が澄すみ渡わたっているときにしか見られないような、美しい色の紺こん碧ぺきだ。そしてまた風が流れた。窓が開いているのでは──そう思った未祐はゆっくりとそちらに眼を向けて。

　息を呑んだ。

　そよ風に舞まう白いレースのカーテンを、あたかも羽はご衣ろものようにたなびかせて。

　──斗神璃亞がそこにいた。だが少しの間、未祐は彼女を斗神璃亞と認識できなかった。いつも見ている制服姿の印象が強すぎたからだ。初めて見る私服姿が、璃亞の印象を異にしていた。二にの腕と肩を艶あでやかに露出した、オフショルダーのニットワンピ。Ｖ字に大きく開いた胸むな元もとからは、豊かな双そう丘きゆうの上半分が完全に溢あふれ出でてしまっている。そして丈たけは股また下した十センチ程度と、太股の付け根ギリギリまであらわになっていた。

　そしてそれが、彼女が身にまとっていたすべて。

　いつもとちがう結び方をしているのか、身体の前へと流れる髪かみが多くて色っぽい。肩から胸の上あたりまで露出した璃亞の素す肌はだと相まって、得も知れぬ色いろ香かをかもし出していた。

　そうして美しい月明かりを浴びたその姿は、まるで蒼色の粒りゆ子うしを身にまとっているかのようで。どこか神こう々ごうしさすら感じさせながら、美しい姿を浮うかび上あがらせる。

「────」

　穏やかな微びし笑ようを浮かべて、心地良さそうに璃亞は夜風に眼を細めていた。

　その姿を、未祐はどこか呆ぼう然ぜんとしながら見つめる。

　思わず見み惚ほれるような美しさ。言葉がない。

　──そして風が刻ときを知る。流れる向きを変えたのだ。

　璃亞は揺れる長い髪を、ほんの少しだけくすぐったそうにかきあげ──眼が合った。

「──眼が覚めたの？」

　その声が、かろうじて未祐の金かな縛しばりを解いた。

「いや……ちょっと待て、斗神」

　こちらの状態を尋たずねる前に、この状況を説明するのが先だろう。

　未祐はそっと璃亞を指差して、

「──不法侵しん入にゆうだ」

　すると璃亞はキョトンとして背後を振り返り、首を傾かしげてこちらに向き直って、

「……驚かせないでよ。誰もいないじゃない」

「お前のことだよっ」

　未祐は思わず声がでかくなる。

　すると、とたんに頭がくらっとなった。「う……」とこめかみを押さえる未祐に、

「もう、ダメよそんな大きな声出しちゃ……」

　璃亞はとがめるような口調で、

「──こんな時間に近所迷惑よ」

「そっちかよっ。頼むから、先にオレの迷惑と体調を考えてくれ！」

　言われて壁かべの時計を見れば、時刻は間もなく深夜の零れい時じ。

　たしかに近所迷惑な時間帯でもあるが、

「それよりも、こんな時間に人の家でなにをしてるんだお前は」

　おそらく見舞いにきてくれたのだろう。その気持ちはありがたいものの、こんな夜よ更ふけに人の家を訪おとずれるなんて非常識にもほどがある。しかも自分は女顔ではあっても、れっきとした男子なのだ。いくらカゼでダウンしているとはいえ、あまりにも無用心すぎる。

「──っていうか、あれ？　お前裸足はだし？　そんな格好で表を歩いてきたのか？」

　指し摘てきしながら未祐は驚きを隠かくせない。すらりと伸のびた脚あしは全部肌はだ色いろ。その生足の色っぽさはすさまじかった。しかも、見た目だけなら、憎にくさ余って可愛かわいさ百倍の璃亞である。夜にこんな格好で表を歩くなんて、危険すぎるのもいいとこだ。

　すると璃亞は「まさか」と笑う。

「こんな格好で表を歩くわけないでしょ──来てから脱ぬいだのよ」

「テメエん家ちかよ！　病人の家でリラックスしすぎにもほどがあるわっ」

「冗じよ談うだんに決まってるでしょ。家からここまではタクシーで来たの。だからよ」

「だからって……いくらなんでもそんな格好で」

「仕方ないじゃない。気になって、いてもたってもいられなかったんだもの……」

　ふいっと、拗すねたように璃亞は顔を背そむけた。可愛らしいその仕草に、未祐は思わずドキリとする。あれ、なんだろうこの雰ふん囲い気き。素直じゃない璃亞がこんなことを言うなんて。

　いつもと全然──

「──頼んでたテーピング用テープのことが」

「そんなこったろうと思ったよ！」

　同じだった。未祐は立ち上がって、スタスタと机の方へ。そして、脇に置かれたカバンの中からテープを取り出すと、押し付つけるように璃亞に渡して、自分は再びベッドに入り布団をかぶる。

「もう用は済んだだろ……さっさと帰ってくれ」

　不機嫌そうに追い出そうとする未祐に、

「言われなくても帰るわよ──で、アンタ熱はもう下がったわけ？」

「上がってるよ。現在進行形だ」

「あら本当に？　ちょっとこっち向いて」

「あのなあ、いいからさっさと──」

　言いながら未祐は布団から顔を出し、

「…………っ？」

　そのまま絶句した。

　すぐ眼の前──ベッドの上に、覆おおい被かぶさるように璃亞が乗っていた。

　璃亞はこちらのおでこに手を置いて、そのまま熱を測るのかと思いきや──

「……動いたらダメよ」

　その手を上に滑すべらせて未祐の前まえ髪がみをかき上げた。

　そして、眼を閉じて顔を近づけてくる。

「────っ！」

　ゆっくりと近づいてくる璃亞の顔は、まるでキス顔。未祐は思い切り意識した。だからすぐに思い出す。璃亞と情熱的なキスをした、夢の内容とその感触を。

　璃亞の唇が迫せまってくる。ちがう。そうじゃない。璃亞が近づけているのはおでこだ。

　とっさに視線を逸そらしたが、体勢がいけなかった。絶ぜつ妙みようの角度で、未祐からニットワンピの中身が見えた。女性の胸が直立しているときよりも、うつ伏ぶせで宙に水平状態でいるときの方が、大きいという事実を未祐は目の当たりにする。その破はか壊いり力よくは絶大だ。

「～～～～～っ」

　未祐はギュッと眼をつぶり、神速の動きでベッドの宮台に手を伸ばす。

　乱暴に体温計をつかんで、璃亞との顔の間にすべりこませた。

「熱なられふゆなりや、これで測ればいーだろこりえれはきやれびやひーりやろ」

　未祐は顔を真っ赤にして、体温計を咥くわえながら言う。

　すると璃亞は顔を離して、

「体温計があったのね。だったらさっさと出しなさいよ」

　すまし顔でさらりと言う。

「先を舌のウラに差しこみなさい。口で体温を測る時は、そこが最適なポイントだから」

「あ、ああ……」

　かろうじて未祐は頷きを返す。

　しかし、とてもではないがもう、璃亞を意識してしまって仕方がない。

「…………………………」

「…………………………」

　そこから、ふたりの間に言葉がなくなった。

「…………………………」

「…………………………」

　どうしようもなく、気まずい空気が流れてゆく。

　そして。

　ピピッ

　電子音が、体温の測定完かん了りようを知らせる。

「はい貸して──」

　まるでタイミングを見計らったかのように、璃亞が未祐の口から体温計をひったくる。

「────三十八度八分よ。まだ高いわね」

「マジかよ……」

　と、げんなりとしながら未祐。一日安静にしていて、熱が少しも下がっていないなんて。

　いや、そんなはずはない。一度だがクスリも飲んだし、螢にお見舞いにも来てもらったのだ。自分は回復に向かっている。今はちょっと、いろいろとおかしなことを考えてしまって、不覚をとっただけにちがいない。

　そこで不意に、璃亞はジッと未祐を見つめてきた。

「…………な、なんだよ？」

　なんだかとても後ろめたいような、いたたまれないような気持ちになり、未祐は思わず言葉をにごす。

　すると璃亞は、ふっと物悲しげな表情になり、

「…………なにか言い残すことはある？」

「待てこらっ、人の見舞いに来て、それは一番言ったらダメだろう！」

「じゃあ、なにも言い残すことはない？」

「逆にしたらもっとひどいっ!?」

　しかたがないじゃない、と璃亞は冷れい笑しよう。

「顔を赤くして、瞳ひとみなんか潤うるませちゃって……イジめてオーラが出てるわよ」

「それはカゼの諸しよし症よう状じようだよ！」

「こういうときに使う良い言葉を、こないだしょこたんが言ってたわ」

「……すごいイヤな予感がするけど、一応言ってみろ」

「テラワロス」

「嘘うそをつけ！」

「テロワロス？」

「それだと、もっとまずいっ！」

　負の連れん鎖さが終わらなくなる。

　というか、しょこたんなら「ギザ」を使うだろう。「ギザオモシロス」とか。

「いや、そもそもしょこたんは、病人にツバを吐はくような発言はしない。お前の発言はツバを通とおり越こしてもう、病人にムチを打つ発言だ。それでもお前は保健部の部長か!?」

「保健部の部長だからこそよ。弱っている人を見たら、たまらない気持ちになるの」

　と璃亞。

「──思わず、触しよ手くしゆが動くわ」

「そこはせめて食指にしとけ。淫いん獣じゆうかよ」

　つーか、あんのかよ触手。人でなしもいいところだ。

　内心毒づく未祐に、璃亞は溜ため息いきをついて、

「ホイミスライムの悲しい性さがよね……」

「お前はホイミスライムだったのかとツッこむ前に、それだとホイミスライムを淫獣扱あつかいする発言になってるぞ！」

「仕方がないじゃない。ホイミスライムの触手のエロさは異常よ」

「ホイミスライムに対してそこまで興奮できるお前の方が異常だよ！」

　お前、ホイミスライムに欲情とか、どんな女子高生だよと未祐は嘆たん息そく。

「私は触手フェチなのよ」

「それだとお前は人を愛せないが、それでも良いのかっ？」

　エロゲーも規制されはじめたこのご時勢に、業ごうの深い愛にもほどがある。

「もしも恋れん愛あいゲームなら、お前を攻こう略りやくするには一番キツイ選択肢を選び続ける覚かく悟ごが必要になるだろうな」

「当然よ。私をそんなお手軽に攻略できる女だと思わないことね。このあいだ、保健室にきた娘が私をツンデレとか言っていたけど、あんなはしたない属性は私にはないわ」

「ツンデレがはしたない……？」

　新しい解かい釈しやくだな、と未祐はへぇとつぶやいて、

「念のために確認するけどお前、ツンデレの意味って知ってるわけ？」

「それくらい当然よ」

　璃亞はフンと鼻を鳴らして、

「ツンツンしてはいるけれど──実は心の中では肉奴ど隷れい。略してツンドレ」

「そんなカオスな属性があってたまるかっ。ドレなくていいから、普ふ通つうにデレようぜ！」

　そんな属性は速そつ攻こうで規制される、自重しろと未祐は絶ぜつ叫きよう。

　すると璃亞は少し困ったように、

「まだ熱があるのに、そんなに興奮しちゃダメじゃない──汗あせがすごいわよ？」

「お前のせいだよっ！」

　叫んで、未祐は頬をしたたる汗を乱暴にぬぐった。

　だが、全身がカッカしていて身から体だじ中ゆうが汗まみれ。そこで未祐が着き替がえようとすると、

「──ちょっと、これで汗あせ拭ふいていて。まだ着替えたらダメよ」

　そう言って、璃亞はタオルを投げてよこすと未祐の部屋を出て行った。

　とりあえず上を脱いで、汗を拭ふきながら待つことしばし。

　璃亞は洗面器とタオルを持って帰ってきて、

「電子レンジと、ポットのお湯借りたわよ」

　そう言って、湯気の立つ洗面器を机の上においた。

「一日中寝ていたんだもの、寝ね汗あせをかいていて気持ち悪いでしょ。蒸しタオルを作ったから、これで身体を拭くといいわ」

「ああ……サンキュ」

　さすが、こういうところは頼たよりになる。

　タオルを受け取ろうとする未祐に、しかし璃亞は首を振った。

「熱でロクに身体が動かないくせに、無理してんじゃないわよ。どうせきちんとした拭き方も知らないんでしょ、良い機会だから教えてあげるわ」

　ほら、背中を向けてと璃亞。

「え、いいよ。そんなの、自分で──」

「──処しよ刑けいされたいの？」

「なんの罪でっ!?」

　仕方なく未祐はベッドに腰こしかけ、璃亞に背中を向ける。

　すると璃亞は、蒸しタオルをそっと未祐の背中に当てて、

「まずは汗をかいた肌はだに、しばらくタオルを当ててあげるの。ゆっくりと肌を蒸むらすようにね──身体を拭くのはそれからよ。そうすれば表面だけではなくて、きちんと汗を取り除のぞけるから」

「…………本当だ、なんかすっきりする」

　全身が寝汗でよどんだ感じがしていたのに、璃亞がタオルを当てていたところだけが爽そう快かいになっていた。身体をきれいにしてもらっているのが、はっきりと感覚でわかる。

「続けるから……動くんじゃないわよ」

「ああ……」

　璃亞に釘くぎをさされるが、しかし未祐は言われるまでもない。自分でやるのとは雲うん泥でいの差。そもそもマッサージなども自分でやるより、他人にやってもらった方が心地良いもの。さらに璃亞はこの道の熟練者なのだから、こんなに気持ち良いのもうなずけるというものだ。

「ほら、腕を上げて……」

　ゆったりとした丁てい寧ねいな手つきで、璃亞は未祐の身体を拭いてゆく。しばらくしたら、洗面器でタオルをゆすいでしぼり、そしてまた拭く。それをひたすら繰くり返してゆく。

　──いつしか部屋には、静寂が満ちていて。そしてそれが当たり前になる。

　穏やかな吐と息いきと、ときおりタオルを濡ぬらすお湯の音だけが。

　まるで会話をするかのように、ふたりの間に響ひびいてゆく。





　一通り身体を拭き終え、未祐を着替えさせると、璃亞は未祐が脱いだパジャマを洗せん濯たく機きに放ほうりこんで、再び部屋に戻もどってきた。

「──さて、そろそろ帰るわね」

「ああ……ありがとな、いろいろ」

　玄関まで送るよと立ち上げる未祐に、

「ちょっと待って。アンタに良いものを持ってきたんだったわ」

　そう言って小さな小こ瓶びんを、胸の谷間の奥おくから取り出した。

「お前こそちょっと待て！　今、どこからものを出した？」

「はぁ？　なにを言わせるつもりよ、このスケベ」

　と璃亞。

「アンタ……そうやってなんでもかんでもすぐにツッこもうとするクセ、どうにかしなさいね。ガッつきすぎはよくないわよ」

「いや、悪いのはオレじゃないだろっ？　当然のツッこみだろうが！」

「女の身体にはいろいろと隠し場所があるのよ」

　はい、と言って未祐に小瓶を手て渡わたす。

　なんだろう。ドリンクタイプのカゼ薬か、はたまた栄養ドリンクか。

　月明かりに照らされたラベルを、未祐は読み上げる。

「………………『稀きし少よう漢方《トライゼットヘヴンΩ》』

　………………………………………………………………………………………………………

　うさんくせぇ──そんな表情が顔に出てたのか、

「──いいからさっさと飲みなさいよ」

　璃亞は小瓶を奪うばい取ると、素す早ばやい動きでキャップを外し、未祐の口の中につっこんだ。

「～～～～～～～～っ!?」

　最初に感じた味覚は辛から味み。しかし、すぐにそれが刺し激げきの強すぎた苦味であることを認識する。口を押おさえて悶もん絶ぜつする未祐に、璃亞はやれやれと、

「まったく、男のくせにだらしないわね……」

　そう言ってまたしても胸の谷間から、今度は別の小瓶を取り出した。

「はい、ハチミツよ」

「驚いて苦さが飛んだわっ！　さっきからポンポン魔ま法ほうみたいにものを出してるが、それで最後だろうな!?」

「いいえ──あと、りんごが一個に飴あめ玉だまがふたつ」

「パズーかよっ！　てか、ラピュタネタをやるなら、もっとわかりやすいヤツをやれ！」

　まあ、ここで「人がゴミのようだ」とか言われれば、それはそれでムカつくが。

　未祐は受け取った小瓶のハチミツで口直し。

「──って、おい。もう夜中の一時だぞ。いくらなんでも、帰らないとマズイだろ」

　玄関まで璃亞を送ろうとして、

「あ、でも先にタクシーを呼ばないといけないか……」

「…………いいえ」

　すると璃亞は首を振って、

「アンタが寝るのが先よ」

　そう言って、視線でベッドを指し示す。未祐は困こん惑わくしたように、

「一日中さんざん寝てたんだ。そう簡単に眠ねむれないって。なあ、早くタクシーを──」

「いいから、それでも横になりなさい。立ったままでは、眠れるものも眠れないわよ」

　さもないと。

「──大声出すわよ？」

「お前っ、本当にそれは止めろよっ？」

　それこそアパートを追い出されかねない。ダメだ──言い争いで自分が璃亞に勝てるわけがない、と未祐はベッドに横になって布団を被かぶる。

　とはいえ、眠るまで帰らないとか言われても、

「やっぱり、いくらなんでも、そんなすぐには眠くは──」

「『来ないでっ、それ以上近寄ったら警察を呼ぶわよっ』と、『許してぇっ、こんな格好で表に出て買い物に行くなんてムリよ──ああっ、ぶたないでっ』と。どっちが良い？」

「──眠い、猛もう烈れつに眠い！　これならすぐに寝れそうだ！」

　そう言って、強引に眼をつぶる未祐。

　すると、

「え────あ……れ？」

　本当に、いきなり睡すい魔まに襲われる。まだ熱が高いとはいえ、そんなに消耗していたのだろうか。そんなことを考えている間に、どんどん未祐の意識が薄れてゆき。

　すぐに思考が闇に閉ざされた。





　明けて翌日の早朝。未祐の目覚めは、とても静かで穏やかなものだった。

　まるで止まっていた刻ときがゆっくりと動き出したかのような感覚。眼を開けるより前に、意識が先に覚醒したことを未祐は理解する。未祐はゆっくりと瞳を開けた。

　そして息を呑のむ。

「────」

　璃亞だ。瞳を閉じた彼女の顔が眼の前にあった。おでこを重ねて、こちらの熱を計測している。昨晩は、自分が照れて行われることはなかった。

　その理由を思い出し、未祐の視線は不覚にも下へ。

「────っ」

　璃亞の胸が飛びこんできた。昨日よりも至近距きよ離り、さらに早朝とはいえ部屋は明るくなってきており視界も良好。手を伸ばせば──否いな、手を伸ばさなくても届くような至近距離に璃亞のおっぱい。未祐は慌あわてて眼を閉じた。しかし、すっかり眼に焼きついており、まぶたの裏に映像が浮かぶ。すると、先日の女子テニス部の交流試合のあと、病院からの帰り道での出来事が脳のう裏りに再現される。信じられないくらい大きくて、ウソみたいに柔らかい璃亞の胸の温ぬくもりと感かん触しよくが思い出された。未祐は必死に心しん頭とう滅めつ却きやく。

　頭の中からなんとかして、璃亞のおっぱいを追い出そうとしていると、

「──うん」

　まるでなにかを確認したかのように、璃亞が小さくつぶやいたのが聞こえてきた。

　そして彼女のおでこが離れてゆく。

　未祐はすぐにその意味を察した。身体がそれを教えてくれた。昨日までのだるさがまるでウソのように、未祐の身体は軽くなっていた。まちがいない、カゼが治ったのだ。

　璃亞が少し自分から離れたことを感じた未祐は、うっすらと瞳を開けた。見えるのは璃亞の背中だ。彼女は「ん……」と軽く伸びをひとつして、そして未祐を振ふり返る。

　未祐は慌てて眼を閉じた。

「…………特別なんだからね」

　璃亞がそうつぶやくのが聞こえたが、しかしもう未祐は眼を開けることはできなかった。

　万が一にも、自分が起きていることを璃亞に知られるわけにはいかない。そんなことは、璃亞も望んではいないだろう。だから必死に、狸たぬ寝きね入いりをつらぬいた。ゆっくりと璃亞が未祐の部屋を出て行き、そして遠くから玄関の扉が閉まる音が聞こえてきてから、

「………………ふう」

　未祐はゆっくりと身を起こした。

　まだどこか信じられない想おもいが残る中、それでも冷静に事態を理解する。

　璃亞の着ていた服は、昨日と同じままだった。家に帰って、もう一度様子を見に来ていたのだとしても、感謝するには充分すぎるほどだが──その可能性は低いだろう。

　だとしたら答えはひとつ。一晩中看病してくれていたということ。ずっと眠ったままでいた、自分の傍にいてくれたということだ。あるいは夜通し、徹てつ夜やをして。

「アイツ……」

　あんなにも毒どく舌ぜつ家かのくせに、誰だれよりも他人の苦しみを放っておけなくて。変なところで律りち儀ぎで、でも絶対に素直にはならなくて。それは誰に対しても同じだと思うけど。

　でも、そういうところは別に嫌きらいじゃない……というか。

　いかん、なにを考えているのだ、と未祐は「ああっ」と頭を抱える。

　特別なんだからね──最後の言葉が妙みように耳に残っている。おかしい、自分はなにをこんなにドキドキしているのだ。全然らしくない。だって、これではまるで──

「────ううっ」

　未祐は立ち上がると、慌てて洗面所へかけこんだ。蛇じや口ぐちを勢いよく捻ひねって水を出すと、ザバザバと乱暴に顔を洗う。何度も何度も洗い続け──そしてようやく顔を上げた。

「………………よし」

　鏡に映った自分の顔が赤いのは、きっと気のせい。まだ頬ほおが熱を持っているように感じるけれど、それも錯さつ覚かくだろう。きっとこの胸の鼓こ動どうも、ちょっと深呼吸をすればすぐに治まるはず。だからちがう。これは断じて璃亞にじゃない。

　………………………。

「不覚だ……」

　流し台に両手をついて、未祐はずるずるとへたりこむ。

　悔くやしいけど──ちょっとドキドキした。





　未祐が愁一と共に登校すると、すぐにクラスの何人かが、心配そうに声をかけてきてくれた。優やさしいクラスメイトが多くてありがたいが、弘川→螢→璃亞の三連続入院の余波が、クラスにはまだ残っているのかもしれない。未祐は自分の机にカバンを置くと、まずは窓まど際ぎわにある螢の席へ。螢はこちらに気づくと、他の女子との会話を切り上げ歩み寄ってくる。

「おはよっ、結槻くん。体調はもう大だい丈じよ夫うぶ？」

「おかげさまで──昨日は本当にありがとうな」

　明るく声を弾はずませる螢に、未祐は思わず眉まゆ尻じりを下げた。心が温かな熱を持ち、呼吸を穏やかにさせる。自身の何気ない笑え顔がおが、どれほど未祐を癒いやしてくれるか──きっと螢は知らないだろう。すると螢は少し照れたように、

「いやいやー、あたしはできることをしただけですよ」

　あははと笑いながら

「冷蔵庫に入れておいた残りの差し入れはもう食べた？」

「ああ、あれか……ケツ桃ももは食ったけど、変態バニーとビフィズスたんはまだかな」

　パッケージがパンチ効きすぎててまだ食べてない──とはさすがに言わない。

　そこで螢は、ずいっとこちらに身を乗り出してきた。そして未祐の眼をのぞきこむ。

「えっ──六堂？」

　思わず腰が引けてしまう未祐に、やおら螢は真ま面じ目めな声こわ音ねで、

「ムリとかしてない？　ちゃんと大丈夫？」

「だ、大丈夫ですよ……？」

　近い近い。そんな、至近距離すぎる。とっさのことに、未祐は思わず赤面して眼をそらした。口調もどこか敬語調になる。それを見た螢が「あやしいなぁ」と唇くちびるをとがらせて、

「眼をのぞきこんで、眼をそらして敬語を使ったら、それはウソだって思わない？」

「教育方針のちがいじゃないか。オレは親から、本当のことを言うときは、眼をそらして敬語を使えと教わったんだ」

　未祐は必死に二枚舌を使う。

　しかし螢はジト目で見ながら、

「でも、めっちゃ顔赤いし──まだ熱があるんじゃないの？」

「───っ？」

　よける間もなく螢におでこを触さわられた。柔らかな手の感触に、未祐は思わず硬こう直ちよくする。

「んー、これは熱いのかなぁ……？　んんん？　あたしの方が高い？　低い？」

　と、自分のおでこも触りながら螢。

「おんなじくらい……かなぁ」

「ほ、ほらな、大丈夫だよっ」

「じゃあ、そういうことにしとこうかー。でも、もしまた体調をくずしたらすぐに言ってよ。すぐにお見舞いに行くからね」

「わ、わかりました……ありがとうございます」

「──ウソだね」

「わかったぜっ、サンキューっ！　カゼを引いたときはすぐに言うぜっ！」

　半ばやけくそのように叫ぶ未祐。

　すると螢は満足そうにうんうんと頷いて、

「ねえ、結槻くん──」

　しかし、不意に口調を静かなものに変えた。

「もしも、あたしがカゼを引いたら──結槻くんはお見舞いに来てくれる？」

　その言葉から、どこか真しん剣けんさを感じ未祐は少したじろぎながら、

「え……あ、ああ行くよ。六堂が行って良いって言うなら」

「本当に……？　晩ばん御ご飯はんの当番の日でも？」

「────」

　一いつ瞬しゆん、一昨日のやりとりが未祐の脳裏に思い出された。

　必然的に、弘川の言葉も思い出す。まだ、解決していない問題のことを。

　でも──と未祐は迷いを振り切きるように、

「──行くよ」

　告げた。

「六堂が苦しんでいるとき、六堂がそれを望むなら。オレはオレのできることをやる。六堂のところへ駆かけつけるよ」

　心に誓ちかうようにして未祐は言う。

　すると螢は少しだけうつむいてから、

「………………ありがと」

　そう言うと、くるりと未祐に背を向けて他の女子のところへ駆けていった。

　気のせいだろうか、少しだけ顔が赤かったような──

「──青春だなぁ、結槻」

「うおっ、ひ、弘川っ？　なんだよいきなりっ？」

　突とつ然ぜんの真後ろから声に、未祐はビクッとなって振り返かえる。

　弘川はひとりで勝手にうなずきながら、

「オラにありがとうって言え、結槻。お前の見舞いに行かなかった、このオラに」

「…………はい？」

「本当なら、オラも六堂と一いつ緒しよに行くはずだったんだ。でも、オラが結槻のことを思って、見舞いに行くのをやめたから、お前はお見舞いプレイを楽しめたんだぞ」

「その気き遣づかいにはたしかに感謝するべきところがないでもないが、言うにこと欠いてお見舞いプレイってなんだよっ！」

「誤ご魔ま化かしたってダメだ、ちゃんと聞いてたんだからな。ケツ桃とか変態バニーとか……まったく、いやらしいったらねえぞ」

「それは六堂の差し入れだ、桃もも缶かんとかアイスだよ」

　まあ、たしかに誤解されやすいネーミングではあるが。

　しかしそれを聞いた弘川は、おののいたように眼を見開き、

「お前……そんなものを使ってプレイしたのか？　盛ったのか？」

「プレイもしてなければ、盛ってもいねえ！　ちゃんと食べたんだよっ！」

「美お味いしくいただいたんだな……」

「語ご弊へいを含ふくんだ物言いは止よせ！　お見舞いの定番的な差し入れだろ。プリンとかヨーグルトとかさ……」

　言いながら、未祐は思い出す。

　──そう。昨日の螢のお見舞いは、本当に定番の、ごく普通のお見舞いだった。

　でも──だからこそありがたいことだと未祐は思う。自分の好きな女の子に、そばにいて看病してもらえるなんて。至福の時間──最高の贅ぜい沢たくだった。

　そういえば、またカゼを引いたら見舞いに来てくれると言っていた。なんなら、ちょいちょい体調を崩くずすのもありなのかもしれない。そんなよからぬことを考えていると、

「結槻──」

　低い声で弘川に声をかけられ、未祐はハッと気づいたように、

「悪い、話してる途とち中ゆうで……。で、なんの話だっけ？」

「いや、お前の話を聞いてから、オラずっと気になってることがあるんだけどよ……」

　こそこそと、真剣な表情で弘川がささやいてきた。

　なんだろう、愁一のことだろうか。未祐は思わず耳を貸し、

「桃缶にアイスにプリンにヨーグルトって──六堂でパフェでも作ったんか？」

「お前はいい加減、女によ体たい盛りプレイから離れろ」

　即そく座ざに聞く耳を切って捨てた。





　午前の授業が終しゆう了りようした。授業と授業の間が短い休きゆう憩けい時間なのに対して、昼休みはやっと訪れた長い休息時間だ。先生が教室を出て行くのと同時に、生徒たちはようやく訪れた休息時間を謳おう歌かしようと動き出す。

「──未祐、今日はどうする？」

　愁一が訊きいてくる。食堂か購こう買ばいか。

「悪い、その前にオレちょっと……」

　話がしたいヤツがいる。

　そう言って未祐が教室の後ろを振り返ったとき、すでにそこに相手の姿はなかった。

「なんだよ、斗神のヤツ……」

　未祐は思わずつぶやいた。

　──見舞いの礼を言いたかったのに。

　本当は。朝のＨＲの前に声をかけたかった。だが、璃亞はなかなか登校してこなかった。

　やって来たのは担任の壱いち村むらが来る直前で。そのまま授業が始まってしまったのだ。

　休み時間も移動教室や体育などですれ違ちがいになってしまっていたし。昼休みなら話ができると思っていたのだが……。

　おそらく璃亞の行き先は第二保健室だろう。きっと誰かしらの、悩なやみ相談が入っているにちがいない。邪じや魔まをするわけにはいかないし、となるとあとは放課後か、と未祐は嘆息。

「斗神さんになにか用があったのかよ？」

「ん？　ああ、ちょっとな……」

　隣となりにならんだ愁一に、未祐は曖あい昧まいな言葉を返す。昨日の夜よる遅おそく、璃亞が見み舞まいに来てくれたこと──それを、そのまま話して良いかわからなかったからだ。

　いつものように憎まれ口ぐちをたたいてはいたが、あれでも璃亞が自分のことを心配してくれていたのは間ま違ちがいない。でなければ、朝まで看病などできるはずがないのだ。

　だがそれを他のヤツにいうことは、どこかはばかられた。夜遅くに、クラスメイトの男子の家に見舞いに行くなんて、常識では考えられないことだ。璃亞には破は天てん荒こうなところがあることと、そして彼女が苦しんでいる人に対して深く感情移入してしまうことを知っている、自分のような人間だけが、彼女の常識外れの行動を受け止められる。

　あるいは愁一になら話しても大丈夫なのかもしれないが、璃亞がそれを望むかどうかはまた別の話だ。秘ひめられるべきことは、秘められたままであればいい。

　──まあ、放課後の方がいろいろと都合がいいか。昨日は熱で話ができなかったが、璃亞には伝えなくてはならない話がある。鳥海から頼たのまれている──璃亞の現在とこれからについて話すようにと。説得という言葉を鳥海は使っていたが、考えを押しつけるような気は未祐にはない。だが、頼まれた以上はきちんと話はするべきだ。

　これは──きっと璃亞にとっても大切なことだから。

「……行こう、早く行かないと混こんじまう」

　愁一に声をかけて、未祐は教室の外へ出た。そのまま階段を下りていると、

「──で結局、六堂の見舞いはどうだったんだ？」

　うしろを歩く愁一が声をかけてくる。未祐は前を向いたままで、

「……教えてやらない」

「つれないなぁ、未祐さん。なんか最近、オレにいろいろと隠しごととか増えてない？」

「あいにくオレもお年とし頃ごろでね、隠しごとのひとつやふたつあるんだよ」

　そして振り返って言った。

「──お前もそうだろ？」

　眼めを見て告げる。静かな視線で、

「お前だって、オレに隠してることくらいあるだろ？」

「……そりゃ、まあ」

　真まっ直すぐに見つめられ、頬をポリポリとかく愁一に、未祐はニッと笑う。

　愁一は「あーあ」と手を頭の後ろで組んで、

「六堂に見舞いをお願いしたのは誰だっけ？」

「誰だっけ？」

「うわっ、恩知らず……」

「いいや、恩なら感じてるさ──サンキューな」

　未祐は再び歩き出だして言う。

「ただ、お前にはもったいなくて教えてやらねーだけだよ」

　うしろの愁一が「テメー」とこちらの背中を叩たたこうとして、未祐はそれをひょいとかわし、愁一がそれを追いかけて、そしてふたりは走り出す。

　──考えに考えて、決めたことが未祐にはあった。

　もしも愁一が螢のことを好きだったら──どうすればいいのか。結局その答えが出ることはなかったけれど、それでも決意だけはすることができた。友情と恋こい──選べるのはどちらかひとつ。けど、自分にとってはどちらもとても大切で、片方だけなんて選べない。

　だから決めたのだ。今はまだ、螢に告白する勇気も、愁一の想いを確かく認にんする勇気もないけれど。いつかそれを行動に移すときがきたら、抜ぬけ駆がけのようなことをして、愁一を裏切るような真ま似ねだけは絶対にしない。もしも螢に告白するときは、絶対に先に愁一に言う。

　だからそのときまでは、自分はただ精せい一いつ杯ぱいに恋をしよう。

　想いを遠慮する必要なんてない。だって自分も──こんなにも六堂螢が好きなのだから。





　昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。

　それは憂ゆう鬱うつな午後の授業が、間もなくはじまることを報しらせる予よ鈴れいだ。

　体育館、校庭、食堂など、生徒たちが昼休みにそれぞれ過ごした場所から、自分の教室へと戻るために与あたえられた時間はわずかに五分。五時限目が移動教室の場合は、広い校内に点在する特別教室への移動時間もその五分の中にふくまれる。未祐たちのクラスの五時限目は、歴史。授業は一年十組の教室で行われる。昼食後、そのまま愁一や弘川と食堂でいろいろと話していた未祐が教室に戻るころには、もう本鈴ギリギリの時刻だった。

　しかし、自分の席についている者はほとんどいない。教室内には、まだ昼休みの自由な空気の余よ韻いんが残っている。だがそれも、本鈴が鳴ってしまえばそれまでだ。

　容よう赦しやなど一いつ切さいなく、五時限目の授業が開始される。

「ほら、いつまでも騒さわいでないで席につけ～」

　教室の前の扉とびらをガラリと開けて、歴史の先生が入ってきた。

　まだ席についていなかった生徒が、慌てて自分の席に戻り、

「起立──礼」

　全員そろって頭を下げる。クラス委員のこの号令が、本番開始のスイッチだ。

　チャイムよりも効果的に、生徒の感覚を休み時間から授業へと切り替かえる。

　一方の教師は、授業を開始する前にしなければならない作業があった。生徒の出欠の確認だ。一年の一学期はまだ始まったばかり。そのため、座席の順番は廊ろう下か側がわから五十音順にならんでいる。とはいえ、いちいち空席の位置を端はしから数えて、生徒名めい簿ぼの出席番号を上から数えて照らし合わせるようなマネはしない。数え間違えて、ちがう生徒を欠席にする可能性もあるからだ。そこで使うのは教きよ卓うたくに張られたクラスの席順表。これを見ながら、空席──つまり欠席の生徒が誰であるかを確認する。

　だがこの時間に限っては、誰が欠席しているのかを教師が把は握あくするのは早かった。

　休んでいる者がいないわけではない。空席はひとつある。ただ、そこに座すわる生徒の存在感は学年を通して──否、全校を見み渡わたしても強すぎて。席にいないだけで、教室の空気がまるでちがう。それはクラスの生徒たちも同じで、誰もが彼女の不在に気づいていた。

「斗神は……欠席か。今日は休みか？」

「いえ……四時限目まではいたんですけど」

「……まさか、サボリじゃないだろうな？」

　クラス委員の返事に、教師の眼がスッと細くなった。

　去年、留年してしまっている璃亞は、教師たちの間では問題児としてマークされている。

　彼女の破天荒な性格は、教師たちにも有名だった。

「──あの、オレ呼んできます」

　ガタンと未祐は席を立つ。璃亞がいるのは、きっと第二保健室だ。

　走って行って、呼んで戻れば、三分ほどで連れてくることができる。

「いや、その必要はない。もう授業は始まって……」

「すぐです。すぐに呼んできますんで──それじゃ」

　教師の「おい」という制止を振り切って、未祐は後ろの扉から廊ろう下かへと飛び出した。

　十組の教室はフロアの一番端。そのため、教室を出てすぐに東階段がある。未祐は駆け下おりるように一気に階下へ。一階のフロアへ辿たどり着つけば、外から生徒の笑い声が聞こえてくる。きっと、どこかのクラスが外で体育をしているのだろう。

　未祐はそれを聞き流し、右へとターン。直進はせずに、さらに左折して真っ直ぐに疾しつ走そうする。そして第二保健室へ到とう着ちやく。短い距離だ、未祐の息は少し荒あらくなった程度ですんだ。

　扉に掛かけられた札には、でかでかと『現在立ち入り厳禁』の文字がある。

　未祐が璃亞の着き替がえをのぞいてしまった、あの不幸な事件が起きてから、もう二度と悲劇が繰り返されないように札の改良を行ったのだ──未祐の提案で。

　自分のような人間を、もう二度と生まないためである。

「──斗神、斗神いるのか？」

　コンコンと扉をノックするが、しかし返事はない。未祐は再び扉を叩く。

「おい斗神、いないのか？」

　未祐は取っ手に手を伸ばして、ガチャリと回した──その瞬しゆ間んかんだった。

『──入るな、バカっ』

　中から罵ば声せいが飛んできて、未祐は慌てて手を離はなす。

　そして嘆息。どうやら中にはいるらしい。

「なにやってんだよ、もうとっくに授業は始まって……」

『アンタに言われなくても、そんなことはわかってるわよ。でも、まだ教室には戻れない。先生にはそう言っておいて』

「…………誰か来ているのか？」

『そうよ』

　問いかけに返ってきた短いひと言で、未祐はすぐに事情を察した。

　悩み相談──昼休みに璃亞のところへ来た生徒がいて、その話がまだ終おわっていないのだ。

　だとしたら、璃亞が教室に戻ってこないのも納なつ得とくできる。悩みや苦しみを抱かかえている人がいるのに、璃亞がそれを放っておくはずがない。彼女は授業よりも、悩み相談を優先する。教師に知られれば大目玉は間違いないだろうが、璃亞の気持ちもわかるから。

「……わかった、先生にはそう伝えておく」

　そう言って、未祐が踵きびすを返そうとしたときだった。

　リィィィィィィィィィン

　第二保健室の中から聞こえてきた鈴すずの音に、思わず未祐の足が止まった。

　限界のサインだ。未祐の喉のどが、思わずゴクリと鳴った。おそるおそる問いかける。

「おい……大丈夫なのか、その人？」

『あのね……アンタには関係ないでしょ。そこにいられたら話ができないの、邪魔だからさっさと教室へ戻って』

「それは……そうだけどよ」

　関係ないと言われてしまっては、未祐には反論のしようがない。今の未祐は、保健部の関係者ではないのだから。そして相手が保健部を──璃亞を頼ってきている以上、自分がこのままここにいて、話を立ち聞きするようなマネは許されるわけもない。

「……わかったよ」

　未祐は渋しぶ々しぶ、第二保健室から離れた。しかしすぐに足を止めると、廊下の壁かべに背中を預けて腕うでを組んだ。第二保健室の扉から、離れた距離は五メートル。ここまで来ればもう、中の話は聞こえない。だが、鈴の音は聞こえる──

　リィィィィィィィィィン

「…………大丈夫なのか」

　鈴の音は、先さき程ほどよりも強くなっているような気がした。璃亞のことを信じていないわけではない。璃亞ほど、人を癒せる者はこの学校にはいない。それは断言できる。

　たとえ今、自分が中に駆け込んだところで、なにかの役に立てるとも思えない。

　璃亞の邪魔をするわけにはいかない。

　──かといって、このまま放っておけるかよ。

　だから、せめて見届ける。未祐は祈いのるような気持ちで第二保健室の扉を見つめる。

　鈴の音が止やむことを願いながら。





　しかし──未祐の祈りは届かなかった。限界を告げる鈴の音は、最後まで止むことはなかった。そして、第二保健室の扉が開けられる。

「ありがとうございました……」

　軽くおじぎをして、女子がひとり、中から姿を現した。襟えり元もとのリボンは赤──自分と同じ一年生だ。教室へ戻るつもりなのだろう、彼女は廊下をこちらへ向かってやってくる。

「────」

　とっくに授業が始まっている時間だ。廊下に立っている生徒など、不ふ審しん者しや以外の何者でもない。しかし彼女は、どうやら未祐が先ほど第二保健室の外から声をかけた相手だと気づいたようだった。小さく会えし釈やくをして、眼の前を通りすぎようとする。

　──だが、未祐はそのまま彼女を行かせるわけにはいかなかった。螢の二にの舞まいは、絶対に御ご免めんだ。むざむざ、苦しさに限界を感じてる相手を、見過ごすわけにはいかない。

　未祐はおそるおそる声を掛ける。

「あ、あの……」

「──えっ、あ……なに？」

　まさか声を掛けられるとは思っていなかったのだろう。

　女子生徒は明らかにビックリした顔で立ち止まり、こちらを見てきた。

　未祐は、どう話したものかと言葉を選ぶ。

「……大丈夫？」

「え……？」

　しかし、女子生徒は露ろ骨こつに不ふ審しん顔になった。

　いけない、警けい戒かいさせてどうするのだ──未祐は慌てて手を振って、

「いや、えっと……第二保健室から出てきたから、さ」

　と、声をかけた理由を未祐は説明。すると女子生徒は「ああ……」と表情を崩し、

「うん、もう大丈夫。斗神さんに、最後までちゃんと相談に乗ってもらえたから」

　そう言って明るく微笑ほほえんだ。

「────」

　あまりの明るい笑顔に、未祐は固まる。信じられなかった。あの螢ですら、限界のときには痛々しい笑顔を浮かべ、さらには見たこともないような、感情をなくした表情を見せたというのに。それなのに、眼の前の彼女はまるで微み塵じんも苦しさを感じていないかのような、無む邪じや気きな笑みを浮かべている。だから、思わず未祐の反応は遅おくれた。

「──じゃあ、あたしは教室に戻るから。キミも早く戻らないと、先生に怒おこられるよ？」

　そう言って、駆け出そうとする。横を通り過ぎられてしまい、未祐はハッとなって、

「なあ、ちょっと──」

　とっさにもう一度声をかけてから、

「──────」

　思わず言葉を失った。

「なに、どうしたの？」

　女子生徒が、不思議そうに振り返る。

　しかし、未祐は言葉がない。眼の前の彼女は、本当に自然な表情で、小首を傾かしげてこちらを見てくる。そこには、苦しさを感じさせるようなものは欠片かけらもない。

「…………いや、ごめん。なんでもない」

　気まずそうに告げる未祐に、女子生徒は怪け訝げん顔。

　しかし、すぐに踵を返して教室へと戻っていった。未祐はそれを黙だまって見送る。

　リィィィィィィィィィン

　鈴の音はまだ響いている。聞こえる。先程よりもずっと強く、大きく──未祐の背後で。

　なぜ気づかなかったのだろう……どうしてその可能性に思い至らなかったのだ。

　彼女は、授業よりも他人の苦しみを優先するだけじゃない。自分の苦しみよりも、他人の苦しみを優先してしまうのだ。女子テニス部の交流試合で、自分の苦しみよりも螢の苦しみを優先したように。そのことを、自分は誰よりも知っていたはずなのに。

「────」

　未祐は弾はじかれたように駆け出した。怒られたって、蹴けられたってかまわない。

　ノックもせずに、第二保健室の中へ飛びこんだ。

「斗神──…」

　──そして見てしまう。だから立ちつくす。呼びかけた、声が途中でブツ切りになる。

　未祐の足が完全に足が止まる──床ゆかに倒たおれ伏ふした璃亞の姿に。

　──それはまるで、悲劇の再現。

　あの日、自分が止められずに、救うことができずに、倒れてしまった螢の二の舞だ。

「斗神…………」

　ヒリつくほど渇かわいた喉で、搾しぼり出すように彼女の名前を呼んだ。すると、鈴の音の向こうから、救急車のサイレンが聞こえてきた。同時にぐるぐると視界が回りだす。そしてあのときは、そこから記き憶おくが曖昧になって。気づいたら、螢は病院に運ばれたあとだった。

　あのときと同じだ。また自分は間に合わなかった……と、未祐は呆ぼう然ぜんとして、

「────っ！」

　そこで思い切り唇を噛かんだ。激痛が意識を覚かく醒せいさせる。なにをやっているのだ。呆然となんてしている場合ではない。唇の端が切れ、赤い血が一筋あごへと垂れたが、しかし未祐はかまわない。しっかりしろ。螢が倒れたとき、あそこには璃亞がいた。テニス部の顧こ問もんもいた。だが、ここには自分しかいないのだ。結槻未祐しかいない。

　──意識を切り替えろ。余計なことは、なにひとつ考えなくていい。璃亞を助けることだけを考えればいい。それ以外の無む駄だなものは、障害は、すべて排はい除じよしてしまっていい。

　璃亞を助けるためならば──いくらでも残ざん酷こくになっていい。

　だから──

「────」

　未祐の表情がスッと冷たいものになる。

　カチンと静かな音を立てて。

　なにかのスイッチが──入ったような気がした。

　覚醒状態に入った未祐は、璃亞を助けることをなによりも優先した。冷静すぎるほどの思考で、未祐は眼の前の状じよう況きようを把握する。まず、倒れている璃亞を助け起こした。

「……………………」

　触ふれただけでもわかる。それほどの高熱。しかし、意識を失って倒れてしまうほどひどいものとも思えない。璃亞に持病はない。なにかの急病だという可能性も低いだろう。

　もしそうであれば、自分がその兆候を見み逃のがすはずがない。おそらくはカゼだろうが、かなり肉体が消しよ耗うもうしているのだろう。通常では考えられないほどに──

「……昨日の徹夜か」

　──オレのせいだ。未祐は舌打ちを虚こ空くうに捨てる。

　おそらくはカゼの原因も自分にあるのだろう。

　だが、それを悔くいている時間はない。未祐は携けい帯たい電話を取り出した。

　保健部の手伝いをさせられていた時期に、璃亞にタクシー会社のナンバーを登録させられている。

　短縮ダイヤルをコール。草薙学園まで一台を至急で手配。コールセンターのオペレーターが、自社タクシーの現在状況を確認し、到着時間を五分と報せてくる。

　いったん璃亞を抱だき上げてベッドに寝ねかせると、未祐はすぐに壁かべ際ぎわの棚たなへ。

　救急箱を取り出すと、中から体温計と市し販はんの総合感かん冒ぼう薬やくを手にして戻ってくる。

　服を脱ぬがせる時間が惜おしい。アルコール消毒されたウェットティッシュで先を消毒し、軽く水洗いすると、そのまま体温計を璃亞の口内へ。

　カゼ薬はすぐには飲ませない。未祐は机の上を見た。

　そこに置かれた璃亞の弁当を手に取り、中身を確認する。

「食べてない、か。やっぱり」



    

  
    
      　これでは、すぐに薬を飲ませるのはよくない。市販のものとはいえ、クスリはクスリだ。胃を痛める可能性がある。未祐は冷蔵庫へ行き、栄養ゼリーのパックをふたつ手に取ると、それを制服の右のポケットへ、クスリの瓶びんを左のポケットへとねじこんだ。

　そして電子音。未祐は足早に璃亞の元へ。口から体温計を抜いて確認。

　三十八度八分。昨日の自分と同じ体温だ。

「まったく因果だな……」

　未祐は体温計を救急箱にしまうと、璃亞を抱き上げた。そして第二保健室を出て職員玄げん関かんへと向かう。マイカー通勤の教師のため、駐ちゆう車しや場じようは職員玄関の脇わきにある。タクシーが来るのはいつもそこだ。

　廊下では誰ともすれ違わなかった。もしも教師と鉢はち合あわせになれば、面めん倒どうなことになっていたかもしれない。まあたとえ鉢合わせになっていたとしても、どうとでもしていたが。

　上うわ履ばきのまま未祐は職員玄関から外へ。

「おい──ちょっとキミ！」

　事務員がなにごとか声をかけてくるが、未祐は無視してそのまま外へ。

　すると、それと同時にタクシーが入口の前へと停止する。電話から五分ジャスト。

　プロの仕事ならば当然だとばかりに、未祐は後部座席へ乗りこんだ。

「──どちらまで？」

　ドライバーに問われ、未祐は行き先を思案する。

　行き先の候補はふたつ。病院か璃亞の家のどちらかだ。

　──平日とはいえ、午後のこの時間帯。今から病院へ向かい、受付をして、診しん察さつを受け、会計までにおそらく二～三時間。その後、出されたクスリをもらいに行った薬局でさらに三十分。もしも混雑していれば、最悪それ以上かかることも充じゆ分うぶんに考えられる。

　だから未祐は、ドライバーへ璃亞の自宅の住所を告げた。

　彼かの女じよの住所は知っていた。

　徹夜で看病してくれた彼女に、いつかお返しできるようにと。

　クラスの名簿に書かれていたのを、ちょうど今朝覚えてきたばかりだったから。





　昨日は徹夜で未祐を看病した。

　一昨日は夢の中で、未祐に本心を認めさせられ、夜中に眼を覚ましてから一いつ睡すいもできず。

　だが──璃亞の寝ね不ぶ足そくは、それよりも前から始まっていた。

　全すべてはあの日。第二保健室で、眠っていた未祐にキスをしたときからだ。

　自分の想いを隠かくそうと決めた、あの日から。ずっと苦しくて、もっと切なくて、だからどうにかなりそうで。ほとんど眠れずに、食事もほとんど喉を通らない毎日が続いていた。

　気がつけば、どうしても未祐を眼で追ってしまっている自分がいて。だけど未祐は自分には気付かずに──螢を見てばかりいて。それを見てまた胸が痛くなって……それでも、どうしても未祐を見てしまって。ずっと、その繰り返しで。

　──なのに、未祐が無神経に第二保健室に来るから。傍そばに来られると苦しいのに。だから、冷たくして距離を取っていたのに。それなのに、そんな璃亞の思おも惑わくには気づかずに、ことあるごとに第二保健室へやって来ては、無神経に螢の話なんかするのだ。

　ひどいヤツだと思う。こちらの気持ちも知らないで。

　それなのに、どこか嬉うれしい自分もいて──だんだんわからなくなってくる。

　自分の思いに気づかれたくないのに、届かないと苦しいなんて。

　おかしくなる。

　昨日だって、愁一に言われたからだけではない。螢から、未祐の見舞いに行くと聞かされて。それで、どうしても我が慢まんできなくなってしまったのだ。家に帰ったあともずっと未祐のことを考えてしまって、だから夜遅くに見舞いに行ってしまった。

　──嫉しつ妬としたのだ、どうしようもなく。自分はあのとき螢に対して。

　本当は今日は会えないはずの未祐に、螢だけが会えるだなんて。ふたりきりだなんて、ずるいと思った。だから、もう止まれなかったのだ。

　本当はあのとき──顔だけ見たら満足して帰るつもりだった。

　なのに、穏おだやかに眠っている未祐を見ていると、あのときのキスを思い出して。それでどうしても、気持ちが抑おさえられなくなって。もう一度キスをするのは我慢できたけど、もうそのままでは帰れなくなってしまった。せめて傍にいるくらい、良いじゃないかと。

　そのあと未祐の眼が覚めたときも、本当はすぐに帰るつもりだった。でも、あのときの未祐は自分を見てくれたから。あそこにいたのは未祐と自分だけで、未祐は自分を──斗神璃亞を見てくれたから。

　──だから、思わず嘘うそをついた。眼を覚ました未祐の体温を測ったとき。本当は熱なんて、もうほとんど下がっていた。なのに、とっさに嘘をついてしまっていた。

　少しでも長く、傍にいる理由が欲ほしかったから。嘘が──その理由になると思ったから。

　それから結局朝まで眠らずに、未祐の寝ね顔がおをずっと見ていた。

　夜通し彼かれを独ひとり占じめした。一晩中、彼の時間を自分のものにした。

　あさましい心。なんて嘘つきな女だろう。自分の心を嘘で塗ぬり固かためて、未祐に嘘をついて、螢に嘘をついて、愁一に嘘をついて。それでどんどん苦しくなってるのがわかっているくせに、それでも嘘をつくことを止められなくて──だから罰ばちが当たったのだ。つらい身体を引きずって登校し、そこで未祐が元気に登校しているを見たら、それで思わず安あん堵どしてしまったのだ。そうしたら心の緊きん張ちようが一気に緩ゆるんで、とたんに身体がおかしくなった。

　自分の本音に蓋ふたをして、ずっと眼をそらしていた罰だろう。

　──でも、もっと罰してくれれば良い。だってもう手て遅おくれなのだから。

　斗神璃亞はこうしてこれからも──ずっと嘘をつき続けるから。





「………………あ」

　璃亞が意識を取とり戻したのは、移動中のタクシーの中だった。

　まず眼に飛びこんできたのは、運転席の後ろに貼はられた、安全運転を宣言するタクシー会社のプレートだ。──毎度ご利用ありがとうございます。東都ムセンは道路交通法を遵じゆん守しゆし、お客様を安全に目的地までお届けいたします。お決まりの文言をぼんやりと眺ながめながら、朦もう朧ろうとする頭で自分が後部座席に横になっていることを認にん識しきする。

　ふと、璃亞は自分がなにかを枕まくらにしていることに気づいた。それだけじゃない。誰かに肩かたを抱かれている。そして枕は誰かのヒザで──璃亞はわずかに顔を上げた。

　そして、まだどこかゆれたままの意識で、相手の姿を確認する。

　…………結槻？

　つぶやきは、しかし声にはならなかった。

「──ええ、はい。そうです。恐おそらくはカゼだと思うのですが」

　携帯電話で誰かと話している未祐は、こちらには気づいていない。

　そして、璃亞はようやく自分がおかれた事態を把握する。

　思い出す。

「………………っ」

　璃亞はなんとか起き上がろうとして、しかしできない。

　熱で消耗した身体に力が入らない。さらに、

「はい、ええ──」

　電話をつづけている、未祐の手が璃亞の肩をつかんでいるからだ。

　お前の居場所はここなのだといわんばかりに、抱き寄よせたままでいる。

「はい……それでは」

　未祐が電話を終えて、携帯をふところにしまった。

　そして。

「──気づいたか」

　前を向いたまま、こちらを見ないで未祐が言った。

「………………」

　璃亞がなにも言わずに未祐を見上げていると、スッと視線を落としてくる。

「昼休みが終わったあと、第二保健室で悩み相談をつづけていて、相手の娘こが帰ったあとに倒れたんだ──覚えているか？」

「…………ええ」

　かろうじて返事だけはすることができた。

　苦しかったのもある。だが、それ以上に動どう揺ようしていたからだ。

　──未祐の眼つきが変わっていた。なにもかも見み透すかすかのような、ぞっとするほど冷たい視線。あの日、頑かたくなな自分をメチャクチャにした強ごう引いんな瞳ひとみ。

　こちらのすべてを強制的に屈くつ服ぷくさせる、乱暴な双そう眸ぼうがそこにはあった。

「──────っ」

　璃亞はあわてて顔を伏ふせた。いけない。自分でも赤面しているのがわかる。しかも、この顔の火ほ照てりは熱のせいだけじゃない。思い出してしまったからだ。第二保健室であったこと、そこで未祐にされたこと。夢の中であったこと、それから夢で未祐にされたこと。

　そして──そんな未祐を受け入れた自分を。

「大丈夫だ、もうすぐ着く……」

　未祐は低い声でそう言って、璃亞の頭をそっとなでた。黙ってふとももに顔を押しつけられた形になる未祐は、頼られているとでも思ったのだろう。

　優しく手指を璃亞の髪かみの中に入れ、そっと梳すくように手のひらを流してくる。

「～～～～～～っ」

　璃亞は必死に唇をかんだ。苦しかったわけではない。屈くつ辱じよ的くてきだったわけでも。

　ただ身体を満たすのは、声が出そうになるほどの快感だ。

　熱で身体が敏びん感かんになっているのだろうか。めちゃくちゃに髪で感じてしまう。

　思わず身体が反応し、首筋から背中を心地ここちよい震ふるえが走るほどに。

「もうすぐ着くから、そんなにこっちを意識するなよ──熱が上がるぞ」

「────っ」

　コイツ……気づいていてっ！

　悔しそうな表情で顔を上げれば、悠ゆう然ぜんとした笑えみがこちらを見下ろしている。

　見透かしている。

　それがまた腹立たしくて、悔しくて。璃亞は再び未祐のふとももに顔を押しつけた。

　間違いない。今の未祐は──あの時と同じだ。

　しかし、璃亞は必死に心の動揺を抑えようとする。これ以上、未祐の思うがままになどさせてやらない。こんなに赤くなった顔なんて、見せてやるものか。

　──アンタなんか、これっぽっちも意識してないんだから！

　精一杯の抵てい抗こう。しかし、未祐はそんな璃亞の心の中まで見透かしたかのように、ポンポンと優しく頭を二度叩たたいた。

「…………っ…………っ」

　しかし、璃亞は反応してやらない。気づいていると告げる未祐の手に、璃亞は知らんぷりを決めこむ。冗じよ談うだんじゃない。徹てつ底てい抗こう戦せんだ。断続的にかすかに揺ゆれる車内で、未祐の手が璃亞の頭を優しくなで続ける。ここにいるよと呼びかけるように。伝わっているかと囁くように。しかし、それでも璃亞はなにも言わない。わざわざ言われなくても、触れられなくてもわかっている。未祐がここにいることも、彼の想いもきちんと伝わっているから。

　──だから、お願い。そう祈るように思う。

　これ以上──私に優しくしないでよ。





　タクシーが璃亞のマンションの前に止まった。

　テレビでＣＭを流しているようなレベルの、超ちよう高こう級きゆうマンションだ。

　二千円強の料金を未祐が支し払はらい、ふたりはマンションの中へ。

　オートロックの自動ドアを抜けて、一階に止まっていたエレベーターへ乗りこむ。

　二十四階──それが璃亞が住んでいる部屋のあるフロアだ。

「自分で歩けるって言ってるのに……」

　おんぶをされた状態で、璃亞は悔しそうにつぶやく。

　しかし、璃亞の不平を未祐は一いつ蹴しゆう。

「タクシーから降りるときに、自分で立てなかったヤツがなに言ってんだ。それにまどろっこしくて、肩なんか貸してられねーよ」

　目的のフロアに到着し、エレベーターが口を開けた。

　二十階以上の高層階フロアは、一フロア一部屋という豪ごう華か仕様。当然、玄関もひとつだけ。未祐はそのまま直進する。そして扉の前で立ち止まり、

「──鍵かぎ」

　右手を後ろ手にして、背中の璃亞へと伸のばした。

「……………………」

　璃亞は渋々、制服の内ポケットから鍵を取り出した。それを手て渡わたしながら、

「こんな勝手なマネをして……私が鍵を持ち歩いていたからいいものの、教室に置いてあるカバンの中に入れていたら、今いま頃ごろここで立ち往生よ」

「そりゃ、お前がカバンの中に鍵を入れていた場合の話だろう？」

　受け取りながら、未祐は笑う。

「お前が貴重品をいつも携けい行こうしていることくらい知ってたさ──余計な心配だね」

　ガチャンと音を立てて、鍵が開けられた。

「邪魔するぞ──」

「ちょっと……っ、勝手に中に入らないでよ！　ここでもう、充分だってば！」

「うるさい。黙れ。病人がオレに逆らうな」

　しかし未祐はお構いなしに靴くつを脱ぎ、さらに背せ負おった璃亞の靴も器用に脱がすと、そのまま部屋の中へ足を踏ふみ入いれた。

　まずはそのままリビングへ。途中にあった部屋は無視して先に進む。

　そして、リビングからつながる扉はふたつ。

「寝しん室しつは──そっちか」

　ずばり言い当てられ、璃亞は思わず眼を見開く。

「なによアンタ……空き巣でもやってるわけ？」

「簡単な推理だよ。間取りは４ＬＤＫ。ひとり暮らしにしては広すぎる。家族で暮らすことを目的として購こう入にゆうされたものだ。そしてお前は娘。親からしてみれば、大切な娘の部屋は一番奥にしておきたいのが人情だろ。あくまでこの間取りでいえば、玄関の近くが比ひ較かく的物ぶつ騒そうだといえるし、隠れて出入りもできるしな。だとしたら、一番眼が届きやすいのは必然的に奥の部屋になるというわけだ」

　未祐はガチャリと扉を開け、そしてニッと笑った。

「──ビンゴ」

「この変態……っ」

　未祐の背中で、璃亞はくやしそうにつぶやいた。

　そして強引にベッドへ横にさせられたところで、不意にインターホンが鳴った。

　来客？　と、璃亞が身体を起こそうとするより先に、

「──来たか。早かったな」

　未祐がそれを制して寝室を出て行った。そして勝手にリビングのインターホンを操作し、来訪者と会話している。ほどなくして戻もどってきた未祐に、璃亞は憎にくまれ口を叩く。

「出前でも頼んだわけ？」

「ああ、さっきな」

　と、未祐は携帯電話を取り出して、

「タクシーの中で、近所の個人医院に往おう診しんを依い頼らいしておいた──お前を診みてもらう」

「そういうことだったのね……」

　なぜ未祐が自分を病院に連れて行かなかったのか、璃亞はようやくその理由を悟さとる。

　そして、同時に驚おどろいていた。的確な判断だったからだ。

　──平日とはいえ、午後イチのこの時間帯の病院は非常に混雑する。高熱で消耗した身体には、待合室での長時間の順番待ちはつらく厳しいもの。それならばいっそ、横になれる自宅へ往診へ来てもらうという判断は正せい鵠こくを射ているといえた。簡単な処置とクスリの処方は問題なくできるし、万が一重じゆ篤うとくならばそのまま総合病院へ救急車で向かえばいい。

　そうすれば、優先的に診しん療りようをしてもらうことが可能になる。おそらく──もし自分が同じ状況で、倒れた相手への対処を求められたとしたら、きっと同じ選せん択たくをするだろう。

　だから驚いていた。未祐がとっさに、これほどの対処をしてみせたことに。

　そしてインターホンが鳴る。

「来たな──迎むかえに行ってくる」

　そう言って、寝室を出て行く未祐の背中を、璃亞は見送った。

　華きや奢しやな体つきの背中が、いつもより広く──たくましく見えて。

　胸の鼓動が少しだけ、大きくなったような気がした。





　診察の間、部屋の外で待っている──そう告げて出て行った未祐の代わりに、寝室へ入ってきたのは女性の医者だった。

　持って来たカバンを置いて、聴ちよ診うし器んきを取り出す医者を見ながら、璃亞は未祐の細やかな気配りを想っていた。胸のあたりが、ほのかに熱を持ってしまう。

　──そして診察は、ものの十分ほどで終了した。

　過度の睡すい眠みん不足、さらには食事をほとんど取らない生活が続いたことで、神経が消耗して肉体も衰すい弱じやく。それにより免めん疫えき力りよくが低下し、ひどいカゼを引いたというのが所見。

　とにかく安静にして寝るように告げ、解げ熱ねつ剤ざいを置いて医者は帰っていった。

　そして。

「…………………………」

「──おい斗神」

「え……？」

　未祐の呼びかけに、璃亞は思わずハッとなって眼を覚ました。

「あれ……私、寝てた？」

「ああ、三十分くらいだけどな」

　璃亞は「そう……」と短くつぶやいた。まだどこかぼんやりした頭で思い出す。

　医者が帰ったあと、未祐にコップを手渡され、解熱剤を飲んだところまでは覚えている。

　そして着き替がえようとして、身体のだるさに面倒くさくなって──

「──おいこら、寝るな」

　未祐が頬に触れてくる。冷たい手だった。

「ん……」

　ひんやりと気持ちよくて、無意識に璃亞は頬をすりつける。

　未祐は「あのな」と嘆たん息そくしながら、

「体温計はどこだって、何度も訊いてるんだよ。お前、人の話まったく聞いてないな」

「……んー」

　未祐がなにかを言っているけど、よくわからない。

　それよりも、彼の手が冷たくて心地ここち良よいことのほうが、今の璃亞には大切だった。

「──もういい、面倒だ」

　そう言った瞬間。

　璃亞の顎あごがクイっと持ち上げられたと思ったら、未祐の指が口の中へ入ってきた。

「～～～～っ？」

　これには璃亞も驚き、眼を開けた。

　ぼんやりとした意識が覚醒する。

「噛むなよ──ちゃんと咥くわえろ」

　未祐に指をしゃぶらされている──その状況を理解し、璃亞はしばし呆然。

　しかし、慌あわてて反発しようとして、

「──動くな、斗神」

「────っ？」

　底冷えするような声で言われ、思わず璃亞の動きが静止する。

　眼の前の未祐の眼は、まだあの強い瞳のままだった。

　未祐の覚醒状態が続いている──そう感じてしまえば、璃亞はもう抵抗できない。

　自分でもわからないけれど、この未祐にはどうしても逆らえないのだ。

「お前が悪い。体温計の代わりだ。黙ってそのまま咥えてろ」

　未祐はそう断言した。彼の指が、璃亞の口こう腔こうをゆっくりと動き出す。

「～～～～～～っ」

　璃亞はギュッと眼をつぶった。以前にも未祐の指を咥えたことはあったが、あの時とは状況がちがう。あのときはまだ、未祐が男子だとは知らなかった。

　そしてなによりも、彼に対してなんの感情も抱いていなかった。

　──でも、今はもうちがう。

　未祐は間違いなく男子で、そして自分はどうしようもなく──彼のことが。

「はぁむ……えぁ……んむ」

　思わず声が漏もれてしまう。まるで直接、粘ねん膜まくを指で攻せめられているようで。

「あっ──？」

　こちらの口腔内を這はい回まわるようにしていた未祐の指に触れられ、驚いて奥おくへと引っこんだ臆おく病びような舌。その上をなぞるようにして、未祐の指が舌の裏へと移動した。

　体温を計測する正しい位置。ようやく熱を測られる。

「やっぱり、まだ熱があるな……解熱剤は効き始めってところか」

　と、未祐はつぶやいた。いつの間にか用意してあるのは、洗面器と汗あせを拭ふくための蒸しタオル。昨日の晩、璃亞が未祐にしてあげたものと同じものだ。

「まずは身体を拭かないとな。ずいぶんと汗をかいているみたいだし、そのままじゃカゼこじらせる。着替えるのはそのあとにしろ」

「いらない。平気よ……」

　と強がりを返す璃亞に、しかし未祐は苦くし笑ようする。

「──そんな下着が透すけるくらい、汗をかいているくせに？」

「────っ？」

　ハッとなって見れば、ブラウスが汗のかいた肌はだに吸いついていた。ブラジャーが、形から模様まで浮うき上あがっている。さらに、診察のときにリボンは解かれ、前のボタンはほとんど開いており、胸の谷間が直に晒さらされている形になっていた。

　璃亞は慌てて胸むな元もとを隠すと、ベッドの上で身を縮める。

　そしてボタンをはめながら、顔だけ上げて、うらめしそうな眼で未祐を見た。

「見たわね、このエロ犬っ！」

「はあ？　お前が見せたんだろ──この牝めす犬」

「だっ……誰が牝犬よっ、誰がっ？」

　カッとなって食ってかかる璃亞に、しかし未祐はフンと鼻を鳴らした。

「因果応報って言葉を知らないのか。人をエロ犬呼ばわりするような女なんざ、牝犬で充分だろ？」

「～～～～～っ」

　なんとかして反論しようとするのだが、熱で頭が働かない。

　しかも、相手は覚醒状態の未祐。完全に普ふ段だんと攻こう守しゆが逆転してしまっている。

　言葉がない。悔くやしくて、璃亞は必死に未祐を睨にらみすえる。

　すると未祐は「あのなあ」と嘆息した。やれやれと肩をすくめて、

「なんでお前は、いつもいつも限界まで我慢するんだよ……」

　それから璃亞を見る。すべてを従わせる強い眼まな差ざしで。

「辛つらいと感じている自分の心から眼をそらして、自分が苦しいって認めようとしないから、だから余計に辛いんだろうが。苦しいときまでひとりでなんとかしようとするな。こんなときくらい、もっと周囲を頼たよれよ」

　そして、ゆっくりとベッドの璃亞に近づいてゆく。

「ちょっ……やだ、来ないでよっ」

　璃亞は身を起こして後あと退ずさる。しかし、せまいベッドの上。すぐに後ろがなくなった。

　未祐はさらに、璃亞との距きよ離りを縮めてゆく。

　身を乗り出す。

「ベ……ベッドに乗るな、変態ぃ……」

　対する璃亞の、抵抗の声が弱くなる。

　もう未祐は眼の前だ。吐と息いきでさえも届く距離。

「──ホラ、苦しいって言えよ」

「…………い、いや」

　拒きよ絶ぜつするように顔を背そむければ、無防備になった耳に唇を寄せられる。

　囁ささやかれる。

「素す直なおに──助けてって言え」

「こ、来ないでよぉ……っ」

　こらえきれなくなって、ついに璃亞はくるりと背中を向けた。

　すると、触れるか触れないか、距離にしてギリギリのところで不意に未祐が、

「──わかった」

　接近を止めた。そして告げる。

「だったらせめて、深呼吸をしてくれ──五回、いや三回でいい」

「…………………………」

　まるで初めて出で逢あったときのように告げる未祐。

　それでこれ以上の接近を許さずにすむのならと、璃亞は深呼吸を開始する。

「スー……っ、っ、ハァー……っ」

　熱のせいか、はたまた緊張によるものか。途とち中ゆうで身体が震えてしまう。深呼吸ひとつままならない自分に泣きそうになりながら、それでも璃亞は再び息を吸いはじめる。

「スゥゥ──………、ハァァ──～～っ」

　少し気持ちが落ちついたのか、二度目は先程よりも深く大きく。

　しかし、吐はいたところでやはり身体が震えてしまう。

　それでも、大分身体がリラックスしてくる。

　身から体だじ中ゆうに、脳にまで、きちんと酸素が行いき渡わたってきたのを感じる。

　そして最後。

「スゥゥゥゥゥゥ────」

　大きく息を吸い始めたときだ。

「──はい、そこまで」

　いきなり後ろから抱きすくめられたのは。

「────っ？」

　突とつ然ぜんの事態に、璃亞は思わず硬こう直ちよくした。自分の全身を未祐が包つつみ込んでいる。その感触に、すべての思考が飛んでしまった。空白の意識。そこへ、未祐が囁きかけてくる。

「さ、気がすむまで強がっていいぞ。好きなだけ意地を張ればいい。ただ、さっさと諦あきらめたほうが賢けん明めいだけどな。言っておくけど、オレはお前よりも頑がん固こな自信がある」

　そして断言。

「オレは絶対に引かない。お前が自分の限界を認めるまで──」

「────」

　璃亞は未祐の意図を理解した。彼は言わせる気なのだ。

　未祐は自分に降参を迫せまっている。限界を認めさせようとしている。

　助けて欲しいと──そう言わせようとしている。

「お願い……放して……」

　消え入りそうな声で璃亞が訴うつたえる。

　先刻さつきから、息ができなくて苦しいのだ。

「それは、息ができないから苦しいわけじゃねえよ」

「────っ？」

　すると即そく座ざに考えていることを見透かされた。弱い心を暴あばかれてしまう。

「やめて……結槻……っ」

　このままだと自分はおかしくなってしまう。駄だ目めになってしまう。

　お願いだから、もうこれ以上私の心を暴かないで──そう哀あい願がんするのに。

「──いいや駄目だ」

　未祐は、こちらを抱きしめる腕の力を強めてきた。

「ここで放したら、お前はおかしくなっちまう。駄目になっちまう──だから駄目だ」

「～～～～～～っ」

　璃亞は必死に唇を噛みしめて堪たえた。抵抗する。このままでは、あの交流試合のときの二の舞になってしまいそうで。またあんな風にされてしまったら、今度こそ自分はメチャクチャになってしまう。メチャクチャにされてしまう……。

　だから駄目──そう必死に自分の心を奮い立たせる。

　──しかし、あの日に生まれた弱い自分が囁いてくる。『今の状態なら、なにがあっても未祐の記憶には残らない』と。それは、この上なく魅みり力よく的てきに璃亞の心を揺さぶった。

　楽になりたい──苦しいのはもうイヤだ。そんな想おもいが、どんどんと膨ふくらんでくる。

　ならば他の誰でもない、未祐に楽にしてもらいたい。

「…………っ…………っ」

　そして、そう思ったが最後、どんどん体の力がぬけてしまう。こらえられなくなってゆく。未祐の抱きしめる力は変わっていないはずなのに、その手が深く沈しずんでゆく。どうしようもなく、心と身体が従ってしまう。斗神璃亞が──結槻未祐に屈くつしてしまう。

「ああ……」

　そして、とうとう限界が訪おとずれた。ふるえる甘あまい吐息がそれを教える。

　だが、まだ勝負はついていない。まだ璃亞は楽になっていない。完全に落ちていない。

　だから未祐は許さない──

「──言えよ」

　唇が耳じ朶だに触れるような距離で告げる。

　言わせる。

「結槻ぃ…………っ」

　璃亞は、ゆっくりとふり返った。肩かた越ごしに、自分を見つめる未祐を見る。

　まるでキスの前のように近い距離にいる彼を見て、涙なみだがひと筋頬をすべる。

　だから自分の限界を。嘘で隠していた、心の奥おく底そこにある本音を。

　言う。

「………………助けて」

　この深い苦しみから、どうか私を助けて──

　すると、応こたえるかのように未祐は璃亞の戒いましめを解いた。

　抱きしめていた腕を離して、自身の正面に璃亞を向かせる。穏やかに微笑んで。

「やっと言ったか──頑がん張ばりすぎなんだよ、お前」

　と、未祐。

「まだ苦しいんだろ……自分でどこだか言えるか？」

「うん……」

　璃亞は小さくうなずいた。もうなにも考えなくていい。今の未祐にはなにをしても、なにをされても、なかったことにできるのだから。だから、好きなだけ甘えてしまえばいい。

　全部──白状してしまえばいい。

「あれからずっと胸が辛いの……」

　あなたと離れているときも。

　あなたの傍にいるときはもっと。

「いっぱいいっぱい、苦しかったよ……」

　璃亞の告白に、そっか……と未祐はうなずいて、

「わかった──今まで気づいてやれなくてゴメンな」

　そう言って、そっと璃亞を抱き寄せた。そして優しく背中を叩たたいてくる。

「────っ」

　そのとき、ずっと塞せき止とめていた璃亞の想いが決けつ壊かいした。

　声と涙が溢あふれ出だせば、あとはただ流れていくだけ。

　悩みと苦しみが、身体の中から浄じよ化うかされてゆく──





　未祐は「カゼが悪化するから」と、早く身体を拭くように告げた。

　だけど、璃亞はまだ未祐と離れたくなくて、そのまま彼の胸に顔をうずめたままでいる。

　未祐はやれやれと溜ため息いきをついて、

「あと、五秒以内に離れないと、服を脱がせてオレが身体を拭くからな……」

　そう言って、強引にカウントダウンを始める。

　璃亞はそのままの体勢で、未祐の声を聞いていた。

「五、四、三、二、一────…」

　そこまで言って、未祐の声がゆっくりと止まる。抱きしめられた腕を通して、伝わってくるのは困こん惑わくだ。だから、

「…………いいよ」

　璃亞はそっとつぶやいた。ゆっくりと顔を上げる。

　未祐を見つめる。

「ゼロって、ゆっていいよ……」

「お前──」

　驚きの表情で、未祐がこちらを見てくる。

　──こんな顔もするんだ。

　この状態のときはひたすら強気で、どんどん強引に攻せめてくるのだと思っていた。

　ひと泡あわふかせてやれたかも──新たな発見に、思わず璃亞は小さな笑みを得る。

　そして言う。

「ゼロってゆってよ──結槻」

「お前……意味わかって言ってるのか？」

「…………………………」

　璃亞はなにも言わなかった。ただ、黙って未祐を見つめる。

　それが答え。無言が意味するものは、明確すぎるほどの肯こう定ていだ。

　そして未祐の決断を待つ。璃亞の答えに対する彼の意思を。

「────」

　ところが、未祐はなにも言わなかった。けれど、黙ってこちらに手を伸ばしてきて。

　そして──その指先が首筋に触れた。

「んっ……」

　ぴくんと身体が小さく震えた。

　つつっ、とすべるように未祐の指は下へ。ブラウスのボタンへと下りてゆく。

　璃亞が、先刻自分ではめたのは第二ボタンから下。プチン、プチン、と小さく乾いた音を立てて、ボタンが外されてゆく。そして上から四つ目のボタンが外された瞬しゆ間んかんだった。

「──あ」

　まるで意思を持ったかのように、シュルっとブラウスが胸の輪りん郭かくに沿って脇へ引き込まれた。代わりに豊かな胸が解放されたことを喜ぶかのように、強調されて前へと押おされるように溢れ出でる。

「────っ」

　思わず羞しゆ恥うちに身を硬くした璃亞に、

「……………………」

　未祐は無言でその表情を見る。眼が言っている。『止めるならば、今のうちだ』と。

　だから璃亞は、

「ん──」

　眼を閉じて、顎をかすかに上げることで、未祐に続きを促した。

　もう引く気はなかったから。

　すると、未祐は大きく嘆息し、

「────ゼロ」

　そう言って、残りのボタンを一気に下まで外していった。

「～～～～っ」

　璃亞はキュッと唇くちびるを噛んだ。これで後あと戻もどりはできない。もう止めることは不可能だ。

　鎖さ骨こつに沿うようにして、未祐の両手がブラウスの中へと差し入れられた。

　そして肩へと斜ななめに登る軌き道どうで後ろに回れば、ブラウスが肩から背中へと下りてゆく。

　璃亞はブラウスの袖そでから腕を抜くと、両りよ腕ううででかき抱いだくようにして胸を覆おおった。

　頬ほおが紅潮しているのがわかる。

　だが未祐の手は止まらない。当然だ。それを望んだのは自分なのだから。

　スカートのホックを外された。ジィィィィィ──ゆっくりと、いやらしい音を立てながらファスナーが下ろされてゆく。今の璃亞は、立ち膝ひざの状態だ。ヒップラインを越こえたところで、スカートはそのまま下にストンと落ちる。ショーツが姿を現した。

　未祐の眼に晒されていることを意識して、璃亞は内うち股ももをこすり合わせる。そして、くるりと背中を向けた。未祐の視線から逃にげたのではない。逃げるつもりなんてさらさらない。

　スカートを脱がしやすいように、足の先を未祐の側へ向けたのだ。

　すると未祐が背後から、腕を回すようにして両手を璃亞の太ふと腿ももへ。

「んっ……」

　小さく反応した璃亞にはかまわず、そのまま膝の下へと滑すべらせれば、自然とスカートが脱がされる形になる。

　璃亞はスカートから足を抜いたあと、そっと自分のリボンを解いた。

　さぁぁっと静かな音を立てて、滝のように髪が流れ落ちる。頭の左から梳くように手で右へとすべらせれば、艶めく髪が右肩から身体の前へとこぼれてゆく。

　自分の背中を未祐の眼の前にさらした璃亞は、立ち膝をやめてベッドへと腰を下ろした。自然と、その身は未祐にもたれかかるように後ろへ。まるで背後から未祐に抱きしめられることを望むかのように。

　そして、未祐にブラジャーのホックを委ねる。

「────」

　すると未祐の手が一いつし瞬ゆん止まった。

　見られていると感じて、璃亞は思わず眼をつぶった。

「～～～～～っ」

　そんなふうにじっと見られたら、恥はずかしくてどうにかなりそうだ。

　お願い早くして──と璃亞が祈いのるような気持ちでいると、

「──綺き麗れいだな、斗神の背中」

　囁くように、未祐が言ったのが聞こえてきた。璃亞はおそるおそる眼を開ける。

「……本当に？」

「ああ、すごく綺麗だ……」

「…………えっち」

　璃亞がそうつぶやいたとき。

　プツンと、まるでボタンが外れるような音を立てて。

　ブラジャーのホックが外された。

「あ──」

　熱を持った胸が戒めを解かれ、腕の中でサイズを増した。

　そして右から引っ張られる形で、ブラジャーを持っていかれる。

　これでもう、残っているのはガーターベルトとショーツのみ。そんな裸よりもはしたない姿を未祐にさらしている自分を意識して、璃亞はゾクっと身震いをする。すると、それすら今の火照った肢体には心地良く感じられて、璃亞は甘えるようにして未祐にねだる。



    

  
    
      「お願い……」

　身体が冷える前にと、それだけを短く告げる璃亞の背中に、未祐が蒸しタオルを当てた。

「は……あっ」

　触れられた瞬間、くすぐったいような痺しびれが、雷かみなりのように背中から腰こしへと走り、思わず璃亞は吐息をもらす。タオルの上からだけど、未祐の手の形がはっきりとわかる。

　きっと未祐にも、璃亞の身体の感かん触しよくが伝わっているだろう。タオルは首の後ろを基点に、左右の肩から腕を行き来。そして、背中から腰へと下りてゆく。

「んぁっ……」

　肩けん甲こう骨こつを撫なでられたところで、また心地良い電気が走り、ピクンと身体が震えた。

　腰やわき腹を拭かれていると、じんわりとくすぐったいような甘い感覚が、徐じよ々じよに身体中に広がってゆく。ひと通り背面の汗を拭いたあと、未祐はぬるくなったタオルをお湯でゆすいで絞しぼる。そして、再び温めたタオルでもう一度同じコースを拭いてゆく。

「んぅ……あっ」

　うっすらとかいていた汗が拭き取られたあとの肌は、先ほどよりもずっと敏感で。

　体温と同じくらいに、熱を帯びた吐息がもれる。

　でも、もう我慢はしなかった。未祐にもう我慢するなと言われたから。

　だから心で抑えつけようとはせず、身体の自由にさせてあげた。

　──そして、未祐の手がゴールへと辿たどり着ついた。

「……終わったぞ」

　短い言葉を聞いて、璃亞は長い長い吐息をもらす。

　未祐が拭いてくれたのは、肩や背中に腰、そしてわき腹だ。最後までこちらを気き遣づかったまま。

　これで終わり──璃亞は呼吸を整える。そしてキュッと唇を噛んだ。

　上気した頬をさらに赤らめ、揺れていた心を決める。

「あとは自分で──」

「……ねぇ結槻」

　未祐の言葉を遮って告げる。ゆっくりと振ふり返かえる。今度は顔だけではなく、腰を捻ひねって。

　片手で胸を押さえた上半身が、未祐の正面を向く。

「私まだ、汗──かいてるよ？」

　その首筋から流れた汗が、鎖骨の窪くぼみで勢いをつけて、璃亞の胸の美しい曲線を通って谷間へとすべり落ちてゆく。

「───────」

　言われた未祐は黙って璃亞を見つめてくる。今度は表情ひとつ変えずに。

　意味がわかっていないはずはない。でも璃亞は、あえて続きを口にする。

　全て言う。

「最後まで、全部ふいてよ──」

　そう告げると、未祐の眼がスッと細くなる。

「────良いのかよ？」

　問いかけに、璃亞はこくんとうなずく。

「中ちゆ途うと半はん端ぱなのは、もうイヤなの……」

　──このままでは、きっとまたすぐに苦しくなってしまう。

　そして未祐は、ここで起きたことはなにもかも忘れてしまうのだから。

　それならば、いっそ徹てつ底てい的てきにメチャクチャにして欲しかった。

「────」

　未祐がゆっくりと近づいてくる。そして目の前に立ってこちらを見下ろしてきた。

　対する璃亞は未祐を見上げて、

「…………お願い」

　と、短く告げる。

「してよ、結槻……」

「わかった──お前がそれを望むなら」

　そう言った未祐が、ゆっくりと璃亞の身体を後ろに倒す。

　とさっと音を立てて璃亞は横になる。そして胸を隠していた腕を、ゆっくりとどけていった。璃亞の胸が──すべて露あらわになる。

　それが未祐を導く合図だ。

　タオルを持った未祐の手が、そっと璃亞の頬に触れる。璃亞は眼を閉じて、甘えるように首を傾かたむけて重さを預けた。すると、タオルという名の未祐の手が下がってゆく。

「ふあ……んっ」

　璃亞は甘い溜息を吐いて、しかしそのまま身を任せる。触れられている、その感触に意識を集中させる。この手が、ずっと素直になれないでいた自分を、メチャクチャにしてくれるのだと。ただそれだけを想って身体を熱くした。その手が首筋を通り、鎖骨をなぞって、胸の輪郭から谷間をすべり、臍へその輪郭をこすり上げてゆく。

　さらには背中から腕を行き来し、脇の下へ。そこからさらに腰へと下がり、

「待って……」

　と言って、璃亞はニーソックスを留めているガーターベルトのクリップを外した。

　四つ全てのクリップを璃亞が外すのを待ってから、未祐が手で璃亞の太股を上から撫でるようにすれば、ニーソックスが脱がされ、色っぽい生脚があらわになってゆく。

　そして未祐の手が璃亞の下半身をふいてゆく。太股から膝裏、ふくらはぎ、そして踵から足の指の間まで隅々まで触れるように。

　──触れられて知る。自分の身体のどこが敏感なのかを。

　そして──どんなに敏感なのかも。

　やがて足を拭き終えた未祐の手が、璃亞の足の甲こうから上へ向かう。

　脛すねへと上がり、膝を通とおり抜ぬけ、内股へと進んでゆく。

　そして背後に手を回され、

「────あっ」

　腰を浮かせられた。璃亞はその意味を知り、胸の鼓こ動どうを高鳴らせる。

　未祐の冷たい瞳を見つめていると、眼と眼が合い、冷たい視線に射い貫ぬかれた。

「あ──」

　その眼が、もうイヤだとは言わせない──そう言っているような気がして。

　ゾクリとした感覚が背筋を抜けて、璃亞の身体をピクンと震わせる。

　そして璃亞は、笑えみを浮かべた。いいんだよ──そう表情で未祐に告げる。

　私はあなたに、それを望んだのだから。

　だから断らないでいい。確かく認にんしなくていい。

　どれだけ強引にしても、どれだけ乱暴にされてもかまわない。

　ただ心の底から望むのは、ひとつだけ。

　──今だけは、どうか私を、あなたの思うとおりにして。

　壊こわして──

「────」

　その想いが伝わったのだろう。

　未祐の手が、ゆっくりと璃亞のショーツへと掛かけられた。

「ああ……」

　まだ完全には捨てきれない恥じらいに、璃亞は眼を閉じる。

　それでも声は、甘く潤うるみを帯びていた。

　──これで私は、斗神璃亞は。自分のすべてを、結槻未祐によってメチャクチャにしてもらえる。素直になれない自分も、嘘をついて苦しんでいた気持ちも、なにもかも。

　ひとつ残らず壊してもらえる──

　璃亞はついに未祐に自分自身を──斗神璃亞のすべてを晒して。

　そのあとのすべてを、未祐に委ねた──





　──そして、どれだけ時が経たっただろう。

　ゆっくりと、未祐の反応を窺うかがうようにして璃亞は眼を開けた。

「…………え？」

　しかし眼を開けると、目の前に未祐の姿はなくて。

　壁かべの時計を見れば、時刻は六時。だが、窓の外はすでに明るい。

「朝…………？」

　そのまま、さらに身体を起こそうとすると。

「────っ？」

　ベッド脇で、未祐が眠ねむっていることに気づいた。制服姿の未祐は、璃亞の手を握にぎっていて。思わず声を上げそうになりながらも、璃亞はかろうじてこらえることに成功する。

　──そして、ほどなくして、徐々に頭がはっきりしてくる。

「えっと──ちょっと待ってよ、……ええっ？」

　しかし、混乱してしまう思考。

　いったいどこまでが夢だったのか、記き憶おくがはっきりとしない。

　思い出せ。たしか、自分たちは最後まで──最後まで？

　……いったのだろうか？

　わからない──思い出せない。璃亞が顔を真っ赤にして困惑していると、

「んん………」

「────っ!?」

　言葉にならない寝ね言ごとを口にした未祐に、璃亞は驚いて身をすくめる。

　そしておそるおそる未祐を見れば、幸いにもまだ眠りからは覚めていないようだった。

　璃亞はホッと胸を撫で下おろし、そして穏やかな瞳で、眠る未祐を見た。

　少なくとも、わかっていることがひとつだけあったからだ。

　未祐が自分と同じように、一晩中看病してくれていたこと──それだけは間違いない。

　未祐を起こさないように優やさしく彼の前まえ髪がみを手ですき上げ、そっと頬に触れる。

　すると、トクンと静かに胸の鼓動が高鳴ったのを聞いた。

　そうだよね──全部が夢なんかじゃないんだよね。

　未祐を目の前にして、こんなにも穏やかな気持ちでいられるのだから。

　心が軽かろやかに感じられるのだから。だから、これでいいんだと璃亞は思う。

　真実は記憶ではなく──心だけが知っていればいい。

「ありがとう……」

　そうつぶやいて、未祐に布ふ団とんをかけてあげようとしたところで、

「────あっ、やっ？」

　まだ身体がうまく動かず、璃亞は未祐の上に倒たおれこんでしまう。

「やだ、ちょっ────きゃあぁっ!?」

「なっ？　なんだっ、なんだぁ──っんぶっ!?」

　絡からみ合あって、ふたりはそのまま床ゆかに転がる。奇くしくもそれは抱き合うような形になって。

　しかし、ふたりはそのことには気づかずに、

「………痛いってぇ～」

　と、頭を振りながら未祐。

「斗神──お前、人の背中にエルボーくれただろ」

「ふ、ふん、ありがたく思いなさいよねっ」

「誰だれも欲しいなんて言ってねえよ！」

　璃亞が叩いた憎まれ口ぐちに、朝一番から未祐は即そくツッこみ。

　しかし、

「────」

　こちらを見て、すぐにギョッと眼めを丸くした。

「な、なによ……っ」

　璃亞は、下した敷じきにしている未祐の視線の先を見た。

　そして知る──自分の胸がどうなっているか。

　パジャマの前が、全て開け放たれていた。さらに、下はパジャマすら着ていなくて。

　つまり──今の璃亞はおっぱい全開のショーツ満開。恥ち辱じよくの早朝タイムサービス。

「─────っきゃぁぁぁぁっ!?」

　パニック状態というのは本当におかしなもので。

　璃亞は露出している胸ではなく、口元を押さえて大だい絶ぜつ叫きよう。

「バっ、バカ、口じゃなくて胸を隠せよっ！」

　すると、こちらも半ばパニック状態の未祐が、とっさに下から璃亞の胸を隠そうとして。

　しかし──思い切りこちらの両胸を鷲わし掴づかみにしてしまう。

「──────」

「──────」

　あまりの事態に、思わず絶句して硬直するふたり。

　窓からは、心地良い陽ひ射ざしが差しこんでいるのに。こんなにも気持ちの良い朝なのに。

　なんて最悪な一日の始まり。

　──なんだろう。たしか前にもこんなことが。既視感デジヤビユがある。

　この屈くつ辱じよくの騎きじ乗よう位。

「………………ちょっと」

　ゆらり、と璃亞はドス黒いオーラをにじませながら呼びかける。

「し、仕方ないだろっ、不ふ可かこ抗うり力よくだよっ。オレはお前の胸を隠そうとしただけだ！」

　人の胸を揉もんでる変態が、必死になってなにか言い訳をしている。

「動くなよ斗神、今オレが手を離したらモロに見えちまう。落ち着いて考えろっ……そうだ！　今からオレが少しずつ手を下にずらすから、それに併あわせてお前も上から手で──」

「──そんな悠ゆう長ちような事しなくても、アンタがさっさと眼をつぶって手を離せばいいだけの話でしょうがっ！」

　璃亞は、未祐の眉み間けんに拳こぶしをぶちこんだ。そして「ぐおおっ」と呻うめき声ごえを上げながら床を転がる未祐を無視して、そそくさとパジャマのボタンをはめる。

「まったくこのエロ犬は──油断も隙すきもないわね」

「オレは悪くない……ボタンは自分で外したんじゃないかよ」

「────」

　未祐の弁解に、ボタンをはめていた璃亞の手が止まった。

　──ちょっと待て、今この男はなんと言った？

　確かに。自分は先日、寝ている最中に無意識に服を脱ぬいだことがある。

　だが、なぜこの男がそれを知っている？

　答えはひとつだ、決まっている。

「アンタ……まさかそれを黙って見てたわけ？」

「いやっ、だって寝ね苦ぐるしそうだったし……それに、オレがボタンをはめ直すわけにもいかないだろっ？　だから、カゼが悪化しないように、何度か布団は掛け直したけど……」

「…………ふうん、そうなの」

　璃亞は底冷えするような声で言った。

　昨日の自分は熱でうなされていたのだ。さぞかしそれは色っぽい吐息をもらして、ストリップさながらに服を脱いだことだろう。

　そして──それをこの男はご丁てい寧ねいに鑑かん賞しようしてくれていたというわけだ。まさにエロ犬の真骨頂。正気に戻った未祐に、そこまでサービスするつもりは自分にはないというのに。

　璃亞の唇の端はしが吊つりあがってゆく。こめかみがピクピクと震え出す。

　璃亞は「ふふふふ」と引きつった笑みを浮かべた。

　──あらあらまあまあ、それはそれは。大変ご機き嫌げんさまでした。よもや、正気の時の記憶までなくしてもらうことになるなんて。何発くれてやったものかしら。

　璃亞はボタンをはめるのを止めて、そのままゆらりと立ち上がる。

「バカっ──立つとパンツがっ、パジャマの下をはけ！　いや、じゃないっ、それよりもまずは前のボタンを留めろっ。胸が……下乳が見えるだろっ」

　そう言って、慌てるように叫さけぶ未祐に、

「下乳だろうが、ヨコ乳だろうが、何乳だろうが、そんなものがいくら見えたところで、アンタはもうなにも気にする必要はないわ……」

　だって、と璃亞は冷れい笑しようを浮かべる。

「数えきれないくらいの私の想いをあなたにあげる──死ねなさい」

「なにその命令形っ!?」

　驚きよ愕うがくする未祐に向かって、璃亞は自じ慢まんの足を振り下ろした。

　そして早朝のマンション中に、哀あわれな叫び声が響ひびき渡る──



    

  
    
      

　それから日は進み、週が明けた月曜日。

　放課後の清せい掃そう時間が終わったあと、未祐はゆっくりと教室から外へ出た。

　ゆったりとした足取りで、向かう先は保健室。

　一階に下り立ちまず右折。続いてすぐに左折をすれば、その先にあるのは第二保健室だ。

　しかし──未祐は左折をしなかった。選んだのは直進だ。

　下校する生徒であふれる生徒玄関を通りすぎて、それでもさらに未祐は廊ろう下かを行く。

　そして喧けん騒そうを背中で聞くようになったころ、ようやく辿りつく。

　プレートに『保健室』とだけ書かれたその部屋は、草薙学園の第一保健室だ。

　未祐は軽くノックを二回。すると「どうぞ」とこちらを促す声が中から返った。

「失礼します──」

　そうひとこと添そえて、未祐は中へと足を踏み入れた。

　久しぶりに訪れた第一保健室。ごく普ふ通つうの空間。だが、今の未祐にはわかる。それこそが、彼ら保健局が最も良いと考えた空気だと。訪れた者と相対するのに、彼らが最善の距離感と考えて作り上げた雰ふん囲い気きに他ほかならないことを。

「やあ、キミか……」

　部屋の奥から、鳥海が姿を現した。

　そしてひと目未祐の顔を見るなり眉まゆをしかめ、

「引っかき傷に青あざ──ケンカはあまり感心しないな」

「別にケンカはしてないです」

　抵抗できませんでしたので。あれは一方的な暴力です。

　未祐は心の中で嘆息し、そして表情を改める。

　言う。

「──今日は、この間の件の報告に」

「……………………」

　こちらがなにを言っているのかわかったのだろう。

　鳥海はスッと眼を細めると、視線を真しん剣けんな眼差しに変えて、

「………聞こう」

　と、だけ短く言った。

　だから未祐は結果を口にした。あの日、鳥海から打だ診しんされたことへの回答を。

　結槻未祐にとっての『みんなにとっての最善』を。

　はっきりと告げる。

「──斗神は、保健局へはもどりません」





　──そして時は遡さかのぼる。璃亞が倒れた先週の金曜日へ。

　時刻が午後の三時半を回ったころ。

　気がつくと、未祐は見知らぬマンションの一室にいた。

　混乱する頭を必死に落ち着かせ、周囲を見ればベッドで眠っている璃亞がいて。

　そこでようやく、自分がまた女子テニス部の交流試合のときのように、記憶をなくしていることに思い至った。

　だが──あのときとはわずかにちがっていたことがあった。

　前回は、璃亞がケガを隠かくしてテニスを続けていたのを見たのが最後、気がつけばひとり病院の待合室におり、その間の記憶をなくしていた。あのときは、診しん察さつを終えた璃亞が姿を現して事情を説明してくれたが、それでも未祐は思い出すことができなかった。

　璃亞からは、未祐が強引に試合を止めると、そのまま病院へ連れていったと聞かされたのだが、まるで──その間にあったなにかが抜け落ちてしまっているかのように。だから、未祐の記憶がつながることはなかった。

　しかし今回はちがう。倒れていた璃亞を見つけたところで意識を飛ばし──そして意識を取とり戻せば璃亞がベッドで横になっていて。だから記憶の前後をつなぎ合わせれば、自然な流れができあがる。倒れていた璃亞を見つけ、そしてベッドに運んだという流れが。

　その状況が未祐の味方をしてくれた。前回のように璃亞に頼らず、そして過去のように愁一に頼ることもなく。失われた意識を自らでつなげるように意識を集中すれば、脳のう裏りに浮かぶのはまるで、自分の記憶ではないのではと錯さつ覚かくしてしまいそうになるほどの、あやふやな記憶の断だん片ぺんで。

　未祐はそれを繋つなぎ合わせる。見覚えのない部屋、初めて見るベッド。第二保健室でもなく、第一保健室でもなく、そして未祐のアパートでもない。だから自然と答えが導かれる。

　そう──たしか自分は、倒れた璃亞を彼女の家まで運んだのだと。

　無論、すべてを思い出せたわけではない。つながらない記憶はあるが、しかしそれは大したことではないと未祐は判断した。眠る璃亞の呼吸は穏おだやかで。大切なのはそれだけだから。だから、彼女はもう大だい丈じよ夫うぶなのだと──そう思い未祐はホッと胸を撫で下ろした。

　素直じゃない璃亞のことだ。おそらく少しくらい抵抗したのだろうが、自分はどうにかして彼女を寝かしつけたにちがいない。

　そんなことを考えていると、ふと感じたのは喉のどの渇かわき。

　水をもらおう、そう思って立ち上がろうとしたときだ。軽いめまいでふらついた拍ひよ子うしに、手をついたのが本ほん棚だなだった。棚たなに収められていたファイルに手がぶつかり、下に落ちて床に散らばる。璃亞を起こしてしまったかと思い冷や冷やしたが、幸い彼女が眼を覚ますことはなかった。そして、散らばった中身を片づけようとして。

　そして見た。

　眼に入ったファイルの中身──それは保健部のために璃亞が作成した、大量の資料とデータだった。顔を上げれば、五段ある本棚に同じようなファイルがびっしりと並んでいて。

　確認するまでもない。全部が資料とデータであることは明白だった。

　さらに、別の本棚には多数の医いり療よう・看護系書しよ籍せきがずらりと並んでいた。

　知っていた──そう思っていた。璃亞の保健部に対する想いがどれほどのものか。彼女がどれだけの覚かく悟ごと決意で、ひとり闘っていたのか、歯を食くい縛しばっていたのか。悩なやみ苦しむ人たちと向き合っていたのか。

　──だが、自分は全然わかっていなかった。学校で眼にしていた璃亞が、彼女の全てなのだとでも、思っていたのかもしれない。しかし、ちがったのだ。眼に見えるものだけが全てではなかった。彼女の想いは、本当の気持ちは、眼に見えない場所にあったのだと初めて気がついた。その場で目にしたファイルや本ですら、おそらくは彼女の一部分でしかなくて。そんな彼女だからこそ、あの心地良い第二保健室を作り出すことができて、そして多くの人が彼女を頼ってあの場所を訪れているのだと知った。

　だから──鳥海の言っていたことは、あながち間違いではないと思う。

　思い入れが強すぎて、深入りしすぎてしまっている。それは時として、互たがいにとって悲劇で終わる。だから、時に彼女は自分を犠ぎ牲せいにしてしまったり。時にひとり──ひどく傷ついてしまったり。彼女はきっと、そんな素そ振ぶりはおくびにも出さないだろうが。

　そして今回も、自分の悩みや苦しみよりも、他人の方を優先して──倒れてしまうまで。

　それが正しいなどとは、璃亞も言うつもりはないだろう。それでも、彼女は微み塵じんも後こう悔かいしていないと思う。そうやって、これからも璃亞はあの場所を守り続けるにちがいない。

　絶対に背中は向けない──それが、みんなのためになると信じているから。

「──わかりますか？」

　と、未祐は言った。

「彼女は間違っていると言い切ったあなたに、言い切れるあなたに、斗神の想いがわかりますか？　言いましたよね鳥海さん、『みんなにとっての最善』を選ぶべきだって。でもね、きっと斗神はそれじゃダメだって、そう考えたんじゃないのかなってオレ思うんです。おそらくアイツは、そんなものを、そう都合良く実現できるわけがないと思っていたんですよ。『保健部は私の夢だから』と言って、あなたたちから離はなれはしましたけれど、でもアイツは理想家じゃない。徹底的な現実主義者ですよ。綺き麗れい事ごとだけじゃ、犠牲を払はらわなきゃ、救えない人がいる。そして、そのためにはどれだけ自分が傷つこうがかまわない──アイツはきっとそう考えたんだと思います。だからこそ、そんな自分の考えにあなたたちを巻きこむわけにはいかなかった……だから斗神はたったひとりで保健部を立ち上げたんだ」

「……結槻くんの言うことは一理あるとは思う。だが、いささか美化されすぎているな」

　と、鳥海は冷静に告げる。

「人の気持ちを真に理解する、完全に苦しみを取り除く──それこそひとりよがりで勝手な、都合の良いまやかしだろう。キミは斗神を擁よう護ごしているが、それは彼女の自己満足を容よう認にんしているだけじゃないのかね？　それに、私が言った『みんなにとっての最善』というのは、絵に描かいたモチではない。全員の最大公約数を模も索さくするべきだと言ったんだ」

「──そんな簡単に、人の気持ちって割り切れますか？」

　未祐の声に感情がこめられる。

　自分の想いを必死に伝えようとする、そのやるせない感情は切なさだ。

「その数でしか割れないような、そういう人の想いってあるでしょう。割り切れずに、余った想いはどうすれば良いんです？　どこにも持っていけなくて、抱かかえこむしかなくなって、それでつらくて、苦しくなってしまうんじゃないですか」

「誰だってつらい思いや苦しみを抱えて生きている。人が生きている以上、それは向き合い背せ負おわなくてはならない重みだろう……」

「────っ！」

　ギリッと未祐は歯を鳴らした。

　カッとなった思考は冷静さを奪うばう。沸わき立たつような感情の奔ほん流りゆうそのままに叫ぶ。

「だからっ、それでもそれを少しでもなんとかしたいって……そう思っているんじゃないですか──アイツはっ!!」

「────」

　未祐の怒ど声せいは、鳥海から言葉を奪う。

　第一保健室に沈ちん黙もくが降りる。

　だが──鳥海は大人だった。未祐が冷静さを取り戻すのを待ち、それからゆっくりと話しはじめる。

「平行線だな。人の気持ちを真に理解しようとするキミたちと、人の気持ちを割り切るべきという私たち──はたして、どちらがエゴなのだろうね」

「……きっと、どちらもエゴですよ。オレらはどちらも正しくなくて、同じくらいに間違っているんだ」

　しかし、だからこそ──それでも譲ゆずれないのなら。

　互いが信じた道を行くしかない。

「──先週の金曜日」

　鳥海は冷ややかな声で言う。

「斗神は昼休みに倒れたそうだね。保健部の無む茶ちやな活動が祟たたったのは明白だ。そんないい加減な状態の斗神が相談に乗ったところで、それでいったい相手の苦しみの、なにがわかるというんだ？　本当に相手の苦しみを解消しようと思ったら、まずは自分が健康でなくてはならないんだよ」

「それなら、心配はいらないですよ……」

　と、未祐。

「アイツが倒れたのはオレのせいです。カゼを引いていた、オレの見み舞まいに来たせいです。

だから斗神のせいでも、保健部のせいでもありません」

　そこで、未祐は手に持っていた紙かみ袋ぶくろの中身を取り出した。

「それに、今後は斗神がひとりでムチャをしないように、オレがアイツを見張りますから」

　そう言って、未祐はスッと袖を通す。

　まぶしいくらいに輝かがやきを放つのは、一点の曇くもりすらない、透き通るような白衣だ。

　襟えりを正して前を見み据すえれば、それはそのまま決意表明になる。

「アイツはもうひとりじゃない。オレもいる。だからもう、ひとりよがりだなんて言わせない。斗神が間違っていないことを、アイツの傍かたわらで、オレはどこまでも証明してみせる」

　失礼します、と言って未祐は第一保健室を出て行こうとする。

　扉とびらに手をかけたところで「残念だ」と、鳥海は言った。

　未祐が振り返れば、互いに視線を交かわし合う形になる。

「ならば見せてもらうとしよう……私が目指したものとはちがう、キミたちの最善を」

「──ええ、きっと」

　頷うなずき未祐は片手を上げて、第一保健室をあとにした。

　廊下に出れば、すでに陽ひは傾いており、校舎の中が橙だいだいに染まり始めている。





　来た道を戻るようにして、未祐はゆっくりと歩いてゆく。

　そして東階段の手前──廊下の曲がり角へきたところで足を止めた。

　リノリウムの床を踏ふんだ上うわ履ばきが、キュッと音を立てる。

「────」

　未祐が今、立っている場所。それはひとつの分ぶん岐き点てんだ。

　──入学式のあの日、指をケガした未祐にはふたつの道があった。

　学校が主動する普通の保健室である第一保健室。

　生徒が主動する特別な保健室である第二保健室。

　思い出す。あの日、あのときの自分は、まだ場所すら知らない保健室を探しながら、それでもまるで確信していたかのように、第二保健室へと辿りついた。

　その巡めぐり合わせを縁えんと言うのならば、あるいは運命のようなものだったのかもしれない。

　自分があの場所へ行くことは。

「行くか──」

　未祐は再び歩き出した。

　いつもよりも広い歩ほ幅はば。それはあの日、この場所へ向かうときと同じ確信に満ちた歩幅。

　第二保健室──その扉の前に立ち、未祐は改めてその入口を見た。

　回転式のドアノブに掛けられた表札には、赤い字で「活動中」と書かれていた。

　それは現在、中に彼かの女じよがいることの証明だ。

　未祐は軽く扉をノック。ひと呼吸の合間をおいて、

『────どうぞ』

　中から返る透とう明めいな声。

　未祐はガチャリと扉を開けて、ゆっくりと中へと入っていった。

　静かに扉を閉めて、部屋の中をふり返り、

「────」

　穏やかな空気が迎えてくれたのを知る。とても滑なめらかな空気だ。

　太陽が傾けば、陽の光は柔やわらかさを増すもの。部屋の中は今、ゆっくりと優しい茜あか色ねいろに染まろうとしていた。

　本日の天気は晴天──そのため、自然採光のみで充じゆ分うぶんな光量が確保できるため、室内の照明の出番はまだ少し先。これから徐々に、天てん井じようの蛍けい光こう灯とうに輝きが灯ともり始めるだろう。

　窓から入ってくる風は、春の心地ここちよい湿しつ度どとほのかに甘い新緑の香かおりを伴ともなって、室内を爽さわやかに流れてゆく。

　未祐はその風に呼ばれるように、静かに部屋の奥へと。

　そして見つける。

　草薙学園保健部の部長にして、第二保健室の主。

　荒あらくれナイチンゲール、斗神璃亞の姿を。

「……………………」

　未祐が眼にしたのは、机の縁に腰かけている璃亞の横顔だった。

　アプリコットブラウンの彼女の髪かみと瞳ひとみは、橙だいだ色いいろの夕日を浴びて金色に輝いていて。

　ポニーテールにして流している後うしろ髪が、そよぐ風で小さくゆれていた。

　未祐はなにも言わずに、そんな璃亞を見つめつづける。

　すると、未祐に気づいた璃亞がそっとこちらに視線を向けてきた。

　眼と眼が合い、互いが互いをしっかりと認識する。

「────よう」

　少し照れたような口調ではにかむ未祐に、

「あら結槻──ってなによ、その格好は…………いったいなんのつもり？」

　璃亞は顔をしかめる。

「パンツ一丁に白衣にガーターって──まるで変態じゃないの」

「勝手に人の服装を捏ねつ造ぞうすんなっ、ちゃんと現実を直視しろ！　そして言っておくが、今お前が言った服装は、初めて逢あったときのお前自身の格好だからな！」

「でも、そろそろアンタはもう少し、自分の女顔キャラを活いかす努力をしたほうがいいと思うのよ──そうすれば、今よりもっと楽に女子トイレや更こう衣い室しつに忍しのびこみやすくなるじゃない？」

「人の顔を犯罪に都合が良いみたいに言うのはよせ！　それから『今よりもっと楽に』ってなんだっ。いつオレがそんな変質者のようなマネをしたよ!?」

「小学校五年の二学期に興味本位でやったのが一回目、中学校三年の受験直前にストレス解消で忍びこんだのが二回目よ」

「デタラメはよせ！　なまじ具体的だからリアルに聞こえるだろうがっ！」

　現代社会の闇やみ。冤えん罪ざいが生まれる瞬間を、今見た。

　クローズアップ現代。

　すると璃亞は冷たい視線をこちらに向けながら、

「……で？　もう一度聞くけれど──その格好はいったいなに？」

　ひと文字ずつ区切るように強調して、問いかけてくる。

　こちらの真意をうかがうように。

　だから未祐はポリポリと頭をかいてから、改まった口調で言う。

「今日から保健部に入りました、一年十組の結槻未祐です」

「あらあら驚おどろきね。誰がそんな勝手なマネを許したのかしら」

「どの部活に入部するかは、生徒個人の自由です」

「笑わせないでよ──アンタなんか、生徒でもなければ個人でもないわ」

「そんな否定の仕方があるか！　だったらオレはどんな団体なんだよ！」

　未祐のツッこみに、璃亞はフンと鼻を鳴らした。

「だいたい、私は入部届を受け取ってないわよ」

「入部届なら出したぜ」

　さらりと未祐。

「ただし、お前にじゃないけどな。入部届は担任教師に出すものだ──当然だろ？」

「あら残念ね。あいにく去年、馬ば鹿かでスケベな男子の入部希望者が多くて、活動に影えい響きようが出そうだと判断されたので、ウチに入るには入部面接をしてもらうことになってるの」

　ふふんと璃亞は笑う。

「保健部の予算は、ウチの学校に多額の寄付をしている理事の方々に協力してもらっていてね。だから入部適正者かどうかをまずは私が判断して、それから学園理事が許可を出すことになったというわけ」

「……許可ならもらったけど？」

「え──？」

　眼を丸くする璃亞に、未祐は肩かたをすくめて見せる。

「昨日は第四日曜日、月例の理事会の日だ。だから、理事会やってる視しち聴よう覚かく室に乗りこんで、そこで入部許可をもらった」

　──すべては、璃亞を家まで送ったあの日。

　彼女の部屋で見た、保健部に関する膨ぼう大だいなファイルを見て、璃亞の保健部に対する想いを知ったとき。そこで未祐は、保健部へ入る決意をした。

　そしてたまたま開いたそのファイルが、不純な動機で入部しようとしたことをきっかけに、自由入部ではなく採用形式にすることが書かれていたもので。未祐はどうすれば、保健部に入部できるのか、その方法を詳くわしく知ることができた。

　そして、そこからの未祐の行動は早かった。翌々日が月例の理事会と知るや、眠っている璃亞を看病しながら、彼女が保健部設立時に作成した資料を探し出し、その要点を把は握あく。

　さらに、自分が入部することでどのようなメリットがあるのかをまとめ、入部動機、保健部に入ってどんな活動がしたいのかを考えておいた。

　それを理事会で披ひ露ろうしたのだ。突然の乱入に、校長や教頭は驚いていたようだが、保健部について──斗神璃亞について大事な話があると告げると、理事長は未祐の話に耳を傾けてくれた。

「ビックリしたよ。理事のお偉えら方がたからお前、本当に信しん頼らいされてるんだな」

「信じられない……そんな勝手なマネ」

　と、うめくように言う璃亞に、未祐は眉をひそめ、

「なんだよ、斗神はオレの入部には反対なのか？」

「賛成してないだけよ。私はアンタがなんでウチに入りたいのか知らないもの」

「言わなくたって、わかるだろ……」

　やれやれと溜息をついた。

「素直じゃないな──このあいだはあんなに素直だったのに」

「えっ──？」

　璃亞が言葉を失った。

　まるで時が止まってしまったかのように。

　どこか呆ぼう然ぜんとなってこちらを見てくる。

「な、なんだよ……？」

　璃亞の反応に驚いた未祐は、訝いぶかしげに問う。

　自分はなにか、おかしなことを言っただろうか。

　すると、璃亞は震ふるえる唇を開けて訊きいてくる。

「あんた……覚えてるの？」

「いや、覚えてるもなにも──」

　戸と惑まどいながらそう口にして、しかし未祐はふと思い至る。

「…………あれ？　んん？」

　──このあいだはあんなに素直だった？

　いやいやいやいや、いつの話だ？　未祐は思わず首をひねった。

　いまだかつて、璃亞が素直に自分の言うことをきいた例ためしなどない。

　だいたい、もしもそんな事態になったら記念日ものである。

　斗神璃亞記念日だ。

　全国のツンデレ少女は、この日だけは素直になりましょうみたいな。

「……気のせいか。だよな、どう考えても」

　未祐はつぶやく。

　あるいは失われた記憶の中に真実があるのかもしれないが、それは確かめようのないことだ。だいたい、いくらなんでもそんなことがあったならば、さすがにそのことを忘れてしまうとは思えない。やはり、気のせいなのだろう。

　未祐は納なつ得とくして、そこで「あれ？」と頬をかいた。

「えっと、何の話をしてたんだっけ……」

「……にゅ、入部理由の話っ！」

　やおら、璃亞が大声で叫んだ。

　未祐は、うおっと身をすくめる。

「あ、ああ……そうだった。入部理由な」

「～～～～～～っ」

「いや……斗神、そんな睨にらむなよ」

　見れば、璃亞は顔を真っ赤にして唇を噛かんでいた。

　うわ、メチャメチャ怒おこってる。スカートを握り締しめる手が震えているし。

　まずい──これからってときに璃亞を不ふ機き嫌げんにしてどうする。

　未祐は慌あわてて入部の理由を言葉にする。

　それは昨日、会議の場で理事たちに向かって言ったもの。

「オレが保健部に入ろうと思った理由はな──ウチの学校には、保健部が必要だからだ」

　そして。

「その保健部には、斗神璃亞という存在もまた必要不可欠だ。そんなお前をサポートし、支える人間は絶対に必要なんだよ。今回のように、もしもお前が倒れたときにも、カバーができるようなヤツがな」

「……………………」

「普通の保健室じゃ、型どおりの学校体制じゃ、どうしても助けられない生徒は確かにいる。そこまで救う義理はないってのが普通の保健室の限界なら、保健部は必要なんだ。距離感を見誤って深入りしてるなんて──そんなのは、言いたいヤツに好きに言わせておけばいい」

　その言葉を聞いて、璃亞はピンときたのだろう。

「アンタ…………鳥海と会ったの？」

「ああ──お前が間違ってるから、お前自身のためにも、みんなのためにも、お前は保健局に戻もどるべきだって言ってた」

　璃亞は「そう」とつぶやいて、

「…………で、アンタはなんて？」

「──そんなの決まってるだろ？」

　未祐はニッと笑う。

「斗神は間違ってない。だから保健局へは戻らない──そう言っておいた」

「…………………………」

　胸を張って答えた未祐に、しかし璃亞は黙りこむ。

　それを見て未祐は慌てたように、

「あれ……？　もしかして迷めい惑わくだったか？」

「……………………別に」

　ふん、と璃亞はそっぽを向いて、

「まあいいわ……アンタがそこまで私の下げ僕ぼく犬になりたいというなら、特別に許可してあげるわよっ」

「オレはむしろ、お前がそこまでオレのことを下僕犬扱あつかいしたい理由が聞きたいよ……」

　未祐はげんなりしながら、手近な椅い子すに腰を下ろした。

「まあ、苦しんでいる人を助けたいっていうお前の考えに、素す直なおに共感できたんだよ」

「え……？」

　聞き返す璃亞に、未祐は「入部理由だよ」と言って、

「──この間さ、ここでキスされた話しただろ？」

「…………へえ、そうだったかしら？」

「忘れたのかよ……まあ、キスされて、ずっと相手のことを捜さがしてたんだけどさ。もう、捜すのは止めにしようかなって思えてきてさ」

　だって。

「オレが寝ねているときに、そんなマネをしたんだ。相手はきっと、オレにも知られたくなかったんだろうなって。だからもう、オレからは捜さない。でも、もしもそれでもオレのことを好きだとしたら、いつか名乗り出てくれると思うんだ。想いを抱えたままってのは、とても苦しいからさ……」

　だから。

「オレはここで、この場所で、その人が名乗り出てくるのを待とうと思う。その人が苦しんでいるのを楽にしてあげられるのは、きっとオレだけだからさ──」

「……………………」

「間違ってるかな……？」

「…………さあ、どうかしらね。まあ、勝手にすればいいんじゃない？」

　そこで璃亞は「さて」と机から下りて、

「──それじゃあ、さっそくアンタには初めての買い出しに行ってもらおうかしら。とりあえず、冷えピタとパックタイプのビタミンゼリーを五つずつ」

「領収書は草薙学園保健部様……だろ」

　未祐はやれやれと溜息をついて、

「これまでと同じお使いじゃないか、別に初めてでもなんでも──」

「あら……、初めてじゃない」

　そう言って、璃亞はふっと笑う。

「保健部員・結槻未祐の、初めての買い出し──でしょ？」





　そして未祐が第二保健室を出て行ったあと──

　璃亞は無言のまま、てくてくと壁かべ際ぎわのベッドへ向かった。

　そしてそのまま、ばふっと布団に倒れこむ。

「～～～～っ」

　顔を布団に押しつけたまま、璃亞は恨うらめしそうな声をもらした。

　なんなのだ、なんなのだ、あの男は！

　璃亞は唇を噛んで顔を上げる。アプリコットブラウンの瞳が涙目だ。

　もうオレからは捜さない？

　オレのことを好きだとしたら、いつか名乗り出てくれると思うんだ？

　楽にしてあげられるのは、きっとオレだけだからさ??

　なんてヤツ──素すの状態のくせに、よもやあんなことを言い出すなんて。



    

  
    
      「なによ、なによ、なによなんなのよっ……バカぁっ！」

　璃亞はポフッと、力ない拳を枕まくらにぶつける。

　──どうしよう。これで未祐とはクラスも一いつ緒しよで、部活も同じになってしまった。

　これまで以上に、自分たちの距離は縮まった形になる。

　今でもそばにいるだけで、話をしているだけでも胸が苦しくて切ないのに。

　これ以上なんて……とてもじゃないけど耐たえられない。

「…………ズルいよ、結槻」

　璃亞は、うらめしそうにつぶやく。

　──あんなに必死にキスの相手を捜していたくせに、自分だけすっきりしちゃうなんて。

　こっちはこれから、ずっと未祐のそばで、彼に真実を隠し続けなければいけないのに。

「上う手まくできるかな……」

　うっかりボロが出てしまったらおしまいだ。

　──それにもし、今度また未祐が覚かく醒せい状態に入りでもしたら。

「────っ」

　そんなことになれば──今度こそ自分は本当にどうにかなってしまう。

　しかも恐おそろしいことに、未祐は徐々に覚醒状態のときの記憶も覚えているようになってきている節がある。このままでは未祐に、あんなにも彼に弱い自分を知られてしまうのも時間の問題だ。どうしよう。いっそのこと、そんなことになる前に告白してしまおうか。

　──弱い自分を？

「………………っ」

　璃亞はゴクリと喉を鳴らす。

　いけない考えが脳裏に浮かぶ。弱い自分が、強い自分を誘ゆう惑わくする。

　それとも、いっそ彼への想いを──

「～～～～～～～っ」

　璃亞は顔を真っ赤にして、ムギュッと枕に突つっ伏ぷした。

　──いけない。忘れるな。未祐が好きなのは螢なのだ。

　この気持ちを知られてしまったら、自分の恋こいは終わってしまう。

　斗神璃亞の恋が消えてしまう。

　だから──この想いは自分だけの秘ひめごと。

　あと三十分もすれば、未祐が買い出しから帰ってくるだろう。

　それまでにはなんとしても、この火ほ照てった顔と胸のドキドキを静めるから。



　──だからお願い、どうかもう少しだけ。

　苦しくても、切なくてもかまわないから。

　このままあなたを、好きでいさせて──



「気づかないでね……」

　璃亞は願うようにそっとつぶやいて。

　心の奥おく底そこでほんの少しだけ──言葉と逆のことを思った。



    

  
    
      あとがき





　え～。おつかれさまです。上うえ栖す綴てつ人とです。

　一巻の発売から三ヶ月。おかげさまで、こうして『ギブあっぷ！』二巻をお届とどけすることができました。いやもう、本当にありがとうございます。

　しかし、シリーズ化できたということは、どうなんでしょうかね。これは、前向きにとらえて良いのでしょうか。ちょっとは向いているんですかね、ラブコメ。自分としては、果たしてこの作品がラブコメとして成り立っているのか、イマイチ自信が持てないのですが。まあ、少なくとも「正統派」とか「王道」と呼ばれるような作風ではないことは確たしかでしょう。おそらくは「亜流派」とか「裏道」とかがイメージ的に近いのだと思います。

　まあ、私自身が捻ひねくれ者なので、作者の根性が作品に表れているのでしょう。それでも、続刊が出せたというとことは──やはり温あたたかい読者のみなさんのおかげです。

　本当に、感かん謝しや感謝です。



★高校時代の私と保ほ健けん室しつ★

　さて、この話は保健室が舞ぶ台たいです。私も高校時代はよく利り用ようしていました、保健室。

　まあ、さすがに第二保健室や、荒あらくれナイチンゲールなどというものは存そん在ざいしませんでしたが。それでは、居い心地ごこちが良かったのかというと、実はそんなこともなく。私が保健室に足しげく通かよっていたのは、他に理由があったからです。それは──早そう退たいです。

　一巻のあとがきでも書きましたが、当時の私はまあよく学校をサボっていました。一年間の内、遅ち刻こくする日は二百日以上。早退回数は百日以上。欠けつ席せき回数はあんまり覚おぼえていませんが、たしか一ヶ月分くらいは休んだような気がします。嫌きらいだったんです、勉べん強きよう。なので、学校サボって自じ転てん車しやであちこちに行ったり、古本屋をはしごして漫まん画がばっかり読んだりとかしてました。仕方なく学校に行っても、一日の最後まで学校にいるのが何だかイヤで、よく早退をしていたわけです。

　そんな私の高校では、早退するためにいくつかの手てじ順ゆんが必要でした。

保健室へ行って、養よう護ご教きよ諭うゆから早退許きよ可かし証ようをもらう。

職員室へ行って、学年主しゆ任にんから早退許可の判はん子こをもらう。

晴れて早退。

　で、私はのためによく保健室へ行っていたわけです。保健室には、来らい室しつ者しやを記き録ろくする保健カードがあり、それはクラス別に全校生徒の分が棚たなに保ほ管かんされていました。保健室を訪おとずれたものは、自分のクラスの棚から自分の保健カードを取り出し、来室した理由を書いて、それを養護教諭に提てい出しゆつするわけです。たしか、一枚で三十～四十回分くらい書けたと思います。で、当然普ふ通つうの人であれば高校三年間を通して一枚で充じゆう分ぶん足りるわけです。多い人でも二枚がいいとこ。三枚まで到とう達たつできた人はほとんどいませんでした。

　そんな保健カード、私が高校三年間で何枚消しよ費うひしたかというと──その数何と七枚。

　おそらく、今でも私の記録は破やぶられていないのではないでしょうか。そしてこの利用回数のおよそ八割を、私は早退していました。いやー、我ながらすごいですね。

　ただ、学年主任が恐こわい先生だったので、あんまり職員室で許可まではもらいませんでした。基本的には学年主任、いなければ担任が判子を押すのですが、ふたりとも授じゆ業ぎようを持っていましたし。つまり、保健室の関かん門もんさえクリアすれば私は早退できたわけです。

　早退理由は、基本的に高こう熱ねつです。ただし当然仮けび病ようなので、まあ頑がん張ばってこすりましたよ、体たい温おん計けい。養護教諭の先生にバレないように、こそこそと。しかも、ウチの高校は養護教諭の先生がふたりいたものですから、隙すきがあまりなかったので苦労しました。なので、最終的にはぎっちり腋わきで挟はさんで、それを勢いきおいよく抜くことで高熱を偽ぎ装そうしていました。この方法がうまくいくと、三十七度後半から三十八度前半が出てくれるので、早退するのにピッタリなんですよ。まあ、ときどき失しつ敗ぱいしてモロに平へい熱ねつのままでガッデムになるんですが。時には自分で手首を二十回くらい叩いて赤くして、それを養護教諭に見せて「ぶつけた、病院に行くから帰る」とか行って早退許可証をもらってましたね。……いったい高校時代の私は、何をそんなに早退に青春をかけていたんでしょう？　ちなみに三年になったころには、ほとんど保健室にも行かなくなってました。朝のＨＲのあとに登校し、昼ごはんを食べて、昼休みに体たい育いく館かんで友達と遊あそんで、午後の授業が始まる前に帰ってたんです。こうすることで、担任に登校していないと見せかけつつ、１時限～４時限の授業では出欠を取るので出席扱いになり、ところが早退許可を貰もらわなくても無む断だんで帰れるという、夢ゆめのような状況ができあがるわけです。当時の私はこれを勝利の方ほう程てい式しきか何かのように考えていましたが、今にして思えば先生方は全部把は握あくしていたんでしょう。迷めい惑わくかけてたなあ。

　今でも、高校時代の友人に合った時など、ふとした瞬しゆ間んかんに懐なつかしいあの高校時代の保健室のことを思い出します。体たい育いく祭さいで首の骨ほねにヒビが入ったときとか、大変だったなあ……。ずっと痛いのを我が慢まんしたものの、閉会式の最中に限界が来てぶっ倒たおれて、グレイばりに両りよう脇わき抱かかえられて保健室に運ばれたっけ。

　ふたつあるベッドで寝ねてたら、隣となりのベッドから熱で苦しいのか色っぽく喘あえぐような女子の声が聞こえてきて、ずっとドキドキしていたら、クラスで一番パンチが効いてる顔した娘だったことが判明して、テメエ俺の一時間を返せ──とか思ったりね。まあ、そういう高校時代の経けい験けんがあったからこそ、保健室を舞ぶ台たいにしたこの物語が生まれたわけです。

　──ちなみに、この第二保健室を舞台にした作品は、前に他社の賞しようへ応おう募ぼしたことがありました。残念ながら、一次選考も通りませんでしたが。そちらでは保健部のヒロインは三人いて、さらに主人公も女の子というものでした。おまけに、結けつ構こう静しずかで暗い話でしたので、その辺があまりよくなかったのかもしれません。あちらで生み出したキャラたちも、いつかどこかで活かつ躍やくさせてあげられたら良いなあとか思ってます。

　というか、そもそも保健部を舞台にしたネタはもう一個あったんですよね……本当にどんだけなんだ私。まあそれだけ私の中では、保健室というものが大きい存在だったので。

　こうしてその話を書く機会を与えていただけたことを、本当に感謝しています。



★生まれて初めての経けい験けんです★

　やー、ついに経験しちゃいました。初めての体験です。実は私──一巻が発売された日に、作家になってから初めて、秋あき葉は原ばらへ出かけました。そして、有名な本屋さん七件を二周ほどはしごしました。そんな中。何と、とあるお店に立ち寄よったとき、私の眼の前で本作の一巻を購こう入にゆうしてくださったお客さんが三～四人ほどいらっしゃったのです！　いや～、これは嬉うれしかったですねえ。もう一生の思い出になりそうです。そんな一生モノの思い出なのに、人数がイマイチはっきりしないのは、手に取ってくださった方はもっと多くいたものの、その中には残念ながら後で棚に戻もどしに来たりする人もいらっしゃったので……。

　いやそれでも、あのおよそ三十分間の幸しあわせな気分や、ヤキモキした気持ちは、とてもとても幸せな経験でした。あのときほど、年中風か邪ぜ気味な自分の体調に感謝しなかった日はありません。マスクをしていたおかげで、かろうじて気づかれませんでしたが、マスクの奥おくでは明らかに気味の悪い笑みを浮かべていました。きっと、思い切り犯はん罪ざい者しやの顔だったと思います。職しよ質くしつされるレベルの。きっとこの二巻が発売された日にも、私は秋葉原に出しゆつ没ぼつしていることでしょう。発売日は平日で、思い切り会社ありますが。秋葉原まで歩いて五分ほどの距きよ離りなので。食事のついでにでも覗のぞきに行くつもりです。

　──願わくば、また誰かがこの本を手に取っている瞬間に出会えますように。



　では、そろそろこの辺りで謝しや辞じをー。

　イラスト担たん当とうの会あい田ださん。パーティでお会いできて光栄でした。会場ではあまりお話しすることができませんでしたが、この二巻を出せたのは間ま違ちがいなく会田さんのおかげです。

　二巻でも素す敵てきなイラストを描かいていただき、本当にありがとうございました。

　そして、デザイナーの渡わた辺なべ様。素す晴ばらしい装そう丁ていを作っていただき、感謝の言葉もございません。初めてデザインを見たときの衝しよ撃うげきもさることながら、後になってさらにこのデザインの凄すごさに思い至いたり、震ふるえが走りました。これは、カバーイラストを最大限活かせる革かく命めいのような装丁です。会田さんのイラストを渡辺様が活かしてくれたからこそ、今こうしてこの二巻を出すことができています。本当にありがとうございます。

　そして担当様。一巻に引き続き、この二巻もお忙しいところ、最後までお付つき合いいただきありがとうございました。次回はもうちょっと、諸々上手く進行します。

　他にも関係各所のみなさま、どうもありがとうございました。



　そして、この本を手に取ってくれたあなた。ありがとうございます。

　１巻に引き続き、この作品のご感かん想そうなどお待ちしております。

　それでは、またお会いできることを祈いのって。



二〇〇九年八月四日　上栖綴人



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

上栖綴人 先生／会田孝信 先生
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